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　研究科の専攻の設置
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基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　九州大学大学院芸術工学府では、その前身となる九州芸術工科大学の創設以来、
現代社会において、技術の独走によって技術と人間の関係に歪みが生じることのな
いように、人間の特性を科学的に把握しながら、技術を真に人類の福祉と人間生活
の充実に資するものとする、との理念に基づき教育・研究を進めてきた。この理念
を一言で表すならば「技術の人間化」であり、「技術の人間化」を実現するための
研究分野として欧米における"Design"にあたる学問分野である「芸術工学」が創設
された。九州芸術工科大学においては、「高次のデザイナー」を育成するため文
系、理系、芸術系などの区別にとらわれない学部教育、大学院教育を行う伝統が形
成され、現在に受け継がれている。
　一方、近年、デザインの領域、デザイナーの役割が拡大している。芸術工学が設
立した時期のデザインは形や色など「モノ」の意匠的成果を目的としていたが、近
年は「モノ」が使われることを想定したユーザーエクスペリエンス（UX）や「モ
ノ」を介するサービス、「モノ」の使われ方・仕組みという「コト」の側面、さら
に、「モノ」が使われることで実現されるかもしれない将来の社会の在り方などの
「ビジョン」さえもデザインの概念に含まれるようになっている。このことが社会
からのデザインに対するニーズの変化にも反映し、デザインに関連する多くの企業
への調査によれば、デザイン領域の変化に対応するために「領域を横断する能力を
持つ人材」、「社会変化に柔軟に対応し、将来の姿・仕組みを構想できる人材」と
いった新たなデザイン人材が求められている。
　加えて、デザインの学問領域でも新たな潮流が生まれている。例えば、エネル
ギー問題や地球環境に対する危機が社会問題化したことに対応して、自然環境との
共生を目指す「トランジション・デザイン」や、資本主義が限界を迎えているとい
う認識のもとオルタナティブな世界を模索する「スペキュラティブ・デザイン」な
ど、デザイン学の扱う領域の拡大深化が続いている。
　このような中でデザイン学を先導すべき大学の果たす役割が問われており、「技
術の人間化」という理念を掲げる芸術工学府がその本来の目的を果たすためには、
多方面にわたる社会の変化に対応するデザインを実践するプロフェッショナル、デ
ザイン学を先導する研究者の育成が求められている。
　デザイン領域の拡大、社会の変化に合わせて、さまざまな問題に適切に対処しう
る人材を育てるために、修士課程では芸術工学専攻とデザインストラテジー専攻を
統合した1専攻とし、その中に6つのコース（ストラテジックデザイン、環境設計、
音響設計、人間生活デザイン、メディアデザイン、未来共生デザイン）を設け、社
会の求める諸分野においてデザインを実践するプロフェッショナルを養成する。博
士後期課程は特定の分野にとらわれない先導的な研究者を育成するため、芸術工学
専攻とデザインストラテジー専攻を統合して1専攻とする。

大 学 の 目 的
　九州大学は、教育基本法（平成18年法律第120号）の精神に則り、学術の中心とし
て広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応
用的能力を展開させることを目的とする。

基 本 計 画
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[基礎となる学部]
芸術工学部芸術工学科

マス・フォア・イノベーション連係学府（研究科等連係課程基本組織）
　　博士前期課程　　　　　　（12）
　　博士後期課程　　　　　　（14）

　（博士後期課程）

芸術工学府
　　芸術工学専攻
　　　　修士課程　　　　　　　　　　（120）（令和4年4月事前伺い）
　　　　博士後期課程　　　　　　　　（ 30）（令和4年4月事前伺い）

（博士後期課程）

　芸術工学専攻
　(Department of Design)

3 30 -

計

人

（3）

30 26 6 0 62 0 6

(30) (26) (6) (0) (62) (0) (6)

　地球社会統合科学専攻 修士課程
28 27 6 4 65 0 10

(28) (27) (6) (4) (65) (0) (10)

8 6 2 0 16 0 0

(8) (6) (2) (0) (16) (0) (0)

8 5 2 0 15 0 14

(8) (5) (2) (0) (15) (0) (14)

6 6 2 0 14 0 0

(6) (6) (2) (0) (14) (0) (0)

5 6 2 0 13 0 22

(5) (6) (2) (0) (13) (0) (22)

9 2 0 18 0 0

(7) (9) (2) (0) (18) (0) (0)

7 9 2 0 18 0 7

(7) (9) (2) (0) (18) (0) (7)

7

計

5 150 -

新

設

分

人文科学府

　人文基礎専攻　博士後期課程

　歴史空間論専攻　修士課程

　歴史空間論専攻　博士後期課程

　言語・文学専攻　修士課程

　言語・文学専攻　博士後期課程

地球社会統合科学府

　地球社会統合科学専攻　博士後期課程

　人文基礎専攻　修士課程

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

90 博士
(芸術工学)

令和4年4月
第1年次

福岡県福岡市南区
塩原4丁目9番1号

(Doctor of
Philosophy in
Design)

博士
(工学)
(Doctor of
Engineering)

芸術工学府
　　芸術工学専攻（廃止）
　　　　修士課程　　　　　　　　　　（△92）
　　　　博士後期課程　　　　　　　　（△25）
　　デザインストラテジー専攻（廃止）
　　　　修士課程　　　　　　　　　　（△28）
　　　　博士後期課程　　　　　　　　（△ 5）
※令和4年4月学生募集停止

学　部　等　の　名　称
教授

芸術工学府
　芸術工学専攻
 （博士後期課程）

0 科目

演習

助手

（11）

専任教員等

人

(23)

人人

計助教

計

（0） (7)
人

芸術工学府

　（修士課程）
　　　　芸術工学専攻

　　　　芸術工学専攻

19 35 3

人 人 人 人

10 単位

兼 任
教 員 等

芸術工学府
 芸術工学専攻
 （修士課程）

67 科目 108 科目 3 科目 178 科目 40 単位

人

0 科目

新設学部等の名称
講義

講師

教育
課程

(23) (35) (3)

人 人

卒業要件単位数
開設する授業科目の総数

（72）

20 77 0 7
(22) （35） （3） （20） （80）

人

19 35

5 科目

(20)
20

(7)(81)

（3）
7

19 34 3 11 67 0 3
（0）

人

（0）
03 77

330

准教授

実験・実習

5 科目

既
 
 
設
 
 
分

教

（35）
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　医科学専攻　修士課程
46 40 12 22 120 0 5

(46) (40) (12) (22) (120) (0) (5)

医学系学府

　医学専攻　博士課程
47 37 14 21 119 0 5

(47) (37) (14) (21) (119) (0) (5)

システム生命科学府

　システム生命科学専攻　博士課程
31 24 4 25 84 0 17

(31) (24) (4) (25) (84) (0) (17)

　数理学専攻　博士後期課程
32 22 0 17 71 0 2

(32) (22) (0) (17) (71) (0) (2)

数理学府

　数理学専攻　修士課程
32 22 0 17 71 0 18

(32) (22) (0) (17) (71) (0) (18)

　地球惑星科学専攻　博士後期課程
12 16 0 7 35 0 1

(12) (16) (0) (7) (35) (0) (1)

　地球惑星科学専攻　修士課程
12 16 0 7 35 0 8

(12) (16) (0) (7) (35) (0) (8)

　化学専攻　博士後期課程
17 18 2 16 53 0 5

(17) (18) (2) (16) (53) (0) (5)

　化学専攻　修士課程
17 18 2 16 53 0 12

(17) (18) (2) (16) (53) (0) (12)

　物理学専攻　博士後期課程
13 16 1 10 40 0 6

(13) (16) (1) (10) (40) (0) (6)

理学府

　物理学専攻　修士課程
13 16 1 10 40 0 12

(13) (16) (1) (10) (40) (0) (12)

　産業マネジメント専攻　専門職学位課程
7 5 1 2 15 0 8

(7) (5) (1) (2) (15) (0) (8)

　経済システム専攻　博士後期課程
12 11 2 0 25 0 6

(12) (11) (2) (0) (25) (0) (6)

　経済システム専攻　修士課程
12 10 2 0 24 0 5

(12) (10) (2) (0) (24) (0) (5)

　経済工学専攻　博士後期課程
9 8 2 0 19 0 4

(9) (8) (2) (0) (19) (0) (4)

経済学府

　経済工学専攻　修士課程
9 8 2 0 19 0 4

(9) (8) (2) (0) (19) (0) (4)

　実務法学専攻　専門職学位課程
12 1 0 0 13 2 48

(12) (1) (0) (0) (13) (2) (48)

35 18 0 0 53 0 5

(35) (18) (0) (0) (53) (0) (5)

法学府

　法政理論専攻　修士課程
26 18 0 0 44 0 21

(26) (18) (0) (0) (44) (0) (21)

　実践臨床心理学専攻　専門職学位課程
4 3 0 0 7 0 3

(4) (3) (0) (0) (7) (0) (3)

4 8 0 3 15 0 1

(4) (8) (0) (3) (15) (0) (1)

　空間システム専攻　修士課程
4 8 0 3 15 0 14

(4) (8) (0) (3) (15) (0) (14)

8 9 1 0 18 0 0

(8) (9) (1) (0) (18) (0) (0)

　教育システム専攻　修士課程
14 9 1 0 24 0 3

(14) (9) (1) (0) (24) (0) (3)

6 9 2 0 17 0 0

(6) (9) (2) (0) (17) (0) (0)

4 9 3 0 16 0 4

(4) (9) (3) (0) (16) (0) (4)

7 7 1 0 15 0 0

(7) (7) (1) (0) (15) (0) (0)

4 4 1 0 9 0 4

(4) (4) (1) (0) (9) (0) (4)

5 3 0 3 11 0 1

(5) (3) (0) (3) (11) (0) (1)

4 3 0 3 10 0 14

(4) (3) (0) (3) (10) (0) (14)

人間環境学府

  都市共生デザイン専攻　博士後期課程

　人間共生システム専攻　修士課程

　人間共生システム専攻　博士後期課程

　行動システム専攻　修士課程

　都市共生デザイン専攻  修士課程

　行動システム専攻  博士後期課程

　教育システム専攻　博士後期課程

　空間システム専攻　博士後期課程

　法政理論専攻　博士後期課程

法務学府

員

組
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　化学工学専攻　博士後期課程
7 1 0 0 8 0 0

(3) (2) (0) (0) (5) (0) (0)

　化学工学専攻　修士課程
7 5 0 0 12 0 6

(3) (2) (0) (0) (5) (0) (6)

　電気電子工学専攻　博士後期課程
15 5 0 0 20 0 0

(5) (1) (0) (2) (8) (0) (0)

　電気電子工学専攻　修士課程
16 10 0 0 26 0 26

(5) (1) (0) (2) (8) (0) (26)

　情報理工学専攻　博士後期課程
18 21 0 0 39 0 0

(6) (2) (0) (4) (12) (0) (0)

　量子物理工学専攻　博士後期課程
7 7 0 0 14 0 2

(9) (8) (0) (0) (17) (0) (2)

　量子物理工学専攻　修士課程
8 8 0 9 25 0 15

(10) (9) (0) (8) (27) (0) (15)

　航空宇宙工学専攻　博士後期課程
9 5 0 0 14 0 0

(5) (4) (0) (0) (9) (0) (0)

　航空宇宙工学専攻　修士課程
9 7 0 5 21 0 12

(5) (6) (0) (8) (19) (0) (12)

　水素エネルギーシステム専攻　博士後期課程
9 7 0 5 21 0 12

(9) (4) (0) (5) (18) (0) (12)

　水素エネルギーシステム専攻　修士課程
9 7 0 5 21 0 18

(9) (4) (0) (5) (18) (0) (18)

　機械工学専攻　博士後期課程
19 14 0 16 49 0 0

(18) (13) (0) (15) (46) (0) (0)

　機械工学専攻　修士課程
21 14 0 16 51 0 10

(20) (13) (0) (15) (48) (0) (10)

　応用化学専攻　博士後期課程　
14 4 0 0 18 0 8

(5) (0) (0) (1) (6) (0) (8)

(5) (0) (0) (1) (6) (0) (8)
　応用化学専攻　修士課程

14 18 0 0 32 0 8

5 0 0 12 0 0

(4) (0) (0) (0) (4) (0) (0)

(0) (0) (0) (4) (0) (3)

20 24 0 0 44 0 19

システム情報科学府

　情報理工学専攻　修士課程
(6) (2) (0) (4) (12) (0) (19)

　土木工学専攻　博士後期課程
11 12 0 0 23 0 0

(4) (0) (0) (0) (4) (0) (0)

　土木工学専攻　修士課程
12 10 0 0 22 0 6

(4) (0) (0) (0) (4) (0) (6)

　共同資源工学専攻　修士課程
3 4 0 0 7 0 7

(3) (4) (0) (0) (7) (0) (7)

　地球資源システム工学専攻　博士後期課程
7 7 0 0 14 0 0

(6) (7) (0) (0) (13) (0) (0)

　地球資源システム工学専攻　修士課程
4 5 0 6 15 0 6

(3) (4) (0) (7) (14) (0) (6)

　船舶海洋工学専攻　博士後期課程
8 3 0 0 11 0 0

(8) (3) (0) (0) (11) (0) (0)

工学府

　船舶海洋工学専攻　修士課程
8 3 0 0 11 0 4

(8) (3) (0) (0) (11) (0) (4)

　材料工学専攻　修士課程
7 5 0 0 12 0 3

(4)

  臨床薬学専攻　博士課程
9 7 1 5 22 0 0

(9) (7) (1) (5) (22) (0) (0)

　材料工学専攻　博士後期課程
7

　創薬科学専攻　博士後期課程
6 2 1 5 14 0 0

(6) (2) (1) (5) (14) (0) (0)

薬学府

　創薬科学専攻　修士課程
15 9 2 0 26 0 34

(15) (9) (2) (0) (26) (0) (34)

歯学府

　歯学専攻　博士課程
19 12 15 37 83 0 30

(19) (12) (15) (37) (83) (0) (30)

　医療経営・管理学専攻　専門職学位課程
8 3 2 2 15 0 4

(8) (3) (2) (2) (15) (0) (4)

　保健学専攻　博士後期課程
15 5 1 0 21 0 0

(15) (5) (1) (0) (21) (0) (0)

　保健学専攻　修士課程
15 6 9 7 37 0 48

(15) (6) (9) (7) (37) (0) (48)

織

の
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　総合理工学専攻　修士課程
47 44 0 24 115 0 27

(25)

　総合理工学専攻　博士後期課程
46 43 0 0 89 0 10

(25) (25) (0) (20) (70) (0) (10)

総合理工学府

基幹教育院
0 5 0 11 16 0 40

(0) (5) (0) (11) (16) (0) (40)

　ライブラリーサイエンス専攻　博士後期課程
3 5 0 0 8 0 0

(3) (5) (0) (0) (8) (0) (0)

　ライブラリーサイエンス専攻　修士課程
5 6 0 0 11 0 12

(5) (6) (0) (0) (11) (0) (12)

　オートモーティブサイエンス専攻　博士後期課程
11 9 0 0 20 0 4

(11) (9) (0) (0) (20) (0) (4)

　オートモーティブサイエンス専攻　修士課程
11 7 0 0 18 0 38

(11) (7) (0) (0) (18) (0) (38)

　ユーザー感性学専攻　博士後期課程
4 2 0 0 6 0 0

(4) (2) (0) (0) (6) (0) (0)

統合新領域学府

　ユーザー感性学専攻　修士課程
8 3 1 2 14 0 18

(8) (3) (1) (2) (14) (0) (18)

　生命機能科学専攻　博士後期課程
20 12 0 12 44 0 4

(20) (12) (0) (12) (44) (0) (4)

　生命機能科学専攻　修士課程
22 14 0 15 51 0 0

(22) (14) (0) (15) (51) (0) (0)

　農業資源経済学専攻　博士後期課程
4 4 0 3 11 0 0

(4) (4) (0) (3) (11) (0) (0)

　農業資源経済学専攻　修士課程
4 4 0 2 10 0 0

(4) (4) (0) (2) (10) (0) (0)

　環境農学専攻　博士後期課程
17 21 0 15 53 0 0

(17) (21) (0) (15) (53) (0) (0)

　環境農学専攻　修士課程
17 21 0 15 53 0 0

(17) (21) (0) (15) (53) (0) (0)

　資源生物科学専攻　博士後期課程
16 25 0 18 59 0 0

(16) (25) (0) (18) (59) (0) (0)

生物資源環境科学府

　資源生物科学専攻　修士課程
16 24 0 18 58 0 0

(16) (24) (0) (18) (58) (0) (0)

(25) (0) (20) (70) (0) (27)

職　　　種

合　　　　計

計

計

(2518) (2)

事 務 職 員

人 人

439 2707 0

(3227)

68

2,041

計

図 書 館 専 門 職 員

(31)

3,227

(3227) (0)

7261101164 994

2,041

(733)

(0)

68

(68)

31

0

(726)

2459 733

(0)

2784113

(1019)

専　　任 兼　　任

(838) (110) (470)

1029

(2437)

1183

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

(113)(873)

(0)

0

(1042) (490)

(1087)

(2041) (0)

(0)

0

(68)

0

31

人

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

概

要

(1087)

1,087 0 1,087

(2041)

(31)

3,227
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大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

　経済工学科 4 85 10 360 1.05 昭和52年度

3年次

　経済・経営学科 4 141 10 584 学士（学術） 1.04 平成12年度 元岡744番地

経済学部 3年次 学士（経済学） 1.04 福岡県福岡市西区

学士（学術） 元岡744番地

法学部 4 189 - 756 学士（法学） 1.05 昭和24年度 福岡県福岡市西区

教育学部 4 46 - 184 学士（教育学） 1.07 昭和24年度 福岡県福岡市西区

所　在　地

大 学 の 名 称

―　　千円 ―　　千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

―

―　　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

年 人

第３年次 第４年次

福岡県福岡市西区

　人文学科 4 151 604 学士（文学） 1.03 平成12年度 元岡744番地

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

学術雑誌

（657,243㎡）

（補助職員　人）

標本

（657,243㎡）

学士（学術）

7,434,8829,78476,859〔34,117〕

４ ０ ０ ㍍ ト ラ ッ ク １ 面
体育館

野 球 場 １ 面

福岡県福岡市西区

　共創学科 4 105 420 学士（学術） 元岡744番地

-

人

共創学部

-

1.02 平成30年度

文学部

学士（学術） 元岡744番地

面積

12,019㎡

区　分 第５年次 第６年次

共　　用

図書

実験実習室

芸術工学府

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

51,597〔51,580〕

（補助職員　人）

14室

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

九州大学      (Kyushu University)

（97）

97

点

経費
の見
積り

75,353,571㎡

計

点

機械・器具視聴覚資料

室

室　　　数

657,243㎡

3室

点

語学学習施設

72,902,583㎡

区　　　分

657,243㎡

専　　用

352室

講義室

（　　　　　　㎡）

㎡

共用する他の
学校等の専用

（　　　　　　㎡）

㎡

㎡

情報処理学習施設

316室

演習室

㎡

共　　用

196,368㎡

共用する他の
学校等の専用

㎡

83

196,368㎡

2,450,988㎡

2,254,620㎡

計

小 計

そ の 他 72,902,583㎡

㎡㎡

㎡

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

114室

㎡

㎡

㎡2,450,988㎡

75,353,571㎡

㎡2,254,620㎡

合 計

専　　用

校　　　舎

年次
人

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 ―　　千円

第１年次 第６年次

―　　千円

第２年次

―　　千円

第４年次 第５年次

冊 種

5,363,972　冊　

― ― ― ― ― ― ―

（4,202,696〔1,812,778〕）

4,202,696〔1,812,778〕

（4,202,696〔1,812,778〕）

51,597〔51,580〕

（51,597〔51,580〕）

76,859〔34,117〕

（76,859〔34,117〕）

3,121　席　
図書館

（76,859〔34,117〕）
計

〔うち外国書〕〔うち外国書〕 電子ジャーナル

第３年次

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

(7,434,882)

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ―

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

4,202,696〔1,812,778〕

（9,784）

（9,784）

面積

46,365㎡

9,784

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

7,434,882

(7,434,882)

97

（51,597〔51,580〕） （97）

倍

収容
定員
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令和元年度入学定員減

(△1人)

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

　機械航空工学科 4 - - -

　エネルギー科学科 4 - - -

　地球環境工学科 4 - - -

　物質科学工学科 4 - - -

-

福岡県福岡市西区

　建築学科 4 - - -

77

58

　機械工学科

　航空宇宙工学科

　量子物理工学科

　船舶海洋工学科

　地球資源システム工学

　土木工学科

　建築学科

4

4

4

　　　博士後期課程 3 9 27 1.03

　　　修士課程 2 20 40 0.70

　言語・文学専攻 平成12年度

　　　博士後期課程 3 9 27 0.55

　　　修士課程 2 20 40 0.55

　歴史空間論専攻 平成12年度

　　　博士後期課程 3 7 21 0.52

　　　修士課程 2 16 32 0.59

　人文基礎専攻 博士（文学） 平成12年度 元岡744番地

人文科学府 - 修士（文学） 福岡県福岡市西区

【大学院】

学士（学術）

　生物資源環境学科 4 226 904 学士（農学） 1.04 平成10年度 元岡744番地

農学部 - 福岡県福岡市西区

　芸術情報設計学科 4 - - -

　音響設計学科 4 - - -

　画像設計学科 4 - - -

　工業設計学科 4 - - -

　環境設計学科 4 - - -

福岡県福岡市南区

　芸術工学科 4 187 374 学士（学術） 1.02 令和2年度 塩原4丁目9番1号

工学部

芸術工学部 学士（芸術工学）

- 学士（工学） 1.01

　電気情報工学科 4 - -

学士（学術）

　臨床薬学科 6 30 180 学士（薬学） 1.02 平成18年度

　創薬科学科 4 49 196 学士（創薬科学） 1.05 平成18年度 馬出3丁目1番1号

薬学部 - 1.03 福岡県福岡市東区

　歯学科 6 53 318 学士（歯学） 0.99 昭和42年度 馬出3丁目1番1号

歯学部 - 福岡県福岡市東区

学士（学術）

　保健学科 4 134 536 学士（保健学） 1.03 平成14年度

　生命科学科 4 12 48 学士（生命医科学） 1.14 平成19年度

　医学科 6 110 664 学士（医学） 1.00 昭和24年度 馬出3丁目1番1号

医学部 - 1.08 福岡県福岡市東区

　生物学科 4 46 184 1.07 昭和24年度

　数学科 4 50 5 210 1.07 昭和24年度

　地球惑星科学科 4 45 3年次 180 1.09 平成2年度

　化学科 4 62 248 1.04 昭和24年度

　物理学科 4 55 220 学士（学術） 1.05 昭和24年度 元岡744番地

理学部 学士（理学） 1.06 福岡県福岡市西区

　融合基礎工学科

4 58

153

53

72

38

57

135

29

38

34

34

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度

令和3年度77

　電気情報工学科

　材料工学科

　応用化学科

　化学工学科

令和3年度

153

53

72

38

57

135

29

38

34

34

4

4

4

4

4

4

4

4

学士（学術） 元岡744番地令和3年度

令和3年度

令和3年度

基本計画書－7



　　　博士後期課程 3 14 42 0.59

　　　修士課程 2 41 82 1.05

　地球惑星科学専攻 平成12年度

　　　博士後期課程 3 19 57 0.62

　　　修士課程 2 62 124 1.00

　化学専攻 平成20年度

　　　博士後期課程 3 14 42 0.47

　　　修士課程 2 41 82 1.07

　物理学専攻 博士（理学） 平成20年度 元岡744番地

理学府 - 修士（理学） 福岡県福岡市西区

　　　専門職学位課程 2 45 90 0.96

　産業マネジメント専攻 平成15年度

　　　博士後期課程 3 14 42 0.37

　　　修士課程 2 27 54 0.92

　経済システム専攻 平成15年度

　　　博士後期課程 3 10 30 0.36

　　　修士課程 2 20 40 経営修士（専門職） 0.95

　経済工学専攻 博士（経済学） 平成12年度 元岡744番地

経済学府 - 修士（経済学） 福岡県福岡市西区

　　　専門職学位課程 3 45 135 0.85

　実務法学専攻 平成16年度 元岡744番地

法務学府 - 法務博士（専門職） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 17 51 0.25

　　　修士課程 2 72 134 0.44

　法政理論専攻 博士（法学） 平成22年度 元岡744番地

法学府 - 修士（法学） 福岡県福岡市西区

　　　専門職学位課程 2 30 60 0.95

　実践臨床心理学専攻 平成17年度

　　　博士後期課程 3 7 21 0.37

　　　修士課程 2 28 56 1.49

　空間システム専攻 平成12年度

　　　博士後期課程 3 9 27 0.47

　　　修士課程 2 19 38 0.55

　教育システム専攻 平成17年度

　　　博士後期課程 3 10 30 博士（工学） 0.96

　　　修士課程 2 17 34 博士（心理学） 1.08

　行動システム専攻 博士（教育学） 平成12年度

　　　博士後期課程 3 9 27 博士（文学） 0.88

　　　修士課程 2 11 22 博士（人間環境学） 0.67

　人間共生システム専攻 修士（工学） 平成12年度

　　　博士後期課程 3 5 15 修士（心理学） 0.66

　　　修士課程 2 20 40 修士（教育学） 1.20

　都市共生デザイン専攻 修士（文学） 平成12年度 元岡744番地

人間環境学府 - 修士（人間環境学） 福岡県福岡市西区

博士（理学）

　　　博士後期課程 3 35 105 博士（学術） 0.56

　　　修士課程 2 60 120 修士（理学） 0.57

　地球社会統合科学専攻 修士（学術） 平成26年度 元岡744番地

地球社会統合科学府 - 福岡県福岡市西区
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平成29年度入学定員減

(△3人)(博士後期課程)

令和3年より名称変更

令和3年より名称変更

工学府 - 修士（工学） 福岡県福岡市西区

　応用化学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

　化学工学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

2

3

2

3

68

18

30

8

　機械工学専攻

　　　博士課程 4 5 20 0.75 平成24年度

　臨床薬学専攻

　　　博士後期課程 3 12 36 1.41 平成24年度

　　　修士課程 2 55 110 博士（臨床薬学） 0.88 平成22年度

　創薬科学専攻 博士（創薬科学） 馬出3丁目1番1号

薬学府 - 修士（創薬科学） 福岡県福岡市東区

　　　博士課程 4 43 172 博士（学術） 0.84

　歯学専攻 博士（臨床歯学） 平成12年度 馬出3丁目1番1号

歯学府 - 博士（歯学） 福岡県福岡市東区

　　　専門職学位課程 2 20 40 0.90

　医療経営・管理学専攻 平成13年度

　　　博士後期課程 3 10 30 0.63 平成21年度

　　　修士課程 2 27 54
医療経営・管理学修

士（専門職）
1.27 平成19年度

　保健学専攻 博士（保健学）

　　　修士課程 2 20 40 博士（看護学） 0.60

　医科学専攻 博士（医学） 平成15年度

　　　博士課程 4 107 428 修士（保健学） 1.10

　医学専攻 修士（看護学） 平成20年度 馬出3丁目1番1号

医学系学府 - 修士（医科学） 福岡県福岡市東区

博士（情報科学）

博士（工学）

博士（理学）

博士（システム生命科学）

修士（情報科学）

　　　博士課程 5 54 270 修士（工学） 1.35

　システム生命科学専攻 修士（理学） 平成15年度 元岡744番地

システム生命科学府 - 修士（システム生命科学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 20 60 博士（機能数理学） 0.56

　　　修士課程 2 54 108 博士（数理学） 1.06

　数理学専攻 修士（技術数理学） 平成12年度 元岡744番地

数理学府 - 修士（数理学） 福岡県福岡市西区

　材料工学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

2

3

43

10

元岡744番地

平成22年度

　　　修士課程 2 73 135 1.30

　　　博士後期課程 3 16 48 0.89

　水素エネルギーシステム専攻 平成22年度

　　　修士課程 2 35 65 1.00

　　　博士後期課程 3 9 27 0.99

　航空宇宙工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 30 60 1.26

　　　博士後期課程 3 10 34 0.34

　量子物理工学専攻 令和3年度

　　　修士課程 2 30 30 0.76

　　　博士後期課程 3 10 10 0.30

　船舶海洋工学専攻 令和3年度

　　　修士課程 2 25 25 1.12

　　　博士後期課程 3 8 8 0.37

　地球資源システム工学専攻 平成12年度

20 1.40

　　　修士課程 2 20 40 1.20

　　　博士後期課程 3 8 24 1.33

令和3年度

令和3年度

令和3年度

43

10

68

18

30

8

博士（工学）

　共同資源工学専攻

1.09

0.80

1.13

1.00

1.16

平成29年度

　　　修士課程 2 10

0.12
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令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

（名称変更）

令和3年より学生募集停止

（名称変更）

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　電気電子工学専攻 平成21年度

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　情報知能工学専攻 平成21年度

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　情報学専攻 博士（学術） 平成21年度

システム情報科学府 - 修士（情報科学） 福岡県福岡市西区

65

16

令和3年度

令和3年度

元岡744番地

　　　博士後期課程

2

3

2

　　　博士後期課程 3 5 15 1.06 平成20年度

　　　修士課程 2 28 56 1.17 平成18年度

　デザインストラテジー専攻

　　　博士後期課程 3 25 75 博士（工学） 0.68

芸術工学府 - 修士（芸術工学） 福岡県福岡市南区

　　　修士課程 2 92 184 博士（芸術工学） 1.19

　芸術工学専攻
修士（デザインスト

ラテジー）
平成15年度 塩原4丁目9番1号

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　エネルギー量子工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　海洋システム工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　都市環境システム工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　建設システム工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　化学システム工学専攻

　　　博士後期課程 - - -

　　　修士課程 - - -

　材料物性工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　物質プロセス工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

29

　物質創造工学専攻

　土木工学専攻 令和3年度

　　　修士課程 2 52 52

　　　博士後期課程 3 16 16

修士（理学）

修士（工学）

修士（学術）

博士（情報科学）

博士（理学）

博士（工学）

　情報理工学専攻

　　　修士課程

　　　博士後期課程

　電気電子工学専攻

　　　修士課程

3

105

29

65

16

105

1.25

1.25

1.02

0.58

1.36

0.43
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令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

令和3年より学生募集停止

平成30年度入学定員増

(16人)

(7人)

平成30年度入学定員減

(△9人)

(△6人)

博士（学術）

博士（ライブラリー
サイエンス）

　　　博士後期課程 3 3 9
博士（オートモー
ティブサイエンス）

0.11 平成25年度

　　　修士課程 2 10 20 博士（工学） 0.30 平成23年度

　ライブラリーサイエンス専攻 博士（芸術工学）

　　　博士後期課程 3 7 21 博士（感性学） 0.56

　　　修士課程 2 21 42 修士（学術） 0.78

　オートモーティブサイエンス専攻
修士（ライブラリー

サイエンス）
平成21年度

　　　博士後期課程 3 4 12
修士（オートモー
ティブサイエンス）

0.33 平成23年度

　　　修士課程 2 30 60 修士（工学） 0.76 平成21年度

　ユーザー感性学専攻 修士（芸術工学） 元岡744番地

統合新領域学府 - 修士（感性学） 福岡県福岡市西区

平成30年より学生募集停止

　　　博士後期課程 3 - - -

　生物産業創成専攻 平成22年度

平成30年度入学定員減
(△9人)(修士課程)
平成30年度入学定員増
(13人)(博士後期課程)

　　　修士課程 2 99 198 0.96

　　　博士後期課程 3 25 75 0.60

　生命機能科学専攻 平成22年度

　　　博士後期課程 3 5 15 0.66

　　　修士課程 2 13 26 0.80

　農業資源経済学専攻 平成22年度

　　　博士後期課程 3 21 63 0.48

　　　修士課程 2 66 132 0.96

　環境農学専攻 平成22年度

　　　博士後期課程 3 26 78 0.61

　　　修士課程 2 66 132 1.04

　資源生物科学専攻 博士（農学） 平成22年度 元岡744番地

生物資源環境科学府 - 修士（農学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　大気海洋環境システム学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　環境エネルギー工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　修士課程 2 - - -

　先端エネルギー理工学専攻

　　　博士後期課程 3 - - -

- -

　　　修士課程 2 - - 博士（学術） -

　　　修士課程 2 - - -

　物質理工学専攻

総合理工学府 - 修士（理学） 福岡県春日市春日

　　　博士後期課程 3 62 62 博士（理学） 0.64

博士（工学）

　　　博士後期課程 3 -

　総合理工学専攻 修士（工学） 令和3年度 公園6丁目1番地

　　　修士課程 2 172 172 修士（学術） 1.24

　量子プロセス理工学専攻
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○附属病院
　名　　称：九州大学病院
  目　　的：患者の診療を通じて医学､歯学の教育と研究を行うこと｡
  所 在 地：福岡市東区馬出3-1-1
　設置年月：昭和24年5月
　規 模 等：土地面積313,745㎡
　　　　　（病院地区：九州大学病院､医学部､歯学部､薬学部､生体防御医学研究所）
            校舎等敷地88,043㎡（九州大学病院）
            病床数1,275床、診療科37科

○薬用植物園
　名　　称：九州大学薬学府附属薬用植物園
  目　　的：薬学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394(九州大学農学部附属演習林内)
　設置年月：昭和49年4月
　規 模 等：土地面積26,800㎡

附属施設の概要

○農場
　名　　称：九州大学農学部附属農場(高原農業実験実習場)
  目　　的：農学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(高原農業実験実習場)大分県竹田市久住町久住字4045-4）
　設置年月：大正10年4月
　規 模 等：土地面積168,171㎡

○演習林
　名　　称：九州大学農学部附属演習林
  目　　的：林学及び林産学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(福岡演習林)福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394
　　　　　　(宮崎演習林)宮崎県東臼杵郡椎葉村大河内949
　　　　　　(北海道演習林)北海道足寄郡足寄町北五条1-85
　　　　　　(早良実習場)福岡県福岡市西区生の松原1-23-2
　設置年月：大正11年5月
　規 模 等：土地面積（全演習林の合計）71,425,335㎡
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令和3年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和4年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

九州大学 九州大学

共創学部 共創学部
　共創学科 105 － 420 　共創学科 105 － 420
文学部 文学部
　人文学科 151 － 604 　人文学科 151 － 604
教育学部 46 － 184 教育学部 46 － 184
法学部 189 756 法学部 189 756
経済学部 3年次 経済学部 3年次

　経済・経営学科 141 10 584 　経済・経営学科 141 10 584
　経済工学科 85 10 360 　経済工学科 85 10 360
理学部 理学部
　物理学科 55 － 220 　物理学科 55 － 220
　化学科 62 － 248 　化学科 62 － 248
　地球惑星科学科 45 3年次 180 　地球惑星科学科 45 3年次 180
　数学科 50 5 210 　数学科 50 5 210
　生物科学科 46 － 184 　生物科学科 46 － 184
医学部 医学部
　医学科 110 － 660 　医学科 110 － 660
　生命科学科 12 － 48 　生命科学科 12 － 48
　保健学科 134 － 536 　保健学科 134 － 536
歯学部 歯学部
　歯学科 53 － 318 　歯学科 53 － 318
薬学部 薬学部
　創薬科学科 49 － 196 　創薬科学科 49 － 196
　臨床薬学科 30 － 180 　臨床薬学科 30 － 180
工学部 工学部
　電気情報工学科 153 － 612 　電気情報工学科 153 － 612
　材料工学科 53 － 212 　材料工学科 53 － 212
　応用化学科 72 － 288 　応用化学科 72 － 288
　化学工学科 38 － 152 　化学工学科 38 － 152
　融合基礎工学科 57 20 268 　融合基礎工学科 57 20 268
　機械工学科 135 － 540 　機械工学科 135 － 540
　航空宇宙工学科 29 － 116 　航空宇宙工学科 29 － 116
　量子物理工学科 38 － 152 　量子物理工学科 38 － 152
　船舶海洋工学科 34 － 136 　船舶海洋工学科 34 － 136
　地球資源システム工学科 34 － 136 　地球資源システム工学科 34 － 136
　土木工学科 77 － 308 　土木工学科 77 － 308
　建築学科 58 － 232 　建築学科 58 － 232
芸術工学部 芸術工学部
　芸術工学科 187 － 748 　芸術工学科 187 － 748
農学部 農学部
　生物資源環境学科 226 － 904 　生物資源環境学科 226 － 904

国立大学法人九州大学　設置申請等に関わる組織の移行表

計 2,554 10,692 計 2,554 10,69245 45
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【大学院】 【大学院】
人文科学府 人文科学府
　人文基礎専攻 　人文基礎専攻
　　　修士課程 16 － 32 　　　修士課程 16 － 32
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　歴史空間論専攻 　歴史空間論専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　言語・文学専攻 　言語・文学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
地球社会統合科学府 地球社会統合科学府
　地球社会統合科学専攻 　地球社会統合科学専攻
　　　修士課程 60 － 120 　　　修士課程 60 － 120
　　　博士後期課程 35 － 105 　　　博士後期課程 35 － 105
人間環境学府 人間環境学府
　都市共生デザイン専攻 　都市共生デザイン専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15
　人間共生システム専攻 　人間共生システム専攻
　　　修士課程 11 － 22 　　　修士課程 11 － 22
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　行動システム専攻 　行動システム専攻
　　　修士課程 17 － 34 　　　修士課程 17 － 34

　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30

　教育システム専攻 　教育システム専攻
　　　修士課程 19 － 38 　　　修士課程 19 － 38
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　空間システム専攻 　空間システム専攻
　　　修士課程 28 － 56 　　　修士課程 28 － 56
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　実践臨床心理学専攻 　実践臨床心理学専攻
　　　専門職学位課程 30 － 60 　　　専門職学位課程 30 － 60
法学府 法学府 －
　法政理論専攻 　法政理論専攻
　　　修士課程 72 － 144 　　　修士課程 72 － 144
　　　博士後期課程 17 － 51 　　　博士後期課程 17 － 51
法務学府 法務学府
　実務法学専攻 　実務法学専攻
　　　専門職学位課程 45 － 135 　　　専門職学位課程 45 － 135
経済学府 経済学府 －
　経済工学専攻 　経済工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （2）
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （3）
　経済システム専攻 　経済システム専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　産業マネジメント専攻 　産業マネジメント専攻
　　　専門職学位課程 45 － 90 　　　専門職学位課程 45 － 90
理学府 理学府
　物理学専攻 　物理学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　化学専攻 　化学専攻
　　　修士課程 62 － 124 　　　修士課程 62 － 124
　　　博士後期課程 19 － 57 　　　博士後期課程 19 － 57
　地球惑星科学専攻 　地球惑星科学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
数理学府 数理学府
　数理学専攻 　数理学専攻
　　　修士課程 54 － 108 　　　修士課程 54 － 108

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （8） （16）
　　　博士後期課程 20 － 60 　　　博士後期課程 20 － 60

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （9） （27）
システム生命科学府 システム生命科学府
　システム生命科学専攻 　システム生命科学専攻
　　　博士課程 54 － 270 　　　博士課程 54 － 270
医学系学府 医学系学府
　医学専攻 　医学専攻
　　　博士課程 107 － 428 　　　博士課程 107 － 428
　医科学専攻 　医科学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
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　保健学専攻 　保健学専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　医療経営・管理学専攻 　医療経営・管理学専攻
　　　専門職学位課程 20 － 40 　　　専門職学位課程 20 － 40
歯学府 歯学府
　歯学専攻 　歯学専攻
　　　博士課程 43 － 172 　　　博士課程 43 － 172
薬学府 薬学府
　創薬科学専攻 　創薬科学専攻
　　　修士課程 55 － 110 　　　修士課程 55 － 110
　　　博士後期課程 12 － 36 　　　博士後期課程 12 － 36
　臨床薬学専攻 　臨床薬学専攻
　　　博士課程 5 － 20 　　　博士課程 5 － 20
工学府 工学府
　材料工学専攻 　材料工学専攻
　　　修士課程 43 － 86 　　　修士課程 43 － 86
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　応用化学専攻 　応用化学専攻
　　　修士課程 68 － 136 　　　修士課程 68 － 136
　　　博士後期課程 18 － 54 　　　博士後期課程 18 － 54
　化学工学専攻 　化学工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　土木工学専攻 　土木工学専攻
　　　修士課程 52 － 104 　　　修士課程 52 － 104
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48
　船舶海洋工学専攻 　船舶海洋工学専攻
　　　修士課程 25 － 50 　　　修士課程 25 － 50
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　地球資源システム工学専攻 　地球資源システム工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　共同資源工学専攻 　共同資源工学専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　量子物理工学専攻 　量子物理工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　機械工学専攻 　機械工学専攻
　　　修士課程 73 － 146 　　　修士課程 73 － 146
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48
　水素エネルギーシステム専攻 　水素エネルギーシステム専攻
　　　修士課程 35 － 70 　　　修士課程 35 － 70
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　航空宇宙工学専攻 　航空宇宙工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
芸術工学府 芸術工学府
　芸術工学専攻
　　　修士課程 92 － 184 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　　　博士後期課程 25 － 75 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　デザインストラテジー専攻
　　　修士課程 28 － 56 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　　　博士後期課程 5 － 15 0 － 0 令和４年４月学生募集停止

　芸術工学専攻
　　　修士課程 120 － 240 専攻の設置（届出）

　　　博士後期課程 30 － 90 専攻の設置（届出）

システム情報科学府 システム情報科学府
　情報理工学専攻 　情報理工学専攻
　　　修士課程 105 － 210 　　　修士課程 105 － 210

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （2） （4）
　　　博士後期課程 29 － 87 　　　博士後期課程 29 － 87

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （3） （9）
　電気電子工学専攻 　電気電子工学専攻
　　　修士課程 65 － 130 　　　修士課程 65 － 130

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （2）
　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48

（うち、研究科等連係課程実施基本組織に割り当てる定員数） （1） （3）
総合理工学府 総合理工学府
　総合理工学専攻 　総合理工学専攻
　　　修士課程 172 － 344 　　　修士課程 172 － 344
　　　博士後期課程 62 － 186 　　　博士後期課程 62 － 186
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生物資源環境科学府 生物資源環境科学府
　資源生物科学専攻 　資源生物科学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 26 － 78 　　　博士後期課程 26 － 78
　環境農学専攻 　環境農学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 21 － 63 　　　博士後期課程 21 － 63
　農業資源経済学専攻 　農業資源経済学専攻
　　　修士課程 13 － 26 　　　修士課程 13 － 26
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15

　生命機能科学専攻 　生命機能科学専攻

　　　修士課程 99 － 198 　　　修士課程 99 － 198
　　　博士後期課程 25 － 75 　　　博士後期課程 25 － 75
統合新領域学府 統合新領域学府
　ユーザー感性学専攻 　ユーザー感性学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 4 － 12 　　　博士後期課程 4 － 12
　オートモーティブサイエンス専攻 　オートモーティブサイエンス専攻
　　　修士課程 21 － 42 　　　修士課程 21 － 42
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　ライブラリーサイエンス専攻 　ライブラリーサイエンス専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　　　博士後期課程 3 － 9 　　　博士後期課程 3 － 9

マス・フォア・イノベーション
連係学府

研究科等連係課程実施基
本組織の設置

　　　修士課程 <12> － <24> 各連係協力学府の定員の内数

　　　博士後期課程 <14> － <42> 各連係協力学府の定員の内数

<26> － <66>

※　<　>は、研究科等連係課程実施基本組織の定員数であり、各連係協力学府の定員の内数

2,733 － 6,554
計 2,733 － 6,554 計
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別記様式第２号（その２の１）

1前①～② 4 ○ 19 35 3 19 兼6

1後③～④ 4 ○ 19 35 3 19 兼6

2前①～② 4 ○ 19 35 3 19 兼6

2後③～④ 4 ○ 19 35 3 19 兼6

1後④ 2 ○ 19 35 3 19 兼6

－ 18 0 0 19 35 3 19 0 兼6

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後③ 1 〇 ※ 兼1 ※演習

1前① 1 〇 ※ 1 ※演習

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後④ 1 〇 ※ 1 ※演習

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 1 兼1 共同

1前② 1 ○ 1 兼1 共同

1後③ 1 ○ 1 兼1 共同

1後④ 1 ○ 1 兼1 共同

－ 0 19 0 0 4 1 2 0 兼1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 兼1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1西洋建築史特論

建築計画特論

建築構法計画特論

環境保全学特論

景観生態学特論

ランドスケープデザイン特論

日本建築史特論

小計（19科目） －

環
境
設
計
コ
ー

ス
コ
ア
科
目

環境化学特論

熱環境学特論

建築構造学特論

環境材料学特論

音響環境学特論

音環境評価特論

環境心理学特論

知的財産法2

リーンスタートアップ演習1

リーンスタートアップ演習2

リーンスタートアップ演習3

リーンスタートアップ演習4

デザインマネジメント

デザインマーケティング

デザインプロジェクトマネジメント

ブランドビジネスデザイン

デザイン産業事情１

デザイン産業事情２

デザイン思考

修
士
研
究

関
連
科
目

芸術工学特別研究Ⅰ

芸術工学特別研究Ⅱ

芸術工学特別研究Ⅲ

芸術工学特別研究Ⅳ

芸術工学演習

備考必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

小計（5科目） －

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（大学院芸術工学府芸術工学府専攻 修士課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

助
　
教

助
　
手

コ
ア
科
目

ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
コ
ア
科
目

シリアスゲームデザイン1

シリアスゲームデザイン2

コネクティッドデザイン

デザインイノベーション

ストラテジック・サービス・デザイン

プロデューサー原論

知的財産法1

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-1
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1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 3 7 1 2 兼1

1後③～④ 2 ○ 3 7 1 2 兼1

－ 0 36 0 5 10 1 2 0 兼1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ ※ 1 ※演習

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ ※ 1 ※演習

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ※ ○ 3
共同
※講義

1後③～④ 2 ○ 1 1 共同

1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1 1 共同

1前①～② 2 ○ 2 9 3 共同

1前①～② 2 ○ 2 9 3

－ 0 44 0 2 9 0 3 0

音響設計特別講話

輪講

小計（22科目） －

作曲学特論

サウンドデザイン特論

民族音楽学特論

音楽社会文化特論

聴覚文化論特論

言語学特論

福祉音響学

音響イメージング特論

音響信号処理特論

音響環境学特論

音環境評価特論

音響芸術特論

－

音
響
設
計
コ
ー

ス
コ
ア
科
目

聴覚心理学特論

聴覚生理学特論

時間知覚特論

音声生成特論

音声情報学特論

音響制御特論

音響工学特論

計算音響学

デザイン哲学

美術史

環境文化特論

環境デザインプロジェクトA

環境デザインプロジェクトB

小計（24科目）

文化財学特論

国際環境政策特論

環境人類学特論

共生社会デザイン論

環境リスクマネジメント

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-2
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1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 〇 ※ 1 ※演習

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 兼2 共同

1前② 1 ○ 兼2 共同

1後③ 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1後③ 1 ○ 1

1前① 1 〇 ※ 兼1 ※演習

1前② 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前①～② 2 ○ 2 1 兼1

1前① 2 ○ 2 3 1 3 兼3 オムニバス

－ 0 20 0 3 5 1 3 0 兼3

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

2前① 1 ○ 1

1後④ 1 ※ ○ 1 ※講義

1前① 1 ※ ○ 1 ※講義

1前② 1 ○ 1 1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1前① 1 ○ 1

1前② 1 〇 ※ 2
オムニバス
※演習

－ 0 20 0 8 7 0 5 0

演劇学特論

マルチモーダル・コミュニケーション特論

小計（20科目）

バーチャルリアリティ特論

メディアアート表現

人間生活デザイン特論

小計（18科目） －

－

視覚記号特論

グラフィックデザイン特論

映像コンテンツデザイン特論

シリアスゲームデザイン1

映像表現史特論

造形芸術特論

機能工学デザイン

メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
コ
ア
科
目

視覚心理学特論

色彩科学特論

心理学的思考法特別演習

コンピュータサイエンス特論

視覚メディア設計特論

画像情報処理システム設計特論

生体模倣工学

パブリックデザイン

コンテクストデザイン

レジリエンスデザイン

コミュニケーションデザイン論

ライフスケープデザイン

視覚環境知能設計特論

コンピュータグラフィックス特論

メカニクスデザイン特論

メディアサービス特論

人
間
生
活
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
コ
ア
科
目

応用人間工学

生活機能支援科学特論

環境人間工学特論

生理人類学特論

脳・行動生理学特論A

脳・行動生理学特論B

感性科学特論

統計情報学

デザイン認知論

人間情報工学

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-3
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1前① 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1 隔年

1後③ 1 ※ ○ 1 ※講義

1後③ 1 ○ 1 隔年

1後③ 1 ○ 1

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1前① 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1 集中

1前① 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

－ 0 17 0 4 6 0 4 0 兼1

1前① 2 ○ 19 35 3 19 兼6

1前① 2 ○ 19 35 3 19 兼6

1前② 2 ○ 19 35 3 19 兼6

1前② 2 ○ 19 35 3 19 兼6

1後③ 2 ○ 19 35 3 19 兼6

1後③ 2 ○ 19 35 3 19 兼6

1後④ 2 ○ 19 35 3 19 兼6

1後④ 2 ○ 19 35 3 19 兼6

－ 0 16 0 19 35 3 19 0 兼6

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後③ 1 〇 ※ 兼1 ※演習

1後③～④ 2 ○ 1

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 1 1 共同

1前② 1 ○ 兼1

1前① 1 〇 ※ 1 ※演習

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後④ 1 〇 ※ 1 ※演習

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1前①～② 2 ○ ※ 兼1 ※演習

1前① 1 ○ 兼1

ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

スタジオプロジェクトI-A

スタジオプロジェクトI-B

スタジオプロジェクトⅡ-A

スタジオプロジェクトⅡ-B

スタジオプロジェクトⅢ-A

スタジオプロジェクトⅢ-B

スタジオプロジェクトⅣ-A

スタジオプロジェクトⅣ-B

デザイン思考

展
開
科
目

デザインマーケティング

デザインプロジェクトマネジメント

ブランドビジネスデザイン

知的財産法1

知的財産法2

リーダーシップ論

アート・シンキング

インクルーシブデザイン

ソサエタルデザイン

ソーシャル・システム・デザイン

プロデューサー原論

デザインマネジメント

シリアスゲームデザイン2

コネクティッドデザイン

デザインイノベーション

ストラテジック・サービス・デザイン

HCIデザイン

エキスペリエンス（UX）デザイン

デザイン産業事情１

デザイン産業事情２

サスティナブルデザイン

小計（17科目） －

機能工学デザイン

シリアスゲームデザイン1

アート＆リサーチ

アーツマネジメント

共生社会デザイン論

環境リスクマネジメント

デザイン哲学

イメージ感性論

小計（8科目） －

未
来
共
生
コ
ー

ス
コ
ア
科
目

統計情報学

時間生物学

数理モデリングA

分子生物学

Design in General Education

生体模倣工学

バイオマテリアルエンジニアリング

現代アート実践

情報編集デザイン

レジリエンスデザイン

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-4
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1前① 1 ○ 1 兼1 共同

1前② 1 ○ 1 兼1 共同

1後③ 1 ○ 1 兼1 共同

1後④ 1 ○ 1 兼1 共同

1前①～② 1 ○ 5 1 2 兼1

1後③～④ 1 ○ 5 1 2 兼1

1後③～④ 2 ○ 5 1 2 兼1

1後③～④ 2 ○ 5 1 2 兼1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 兼1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 3 7 1 2 兼1

1後③～④ 2 ○ 3 7 1 2 兼1

1前①～② 4 ○ 2 共同

1前①～② 4 ○ 2 1

1後③～④ 4 ○ 2 1

2前①～② 4 ○ 2 1

1通 3 ○ 1

2通 3 ○ 1

2通 4 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ ※ 1 ※演習

1前①～② 2 ○ 1

聴覚生理学特論

時間知覚特論

音声生成特論

音声情報学特論

音響制御特論

ストラテジックアーキテクトプロジェクトB

グローバル・アーキテクト・プロジェクト

アーキテクト・インターンシップⅠ

アーキテクト・インターンシップⅡ

建築インターンシップ

聴覚心理学特論

環境文化特論

環境デザインプロジェクトA

環境デザインプロジェクトB

ランドスケープデザインプロジェクト

ストラテジックアーキテクトプロジェクトA

文化財学特論

国際環境政策特論

環境人類学特論

環境保全学特論

景観生態学特論

ランドスケープデザイン特論

日本建築史特論

西洋建築史特論

環境材料学特論

環境心理学特論

建築計画特論

建築構法計画特論

熱環境学特論

建築構造学特論

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジックデザイン）

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデザイン）

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレナー）

環境化学特論

リーンスタートアップ演習1

リーンスタートアップ演習2

リーンスタートアップ演習3

リーンスタートアップ演習4

SD特別プロジェクトⅠ

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-5
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1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ ※ 1 ※演習

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1後③～④ 2 ※ ○ 3
共同
※講義

1後③～④ 2 ○ 1 1 共同

1前①～② 2 ○ 1

1後③～④ 2 ○ 1

1前①～② 2 ○ 1 1 共同

1前①～② 2 ○ 2 9 3 共同

1前①～② 2 ○ 2 9 3

1後③～④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1前①～② 2 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 〇 ※ 1 ※演習

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 兼2 共同

1前② 1 ○ 兼2 共同

1後③ 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 〇 ※ 兼1 ※演習

1前② 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前①～② 2 ○ 2 1 兼1

1前① 2 ○ 2 3 1 3 兼3 オムニバス

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

2前① 1 ○ 1

メディアサービス特論

バーチャルリアリティ特論

コンピュータサイエンス特論

視覚メディア設計特論

画像情報処理システム設計特論

視覚環境知能設計特論

コンピュータグラフィックス特論

メカニクスデザイン特論

コミュニケーションデザイン論

ライフスケープデザイン

視覚心理学特論

色彩科学特論

心理学的思考法特別演習

人間情報工学

生体模倣工学

リーガルデザイン

パブリックデザイン

コンテクストデザイン

生理人類学特論

脳・行動生理学特論A

脳・行動生理学特論B

感性科学特論

デザイン認知論

言語学特論

ホール工学技術特論

ホール工学技術演習

応用人間工学

生活機能支援科学特論

環境人間工学特論

音響芸術特論

作曲学特論

民族音楽学特論

音楽社会文化特論

聴覚文化論特論

サウンドデザイン特論

計算音響学

福祉音響学

音響イメージング特論

音響信号処理特論

音響環境学特論

音環境評価特論

音響工学特論

人間生活デザイン特論

音響設計特別講話

輪講
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1後④ 1 ※ ○ 1 ※講義

1前① 1 ※ ○ 1 ※講義

1前② 1 ○ 1 1

1前② 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1前① 1 ○ 1

1前② 1 〇 ※ 2
オムニバス
※演習

2後③ 2 ○ 8 6 5

1前① 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1 隔年

1前② 1 ○ 1 隔年

1後③ 1 ※ ○ 1 ※講義

1後③ 1 ○ 1 隔年

1後③ 1 ○ 1 隔年

1前② 1 〇 ※ 1 ※演習

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1 隔年

1前② 1 ○ 1 隔年

1後③ 1 ○ 1 集中

1前① 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前① 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1後③ 1 ○ 1

1後④ 1 ○ 1

1前② 1 ○ 1

1前① 2 ○ 1

1前② 2 ○ 1

1前① 2 ○ 1

1前① 1 ○ 4 兼2

1前② 1 ○ 4 兼2

1前① 2 ○ 4 兼2

1前① 1 ○ 4 兼2

1前① 1 ○ 4 兼2

1前① 1 ○ 4 兼2

1前① 1 ○ 4 兼2

1前① 2 ○ 4 兼2

1前① 2 ○ 4 兼2

1前① 2 ○ 4 兼2

1前① 2 ○ 4 兼2

－ 0 221 0 19 35 3 20 0 兼7

－ 18 393 0 19 35 3 20 0 兼7合計（292科目） －

芸術工学特別プロジェクトⅥ

芸術工学特別プロジェクトⅦ

芸術工学特別プロジェクトⅧ

小計（159科目） －

インターンシップⅢ

芸術工学特別プロジェクトⅠ

芸術工学特別プロジェクトⅡ

芸術工学特別プロジェクトⅢ

芸術工学特別プロジェクトⅣ

芸術工学特別プロジェクトⅤ

イメージ感性論

デザインと日本A

デザインと日本B

アカデミックイングリッシュ

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

文化政策

アーツマネジメント

共生社会デザイン論

環境リスクマネジメント

デザイン哲学

美術史

情報編集デザイン

レジリエンスデザイン

スペキュラティブデザイン

デザイン・シビック

サスティナブルデザイン

アート＆リサーチ

Curriculum and Management for Design Education 

Design in General Education

バイオマテリアルエンジニアリング

現代アート実践

生命とアート

統計情報学

時間生物学

数理モデリングA

数理モデリングB

分子生物学

映像表現史特論

造形芸術特論

演劇学特論

マルチモーダル・コミュニケーション特論

 メディアデザインプレゼンテーション演習

メディアアート表現

視覚記号特論

グラフィックデザイン特論

映像コンテンツデザイン特論

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-7
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３．音響設計コース
　　　(a)修士研究関連科目（18単位）
　　　　　＜必修科目＞修士研究関連科目（18単位）
　　　(b)音響設計コースコア科目（6単位以上）
　　　(c)スタジオプロジェクト科目（2単位以上）
　　　(d)展開科目（スタジオプロジェクト科目及び他学府開講科目を含む、
　　　　 但し、既に修得した修士課程の授業科目は除く）（14単位以上）

４．人間生活デザインコース
　　　(a)修士研究関連科目（18単位）
　　　　　＜必修科目＞修士研究関連科目（18単位）
　　　(b)人間生活デザインコースコア科目（6単位以上）
　　　(c)スタジオプロジェクト科目（2単位以上）
　　　(d)展開科目（スタジオプロジェクト科目及び他学府開講科目を含む、
　　　　 但し、既に修得した修士課程の授業科目は除く）（14単位以上）

５．メディアデザインコース
　　　(a)修士研究関連科目（18単位）
　　　　　＜必修科目＞修士研究関連科目（18単位）
　　　(b)メディアデザインコースコア科目（6単位以上）
　　　(c)スタジオプロジェクト科目（2単位以上）
　　　(d)展開科目（スタジオプロジェクト科目及び他学府開講科目を含む、
　　　　 但し、既に修得した修士課程の授業科目は除く）（14単位以上）

６．未来共生デザインコース
　　　(a)修士研究関連科目（18単位）
　　　　　＜必修科目＞修士研究関連科目（18単位）
　　　(b)未来共生デザインコースコア科目（6単位以上）
　　　(c)スタジオプロジェクト科目（2単位以上）
　　　(d)展開科目（スタジオプロジェクト科目及び他学府開講科目を含む、
　　　　 但し、既に修得した修士課程の授業科目は除く）（14単位以上）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【修了要件】
修士課程に2年以上在学し、所定の科目を40単位以上の単位を修得し、かつ、必要
な研究指導を受けた上で修士論文又は修士作品を提出して、その審査及び最終試験
に合格すること。ただし、優れた業績を上げた者については、博士後期課程への進
学を前提として修業年限を1年に短縮することができる。

【履修方法】
１．ストラテジックデザインコース
　　　(a)修士研究関連科目（18単位）
　　　　　＜必修科目＞修士研究関連科目（18単位）
　　　(b)ストラテジックデザインコースコア科目（6単位以上）
　　　(c)スタジオプロジェクト科目（2単位以上）
　　　(d)展開科目（スタジオプロジェクト科目及び他学府開講科目を含む、
　　　　 但し、既に修得した修士課程の授業科目は除く）（14単位以上）

２．環境設計コース
　　　(a)修士研究関連科目（18単位）
　　　　　＜必修科目＞修士研究関連科目（18単位）
　　　(b)環境設計コースコア科目（6単位以上）
　　　(c)スタジオプロジェクト科目（2単位以上）
　　　(d)展開科目（スタジオプロジェクト科目及び他学府開講科目を含む、
　　　　 但し、既に修得した修士課程の授業科目は除く）（14単位以上）

１学年の学期区分 ４学期

１学期の授業期間 ８週

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号
修士（芸術工学）
修士（デザインストラテジー）

学位又は学科の分野 工学関係、美術関係、経済関係

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-8
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1前①～② 2 ○ 23 35 3 11 兼3

1後③～④ 2 ○ 23 35 3 11 兼3

－ 4 0 0 19 35 3 11 0 兼3

1前①～② 2 ○ 23 35 3 11 兼3

2前①～② 2 ○ 20 35 3 11 兼3

3前①～② 2 ○ 19 34 3 11 兼3

－ 6 0 0 23 35 3 11 0 兼3

－ 10 0 0 23 35 3 11 0 兼3

リサーチプロジェクトⅢ

論
文
作
成
関
連
科
目

研
究
指
導
科
目

（大学院芸術工学府芸術工学府専攻 博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次 必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

－

リサーチ研修Ⅰ

小計（2科目）

単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

リサーチ研修Ⅱ

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

備考教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

４学期

８週

９０分

【修了要件】
博士後期課程に定められた期間在学し、所定の科目を10単位以上を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただ
し、優れた業績を上げた者については、修業年限を短縮することができる。

【履修方法】
論文作成関連科目4単位（リサーチ研修Ⅰ、Ⅱ）、研究指導科目6単位（リサーチプ
ロジェクトⅠ～Ⅲ）、合計10単位以上を履修すること。

博士（芸術工学）
博士（工学）

合計（5科目）

リサーチプロジェクトⅠ

リサーチプロジェクトⅡ

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

授業期間等

－

－

学位又は学科の分野
工学関係、美術関係、
経済関係、音楽関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

小計（3科目）

学位又は称号

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-1
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

芸術工学特別研究Ⅰ

各自の研究テーマに関係する全般的な知識を習得するとともに、修士論文研究に
関わる専門的知識を得ることを目的とする。学生は、研究室における定期的な研
究指導（ゼミ）、研究室外での調査研究活動を通じて、自らの関心テーマやその
周辺分野・領域の知識を獲得し、研究活動に必要となる基礎的な技能や論理的・
批判的思考力などを身に付け、修士論文の研究テーマを絞り込んで行く。なお必
要な場合は、授業時間内での資料・データの収集・整理・分析方法に関する指導
や、授業時間外での研究指導教員による個別指導も併せて行う。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 21　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 22　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 23　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 24　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 25　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 26　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 27　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 28　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 29　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 30　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 31　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（大学院芸術工学府芸術工学専攻　修士課程）

科
目

区
分

修
士
研
究
関
連
科
目
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（ 32　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 33　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 34　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 35　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 36　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 37　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 38　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 39　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 40　高田　正幸）　音響デザイン学, 音響環境学に関連した研究

（ 41　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 42　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメント、
　　　　　　　　　　 メディア・デザインに関連した研究

（ 44　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 45　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 46　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 47　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 48　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 49　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 50　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 51　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 52　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 53　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研究

（ 54　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 55　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 56　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 57　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 58　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 59　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 60　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 61　秋田　直繁）　デザインエンジニアリング、インクルーシブデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインプロダクトデザインに関連した研究

（ 62　稲村　徳州）　イノベーション手法、イノベーションプロセス、
　　　　　　　　　　 デザインエンジニアリング、デザイン思考に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 63　岩元　真明）　建築デザインに関連した研究

（ 64　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 65　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 66　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 67　迫坪　知広）　芸術工学に関連した研究
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（ 68　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 70　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 71　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 72　藤（北崎）　紀里子）　ウェブデザインに関連した研究

（ 73　長津　結一郎）ウェブデザインに関連した研究

（ 74　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 75　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 76　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 77　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／
　　　　　　　　　　 異文化間コミュニケーション研究に関連した研究

（ 78　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 79　Loh Wei Leong）　デザイン教育に関連した研究

（ 80　若宮　幸平）　音声科学に関連した研究

（ 81　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、感性科学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 82　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 83　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 84　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

（ 86　土屋　潤）　　建築材料、仕上材料、景観材料に関連した研究

（ 87　元村　祐貴）　精神生理学　生理人類学　感性科学に関連した研究

芸術工学特別研究Ⅱ

各自の研究テーマに関係する全般的な知識を習得するとともに、修士論文研究に
関わる専門的知識を得ることを目的とする。本授業は芸術工学特別研究Ⅰに引き
続き、少人数によるゼミ形式で、修士論文研究に関する発表・討議、経過報告、
中間発表会に向けた準備等を行う。テーマ設定の確定を行い、大まかに確定した
研究方法により、予備的研究を実施させ、その結果により、研究目的、研究方法
が適切であり、しかも妥当性があるかを検討させる。修士論文作成における修
正、継続の判断と共に修士論文の執筆を促し、修士論文の完成に向けた指導を行
う。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

修
士
研
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関
連
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目
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（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に関連した研究

（ 21　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 22　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 23　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 24　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 25　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 26　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 27　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 28　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 29　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 30　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 31　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 32　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 33　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 34　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 35　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 36　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 37　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 38　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 39　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 40　高田　正幸）　音響デザイン学, 音響環境学に関連した研究

（ 41　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 42　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメント、
　　　　　　　　　　 メディア・デザインに関連した研究

（ 44　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 45　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 46　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 47　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 48　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 49　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 50　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 51　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 52　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 53　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研究

（ 54　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 55　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 56　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究
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（ 57　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 58　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 59　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 60　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 61　秋田　直繁）　デザインエンジニアリング、インクルーシブデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインプロダクトデザインに関連した研究

（ 62　稲村　徳州）　イノベーション手法、イノベーションプロセス、
　　　　　　　　　　 デザインエンジニアリング、デザイン思考に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 63　岩元　真明）　建築デザインに関連した研究

（ 64　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 65　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 66　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 67　迫坪　知広）　芸術工学に関連した研究

（ 68　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 70　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 71　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 72　藤（北崎）　紀里子）　ウェブデザインに関連した研究

（ 73　長津　結一郎）ウェブデザインに関連した研究

（ 74　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 75　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 76　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 77　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／
　　　　　　　　　　 異文化間コミュニケーション研究に関連した研究

（ 78　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 79　Loh Wei Leong）　デザイン教育に関連した研究

（ 80　若宮　幸平）　音声科学に関連した研究

（ 81　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、感性科学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 82　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 83　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 84　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

（ 86　土屋　潤）　　建築材料、仕上材料、景観材料に関連した研究

（ 87　元村　祐貴）　精神生理学　生理人類学　感性科学に関連した研究
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芸術工学特別研究Ⅲ

各自の研究テーマに関係する全般的な知識を習得するとともに、修士論文研究に
関わる専門的知識を得ることを目的とする。本授業では、芸術工学特別研究Ⅱに
引き続き、少人数によるゼミ形式で、修士論文に関する発表・討議、経過報告、
修士論文発表会に向けた準備等を行う。学生は修士論文の執筆・調査を推し進
め、指導教員並びに他の学生の意見を聞くことで自らの研究を振り返り、修士論
文の完成を目指す。教員は、論文の論旨と執筆の進行状況、文献・資料収集の状
況、データの整理の仕方、考察の方法などについて、準備の段階から完成に至る
段階まで各段階に応じて助言を行う。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 21　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 22　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 23　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 24　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 25　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 26　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 27　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 28　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 29　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 30　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 31　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 32　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 33　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 34　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究
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（ 35　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 36　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 37　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 38　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 39　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 40　高田　正幸）　音響デザイン学, 音響環境学に関連した研究

（ 41　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 42　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメント、
　　　　　　　　　　 メディア・デザインに関連した研究

（ 44　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 45　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 46　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 47　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 48　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 49　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 50　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 51　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 52　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 53　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研究

（ 54　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 55　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 56　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 57　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 58　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 59　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 60　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 61　秋田　直繁）　デザインエンジニアリング、インクルーシブデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインプロダクトデザインに関連した研究

（ 62　稲村　徳州）　イノベーション手法、イノベーションプロセス、
　　　　　　　　　　 デザインエンジニアリング、デザイン思考に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 63　岩元　真明）　建築デザインに関連した研究

（ 64　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 65　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 66　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 67　迫坪　知広）　芸術工学に関連した研究

（ 68　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 70　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 71　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究
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（ 72　藤（北崎）　紀里子）　ウェブデザインに関連した研究

（ 73　長津　結一郎）ウェブデザインに関連した研究

（ 74　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 75　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 76　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 77　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／
　　　　　　　　　　 異文化間コミュニケーション研究に関連した研究

（ 78　Loh Ping Yeap）　人間工学，作業療法学に関連した研究

（ 79　Loh Wei Leong）　デザイン教育に関連した研究

（ 80　若宮　幸平）　音声科学に関連した研究

（ 81　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、感性科学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 82　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 83　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 84　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

（ 86　土屋　潤）　　建築材料、仕上材料、景観材料に関連した研究

（ 87　元村　祐貴）　精神生理学　生理人類学　感性科学に関連した研究

芸術工学特別研究Ⅳ

各自の研究テーマに関係する全般的な知識を習得するとともに、修士論文研究に
関わる専門的知識を得ることを目的とする。本授業は、芸術工学特別研究Ⅲに引
き続き、少人数によるゼミ形式で、修士論文に関する発表・討議、経過報告、修
士論文発表会に向けた準備等を行う。学生は修士論文の執筆完成を目標とし、そ
の方向性を明確にしていく。ディスカッションを通して自らの研究を振り返り、
研究および論文内容に修正を加えながら、修士論文を完成させる。教員はこれら
の研究および論文作成の全過程において助言および指導を行う。さらに、研究成
果を分かりやすくプレゼンテーションする方法についても指導を行う。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究
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（ 20　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 21　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 22　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 23　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 24　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 25　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 26　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 27　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 28　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 29　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 30　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 31　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 32　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 33　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 34　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 35　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 36　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 37　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 38　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 39　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 40　高田　正幸）　音響デザイン学, 音響環境学に関連した研究

（ 41　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 42　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメント、
　　　　　　　　　　 メディア・デザインに関連した研究

（ 44　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 45　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 46　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 47　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 48　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 49　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 50　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 51　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 52　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 53　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研究

（ 54　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 55　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 56　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究
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（ 57　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 58　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 59　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 60　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 61　秋田　直繁）　デザインエンジニアリング、インクルーシブデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインプロダクトデザインに関連した研究

（ 62　稲村　徳州）　イノベーション手法、イノベーションプロセス、
　　　　　　　　　　 デザインエンジニアリング、デザイン思考に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 63　岩元　真明）　建築デザインに関連した研究

（ 64　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 65　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 66　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 67　迫坪　知広）　芸術工学に関連した研究

（ 68　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 70　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 71　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 72　藤（北崎）　紀里子）　ウェブデザインに関連した研究

（ 73　長津　結一郎）ウェブデザインに関連した研究

（ 74　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 75　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 76　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 77　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／
　　　　　　　　　　 異文化間コミュニケーション研究に関連した研究

（ 78　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 79　Loh Wei Leong）　デザイン教育に関連した研究

（ 80　若宮　幸平）　音声科学に関連した研究

（ 81　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、感性科学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 82　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 83　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 84　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

（ 86　土屋　潤）　　建築材料、仕上材料、景観材料に関連した研究

（ 87　元村　祐貴）　精神生理学　生理人類学　感性科学に関連した研究
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芸術工学演習

各自の研究テーマに関係する全般的な知識を習得するとともに、修士論文研究に
関わる専門的知識を得ることを目的とする。本授業では、系統ごとにコース横断
的なグループを形成、研究指導（ゼミ）や研究発表を行う。１年次終了時には、
系統別の修士研究中間発表会を開催することにより、同じ系統（方法論）で研究
を推進する教員、学生と研究内容を共有し、広い視野に立ち他分野の者と連携し
て研究を推進できる能力を養成する。また、各種発表に関する自己ならびに他の
学生のリハーサル等に参加し、最終的には修士論文発表を行う。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 21　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 22　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 23　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 24　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 25　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 26　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 27　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 28　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 29　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 30　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 31　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 32　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 33　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 34　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

修
士
研
究
関
連
科
目
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（ 35　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 36　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 37　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 38　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 39　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 40　高田　正幸）　音響デザイン学, 音響環境学に関連した研究

（ 41　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 42　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメント、
　　　　　　　　　　 メディア・デザインに関連した研究

（ 44　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 45　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 46　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 47　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 48　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 49　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 50　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 51　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 52　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 53　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研究

（ 54　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 55　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 56　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 57　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 58　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 59　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 60　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 61　秋田　直繁）　デザインエンジニアリング、インクルーシブデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインプロダクトデザインに関連した研究

（ 62　稲村　徳州）　イノベーション手法、イノベーションプロセス、
　　　　　　　　　　 デザインエンジニアリング、デザイン思考に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 63　岩元　真明）　建築デザインに関連した研究

（ 64　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 65　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 66　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 67　迫坪　知広）　芸術工学に関連した研究

（ 68　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 70　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 71　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究
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（ 72　藤（北崎）　紀里子）　ウェブデザインに関連した研究

（ 73　長津　結一郎）ウェブデザインに関連した研究

（ 74　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 75　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 76　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 77　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／
　　　　　　　　　　 異文化間コミュニケーション研究に関連した研究

（ 78　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 79　Loh Wei Leong）　デザイン教育に関連した研究

（ 80　若宮　幸平）　音声科学に関連した研究

（ 81　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、感性科学に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 82　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 83　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 84　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

（ 86　土屋　潤）　　建築材料、仕上材料、景観材料に関連した研究

（ 87　元村　祐貴）　精神生理学　生理人類学　感性科学に関連した研究
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シリアスゲームデザイン1

シリアスゲームとは社会問題の解決を目的に据えたゲームである。本講義では、
教育や健康、訓練といった社会的な課題と、デジタルゲームが有する明快なイン
タフェイス、積極性、持続性を向上させる要素を組み合わせたデザインについて
理解し、対象とするテーマの先行事例調査や行った上で企画案を作成する。テー
マについては各自による選定を基本とするが、あらかじめ用意する場合もある。
また、調査は現地に赴いてのフィールドワーク実施を原則とする。
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シリアスゲームデザイン2

シリアスゲームデザイン1の継続として実施する。1で作成した企画案をもとに、
紙ベースからデジタルモックアップ等によるプロトタイピングをおこない、最終
的に実際のデジタル機器で利用可能な作品制作をおこなう。作成後、テーマに
沿った現場にて実地検証をおこない、改良を繰り返しながら課題解決としてのエ
ビデンスとコンテンツとしての質を社会実装可能な段階まで高めていく。また、
制作したものを社会に対してどのよう伝えていくかについての考察も併せておこ
なう。
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コネクティッドデザイン

社会や経済、地球環境の激動、それに伴う人々の価値観の多様化など不確実な未
来をどう扱うか課題となっているため、デザインにおいてもこれまで以上に分野
や領域を超えた発想や活動が求められる。そして、創出した製品・サービスが利
益相反（使用価値・経済価値・社会価値）を招くこともあり、コンセプト立案・
プロトタイプ・実証実験・社会実装に一貫して関与し、最適化する力が求められ
ている。また、ICT・IoT技術の進展により多くの製品はワンストップサービスに
組み込まれる事から、マクロ・ミクロ両面の視点でデザイン開発することが重要
になってきている。
そこで本授業では、コネクティッドデザインの先進事例の概説と演習を通じて、
コネクティッドデザインの理解と方法論を修得する。
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デザインイノベーション

デザインとは多様な分野の活動や情報を統合、編集、応用し、新たな価値を創造
する行為であり、ますます複雑化するこれからの社会でイノベーションをもたら
すためには、これまで以上に分野や領域を超えた発想や活動が求められる。さら
に、魅力的なデザインやサービスをクリエイトするだけでなく、それを実際に商
品化、実現化しビジネスとして成立させることが必要である。
そこで本授業では、イノベーションを起こすために必要となるデザインの実践的
な考え方や手法について、デザイン開発現場で実践されている取り組み事例など
を用いた講義と、様々な専門家の講演や実践的なワークショップを通じて修得す
る。
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ス・デザイン

本講義は、企業、あるいは、自治体が主体となり、顧客あるいは従業員に対して
提供するサービスをデザインするために求められるスキルおよびナレッジの提供
を目的とする。サービスをデザインする場合、そのデザインの対象は、顧客体験
のみならず、顧客体験を成立させるバックエンドのシステム、パートナーで構成
されるエコシステム、ビジネスモデルまでをデザインの対象とする。これらをデ
ザインするために必要な理論を、様々なツールやメソッドを用いながら、講義お
よび演習を通じて修得する。

講義8時間
演習8時間
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プロデューサー原論

プロデューサーとは、民間企業・公共団体等を問わず事業戦略策定や新製品・新
サービス開発、流通、販売、広告、財務、法務、施設開発・運営、環境対策等さ
まざまな領域において、それぞれの目的を達成するために必要なヒト・モノ・カ
ネ・情報を統合し、新たな価値を創造するデザイン能力を兼ね備えたジェネラリ
スト型人材のことをいう。そして、多様化し複雑化する現在社会において、プロ
デューサーは最も必要とされている人材の一つである。 しかし、各業界で使わ
れているプロデューサーやプロデュースという言葉について明確な役割やスキル
などの定義がない場合が多い。 そこで、各業界のプロデューサーや事例を考察
しながら、プロデューサーの役割やデザイン能力、技能、行動規範等を理解する
ことに主眼を置き、講義・演習を通じて自らの気づき、意志による選択力、提案
力、判断力等を育む。

講義8時間
演習8時間
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デザインマネジメント

今日、デザインは企業等における価値創造の仕組みとして広くとらえられ、製品
やサービスの創出、イノベーションへの応用、企業と市場と社会との関わりにデ
ザインを応用するなど、その対象や役割は拡大している。そこで本科目では、論
文・文献、事例などをもとに、企業内デザインの起こりから、その変遷を時系列
的に辿りつつ、デザインの対象の広がりや、デザイナーの役割の拡大、今後の展
望について理解し、今後のデザインおよびデザイナーに求められるあり方につい
て考察、活用できるようにする。
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デザインマーケティング

市場性や競争力のあるデザイン開発のためには、生活者のニーズ、企業の動向、
市場の状況などを把握するとともに、デザインの対象はもとより、デザインプロ
セスなどにも関係する諸要素をシステムとして把握し、上記の目的を達成するた
めの的確なアプローチによりデザインプロセスを展開させていくことが必要であ
る。そこで本科目では、論文・文献、事例などを用いて解説するとともに、簡単
な演習などを通して、デザインに関連する調査・分析の考え方や手法を修得し、
今後において活用できるようにする。
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ネジメント

感性価値を創造し、社会に適用していくためには、(1)社会課題の探索、(2)戦略
の創造と選択、(3)実行の三つの要素が重要である。(1)と(2)はプロジェクトマ
ネジメントの立ち上げに相当し、(3)はプロジェクトマネジメントの計画・実
行・終結プロセスに相当する。本科目では、プロジェクトマネジメントに関する
理論やツール・技法を概説するとともに、プロジェクトの立ち上げから計画・実
行・終結といった一連のプロセスについて社会との関わりを体験する演習を通じ
て、プロジェクトを進める上で有効な主要ツール・技法を修得する。

講義８時間
演習８時間
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ン

企業・事業・地域・製品などのブランド及びブランドビルディングをビジネスに
組み込むことで、飽和状態にある顧客ニーズの掘り起こしや商品やサービスの差
別化が可能になる。本科目では、それぞれのビジネスレベルに応じたデザイン方
法論・戦術を検討し、具体的な実例に基づいた講義・演習を行う。具体的には，
ブランドデザインにおける機能的便益性や情緒的便益性にもとづいてデザインを
切り口にして、対象となる商品・施設・事業を事例として、具体的なケーススタ
ディやフィールドワークをもとに感性ブランドデザインの方法論やプロセス化を
修得する。

講義８時間
演習８時間
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デザイン産業事情1

21世紀に入り、デザインの活用のされ方は20世紀の産業型社会とは大きく異なる
局面を迎えつつある。本科目では、持続可能な社会の構築を目指すデザイン、既
存のメディアを統合する新しいメディアデザインなど、最新のグッドデザイン賞
の受賞作や、デザインを主軸にした企業活動、従来とは異なるデザイナーの活動
を通して、新たな時代を拓きつつある国内・国外の新しいデザイン動向の事例研
究を用いながら講義することにより、時代への対応力とデザインビジネスの創出
力を高める。
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デザイン産業事情2

本科目では、デザインによる生活価値の創造を核とするビジネスのスタイル、特
に価値を生活者と共有し、その支持をもとに製造者、販売者を組み合わせて自ら
事業を実施するスタイルの先行事例として産業界で注目を集めているサービスデ
ザインなどを取り上げ、ビジネスの実現方法を学ぶとともに、生活者との価値共
有の仕方、生産者・販売者間の連携ビジネスの仕方、事業としての採算の取り方
などについて、講義と具体的な手法を体験する簡単な演習を通じて修得する。

コ
ア
科
目

ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ

ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

知的財産法1

知的財産法は、デザインの保護法制として重要のみならず、ビジネスを展開する
上でも非常に重要である。
そのため、まずは知的財産法の基礎を習得し、その後実際の登録状況や裁判例に
ついて確認していく。経営的に創作を秘密として保護するのか、知的財産権とし
て保護するのかをどのように判断するのか、そうしたクローズ戦略だけでなく
オープン戦略についても確認していく。また、裁判例は、どのようなデザインに
ついて保護が欲せられているかが把握できるものであり、非常に重要であること
からできる限り詳しく扱う。
知的財産法１では主に意匠法と不正競争防止法を扱う。
なお、特許法は知的財産法の基礎法とも言えることから、できる限り取り扱う。
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知的財産法2

知的財産法は、デザインの保護法制として重要のみならず、ビジネスを展開する
上でも非常に重要である。
そのため、まずは知的財産法の基礎を習得し、その後実際の登録状況や裁判例に
ついて確認していく。経営的に創作を秘密として保護するのか、知的財産権とし
て保護するのかをどのように判断するのか、そうしたクローズ戦略だけでなく
オープン戦略についても確認していく。また、裁判例は、どのようなデザインに
ついて保護が欲せられているかが把握できるものであり、非常に重要であること
からできる限り詳しく扱う。
知的財産法２では主に商標法と著作権法を扱う。
なお、特許法は知的財産法の基礎法とも言えることから、できる限り取り扱う。
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デザイン思考

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、多様なステークホルダーを巻き込んだゼロワンのアイデア創造のためのク
リエイティブなリテラシーが必要である。本講義では、その優れた技法として注
目を集める「デザイン思考」の基礎を学ぶ。課題発見から社会実装のための提案
まで、学生のイノベーション実現能力向上を目指すことを授業の目標とする。具
体的な学生に身につけさせる知識・能力としては、デザイン思考についての基本
的知識、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセスに
関する技法を能力として身につけさせる。
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リーンスタートアップ演
習1

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習1のテーマは
デザイン思考の理解で、学生の身につける力は、デザイン思考のプロセスの理解
による基礎的理解が中心となる。

（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同
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目
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目

リーンスタートアップ演
習2

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習2のテーマは
デザイン思考からビジネスモデルへの展開で、学生が身につける能力としては、
ビジネスとアントレプレナーシップに関する基礎的理解が中心となる。それらの
知識を理解した上で、ビジネスモデルキャンパスなどの演習を行う。

（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同
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リーンスタートアップ演
習3

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習3のテーマは
プロトタイピングである。学生の身につける能力は、ビジネスやアントレプレー
ナーシップの知識をもとに、演習１、２で創造したアイデアを社会実装・起業の
ためのプロトタイプとして精度を高める実現力である。
（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同
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リーンスタートアップ演
習4

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習4のテーマ
は、ビジネスの専門的知識から知的財産として活用するまでのメソッドを学び、
その方法論を説明する能力を培うことである。それらをもとにプロトタイピング
とビジネスモデルを融合した提案をVCや企業へ最終プレゼンテーションする。

（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同
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環境化学特論

環境中の農薬およびダイオキシン類などの残留性有機汚染物質（POPs）および食
品や洗剤などあらゆる日常品に含まれる香料などの化学物質が健康や成長にもた
らす影響は、世界的な関心を集めている。また、近年、爆発物や神経ガス等によ
るテロ活動が頻発し、安全に関する懸念が高まっている。これらの化学物質を正
しく計測することは、それらの環境中での挙動を知り、リスクを評価する上で重
要である。本講義では開発中の環境分析法、及びそれに必要な理論、予測方法等
について紹介する。
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境
設
計
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熱環境学特論

現代は地球規模の温暖化（気候変動）と都市部のヒートアイランド現象（都市気
候）の2つの異なるスケールの温暖化の影響に晒されている。世界の約50%の人が
都市に暮らしており、都市環境を適切に保つ事は重要な課題である。本講義で
は、気候変動の科学的知見について、理解を深める事を目指す。授業の中では文
献を読んで抄録を作成し、発表を行う。またその発表内容に対してディスカッ
ションを行う事で、文献の理解を深めていく。
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境
設
計
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目

建築構造学特論

この講義では、鉄筋コンクリート構造の建物が大地震に対し倒壊しない性能を付
与するための耐震構造計画、各種構造計算の進め方、さらには既存不適格建築物
の耐震改修事例などについて、最新の研究成果に基づき解説する。授業担当教員
による解説を主とした形態であり、時折、学生との問答を通じて、関連の知識を
深めていく。ただし、特定の課題等に対する自身の意見や考えを取りまとめ、複
数の学生の前で発表し、質疑応答をする形式の授業も複数回行う。
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環境材料学特論

この講義では、建築の構造材料(木材・コンクリート・鋼材）の基礎的理解を前
提に、部位構成材料・機能材料、そして地域資源としての材料について解説す
る。建築物の設計において建築材料選定の良否は、建築物のデザインのみで無
く、居住性、耐久性、安全性などに大きな影響を及ぼす。環境材料学特論では、
建築材料の基礎と、建築物における「適材適所」を学ぶ。様々な機能を有する最
新の材料や、材料のリサイクルについて知るとともに、地域資源としての材料を
活かした建築・景観づくりの事例から持続可能な社会への貢献を考える。
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音響環境学特論

音環境デザインを考えるとき、その物理的な状態と人間がどのように捉えている
のかという視点が重要で、これまでに多くの取組みがなされてきた。この授業で
は、こういった従来の捉え方にとどまらない、音環境に対する様々な視点を紹介
する。具体的には、授業の前半に、音環境の物理特性と聞こえや身体的反応と
いった従来的な知見に加え、交通、経済、バリアフリーといったさまざまな視点
から音環境を考察した知見を講義形式で紹介する。授業の後半は、音環境評価や
音環境デザインに関する研究論文を輪読する形式をとる。
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音環境評価特論

音環境の測定および評価の方法について、物理的側面と心理的側面の双方を定量
的に評価する手法を学ぶ。物理的測定については、ISO 1996 「環境騒音の記
述、測定および評価」をはじめとする技術規格によって定められる技術的知見や
国際規格の動向および設計思想について解説する。心理的側面については、主観
評価法およびサウンドスケープに関する知識を解説する。その上で、授業後半で
は、具体的な対象について音環境デザインの立案を行う。
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環境心理学特論

この講義では設計の本質を知り、人間主体の環境デザインを行うために、環境心
理学の知見について講義するとともに、最新の人間環境系研究事例を題材とした
授業を行う。人間による環境の知覚とそれに基づく環境の設計、さらには場所の
認知と記憶、住環境、オフィス環境等のトピックについて事例を紹介しながら解
説する。受講生は与えられた課題に対し、教科書を熟読して予習し、授業中には
ディスカッションを通してお互いの理解を深める。
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建築計画特論

現代の住宅地や地域施設は、どのような計画プロセスにより構築されているの
か、またそのプロセスに参加するのは誰で、これらは本当に社会的な要請に従っ
て構築されているのか。また、計画者や設計者はどのような役割を果たし、エン
ドユーザーはどう評価しているのか。
ここでは、現代社会において建築デザイン計画を行う上で必要となる諸条件のア
ナリシス（調査・分析方法等）とコンパイル（実践的デザイン計画手法等）につ
いて、関連文献・研究論文・実際の計画設計事例を通して学習する。
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環
境
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計
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目

建築構法計画特論

この講義では、日本の建築構法計画・建築生産システムがどのような仕組みに
なっているかを、諸外国の現状と比較しながら学んでいく。
建築の世界で研究者や技術者として活躍する際必要な、その世界の専門家として
必要最小限の知識、技術、考え方を習得すること目標とし、建築構法計画・生産
システムを取り巻く環境の変化に柔軟に対応できる素養と適応力を身につける。
さらに、建築構法に関連する分野について、国家資格「一級建築士」に要求され
る水準の学問的知識と実務上の知識を習得することも目指す。
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環境保全学特論

本授業は講義形式を中心とし、自然の保護と保全、特に農山村、森林環境を中心
にテーマを設け進めることとする。これらに関わる法規制、キーワードの説明と
共に、植生の調査方法、および、講師の関わるフィールドを事例に講義を進め、
学生の理解を深める。また、小研究課題を課し、提案レポートを制作し、発表を
行う。都市への人口集中と農山村の過疎化の進行、災害の増加、生産環境、自然
環境の課題に対し、学生自らが考えを深め、それぞれの分野で活かす動機となる
ことを本講義の目的とする 。
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景観生態学特論

この講義では、都市部、田園部、森林部それぞれにおいて、生態的プロセスや社
会的プロセスが、景観の構造や機能にどのような影響を及ぼしてきたかを理解す
ることを目的とする。そのために、現在、土地利用上の利害対立や生態的基盤の
劣化が急速に顕在化しつつあることも踏まえながら、エコロジカル･プランニン
グに基づいた土地利用計画や地域環境計画の方法論、生態系管理技術などの動向
を最新の研究成果にもとづいて学習していく。
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ランドスケープデザイン
特論

豊かな自然の存在する地域では、自然環境を計画的に保全するとともに、ランド
スケープの資源として積極的に管理・活用するためのマネジメントが求められ
る。また、都市や都市周辺の農村地域などでは、人々の日常的な生活行動支援に
かかわる緑地・公園などのオーブンスペースや諸施設などの構成要素を関連付
け、優れたランドスケープとして創出するためのマネジメントが必要となる。そ
こで本講義では、自然の営みや都市活動と人間との相互依存関係を理解し、様々
な生活環境の持続的発展に寄与するランドスケープのあり方について理解を深め
てもらう。そのため、基礎的事項を解説するとともに、各種の事例を教材として
とりあげ、計画的課題の設定や調査・分析方法、計画手順、時間管理などについ
て言及する。
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日本建築史特論

この講義では、建築史研究の方法論および基礎的技法を学ぶことを目標として、
日本建築史・都市史に関する講義および文献・史料の読解等を行う。基本的な用
語・概念の理解や歴史的変遷の理解の根底をなす史料や先行研究を読み解き、そ
の解釈の妥当性などを検討する。具体的な対象は、茶室、宮殿、神社、あるいは
近代の建築学など、さまざまに設定し、対象によっては建物・町並み等の実地見
学や修理工事の見学などを組み込む場合もある。
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西洋建築史特論

この講義では、西洋の歴史的都市を、古代から現代にいたるまでのプロジェクト
の集積ととらえ、それぞれのプロジェクトの基本戦略、手法、理念などを説明す
る。また、西洋建築史・都市史研究の基本的な手法についても説明する。全球的
視野にたって非西洋との比較・対照も念頭におきながらも、近代建築・近代都市
を生み出す母体となった西洋の伝統的な都市・建築について深く学ぶことで、都
市や建築についてさまざまな観点から解釈できるようになることを目標とする。
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文化財学特論

欧州に端を欲する近代保存運動のなかで文化財概念がどのように形成されてきた
のかを概観する。それらがどのように現代においては解釈されているのかを理解
するため、文化財に関する国際憲章を講読する。アテネ憲章、ベニス憲章、ユネ
スコ世界遺産条約、オーセンティシティに関する奈良ドキュメント、バラ憲章な
どを読みながら、文化財保存修復概念の諸相を示す具体事例を紹介しつつ、ディ
スカッションをおこなう。学外見学をおこなう場合もある。

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-17 基本計画書－42



コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

国際環境政策特論

本講義では、気候変動における国際枠組みの歴史的経緯と現状、温室効果ガス排
出量算定方法論の解説を行う。具体的には、国連気候変動枠組条約における京都
議定書からパリ協定への国際枠組みの変遷と国家間意思決定プロセス、また、国
際的に削減や提出を求められている二酸化炭素等の温室効果ガスはどのように計
算されているのか、排出量の計算方法とそのデータの読み解き方、政策的活用や
国際評価について概説する。気候変動における国際的環境政策について、科学と
政策の両面から習得することを目的とする。

コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

環境人類学特論

国際協力は多くの場合、世界各国の経済格差（「南北問題」）を背景にして、先
進国による発展途上国に対する開発援助という形で行われる。開発援助は第２次
世界大戦後、アメリカを中心とする戦勝国によって、世界の貧困を経済発展で解
決する目的で始まった。しかし、近年グローバル化が進展し、多くの発展途上国
が世界資本主義体制に組み込まれたことから、開発援助の見直しが必要となって
きた。また、別の見方では、グローバル化の進展によって、世界の格差が拡大
し、貧困の解消を目的とする開発援助はますます必要になってきたという見方も
ある。
この授業では、開発援助という国際協力に焦点を当て、「グローバル化した世界
における開発援助の在り方」を考えることを目的とし、履修者にはこの「グロー
バル化した世界における開発援助の在り方」というタイトルで最終レポートの提
出を求める。

コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目 共生社会デザイン論

人と人、環境と人が持続的に共生していく上での現代社会の課題について検討を
加え、それらを解決していく人間行動とそれをはぐくむ社会デザインを明らかに
し、それを導くための政策的な課題を述べる。具体的な課題として、有機性資源
の循環と自然エネルギーを取り上げる。それらが地域産業として成立できる地域
の仕組み作りと企業と市民と自治体の行動と相互の連携について論じるととも
に、その環境的社会的経済的な影響を明らかにしそれらを大きくしていくための
課題を検討する。

コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

環境リスクマネジメント

Students will learn about the importance of environment risk management
to provide them with a base to formulate and implement projects with
proper risk assesments and action plans to protect individuals,
enterprises and society from costly legal actions and damages associated
with natural disasters.

この授業では、費用のかかる訴訟問題や自然災害に関連する損害から、個人、企
業、社会を守るための適切なリスク評価と行動計画を備えたプロジェクトを策定
および実施するための基礎を考える環境リスクマネジメントの重要性について学
ぶ。

コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

デザイン哲学

真理と倫理と美を実現するデザインが学として成立する基礎について、哲学史に
おける古典的な議論から最新の議論まで取り上げ、未来のデザインのあり方を展
望する。新実証主義、サイバネティックス、ポスト構造主義、批判理論、リサー
チ・スルー・デザインなどの理論について深く学び、現在自分が取り組んでいる
デザイン課題が、学問の歴史やデザイン全体のうちでいかなる位置を占め、いか
なる限界と可能性を持つのかを理解できるようにする。

コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

美術史

共生可能な未来社会を考えるアプローチとしての美術史についての講義である。
美術における様式の変遷の背後には、社会や産業・社会思想といったより広い、
物質的ともいえる制度の変化がある。ルネサンス、バロック、新古典派、ロマン
主義の時代の古典的な作品を現代の批評家がどのように論じているかを学ぶと同
時に、個々の作品の分析を通じて、作品を支える「制度」を読み解く力、よりよ
い豊かな未来構築の方法を考える力、現代の社会の在り方をふまえて作品や表現
を批評する力を身につける。

コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

環境文化特論

この講義では、地域における環境と文化の関係について、とりわけ芸術を用いた
都市再生・地域再生や社会再生の実例を検証しながら社会的関心を高めて行くた
め、社会に対して働きかける方法について解説する。とくに芸術文化の魅力や力
を用いて都市再生・地域再生や社会再生に挑んできたヨーロッパの事例などを多
彩に分析検討しながら、ブラウンフィールドが再生されていくダイナミズム、そ
こから創出される創造都市＝クリエイティブ・シティの原理に関する内容を理解
すると同時に、昨今の疲弊する地域社会の再生へ向け実践的な提案プログラムを
創出することを目標としている。

コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目 環境デザインプロジェク

トA

環境デザインに関する方法論や知識を演習を通じて修得し、応用する力を身につ
けるためのプロジェクト科目である。プロジェクトのテーマは環境設計コースの
コア科目をベースに、主に建築学分野に含まれる環境心理学、建築計画、建築構
法計画、建築史などの分野から設定され、学生が選択して履修する。初回にその
年度に設定されたテーマについての説明を受けた後、選択したテーマごとに別れ
て調査・制作を行い、最後に合評会が行われる。
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コ
ア
科
目

環
境
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目 環境デザインプロジェク

トB

環境デザインに関する方法論や知識を演習を通じて修得し、応用する力を身につ
けるためのプロジェクト科目である。プロジェクトのテーマは環境設計コースの
コア科目をベースに、主に都市・ランドスケープ分野に含まれる環境保全学、景
観生態学、空間情報学などの分野から設定され、学生が選択して履修する。初回
にその年度に設定されたテーマについての説明を受けた後、選択したテーマごと
に別れて調査・制作を行い、最後に合評会が行われる。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

聴覚心理学特論

This is a seminar-style class discussing how human beings perceive、
construct、 and understand the outer world through the auditory system.
Every student has to read through a textbook in English and present
summary of the book.

ヒトが聴覚を通じていかに外界の様子を知覚、構成、理解するかについてセミ
ナー形式で学び、討論する。英語で書かれた聴覚に関する専門書を一冊読み、そ
の内容について発表を行うことがそれぞれの学生に課される課題である。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

聴覚生理学特論

キーワード:時間、聴覚、視覚、視聴覚デモンストレーション、知覚実験。
Keywords: time, audition, vision, audio-visual demonstrations,
perceptual experiments.
全ての知覚の枠組みを形作る時間について、学生が最近の面白い研究を見つけて
発表し、それに関連する視聴覚デモンストレーションの制作あるいは簡易な知覚
実験を行い、発表する。 Classes are in English / Japanese.

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

時間知覚特論

キーワード：感覚生理学、聴覚生理学、脳科学、聴覚心理学、EEG、MEG、NIRS、
fMRI。Keywords: sensory physiology, auditory physiology, brain research,
auditory perception, EEG, MEG, NIRS, fMRI. 変化の検知やコミュニケーショ
ンに重要な役割を果たす聴覚生理学について、最近の面白い研究を見つけて発表
する。Classes are in Japanese / English.

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音声生成特論

音声は、人と人とがコミュニケーションを行う際の最も基本的なツールである。
その音声を人が発話する際の音声生成の過程について詳しく解説する。具体的に
は、喉頭部の声帯、声道部の舌、軟口蓋、口唇、顎といった発話器官の役割や、
発話器官の運動観測手段、実際の発話運動のようす、それらの運動に対応した音
声やその波形、得られた音声の音響分析結果等について解説する。後半では、音
声生成に関する論文を輪読することにより理解を深める。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音声情報学特論

音声言語の構成要素である音韻と韻律の表出過程を、音声生成の音源フィルタ理
論に基づいて、音響学ならびに発話機構の生理学・物理学の観点から詳しく解説
する。具体的には、呼吸系、喉頭、声道からなる人の発話システムを概観したう
えで、声道については音響共鳴によるフォルマントの形成と言語情報の生成につ
いて説明する。喉頭に関しては、流体と弾性体の相互作用による声帯の自励振動
メカニズムに重点をおき、その発音機構が音声信号に見られる特徴的なスペクト
ルの生起要因であることを理解させる。さらに、音声を知覚する聴覚系や言語中
枢の働きをふまえることで、人の音声コミュニケーションの成立過程を体系的に
理解させる。講義で得た知識をより深く身につけるため、授業後半ではグループ
ワークによる音声分析を行う。

講義15時間
演習15時間

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音響制御特論

不要な音を付加的な音によって低減する技術である能動制御を題材にして、音の
物理的制御手法とそのための信号処理の手法を学ぶ。
まず音場を解析的な視点で考察し、制御の効果が得られる物理的な意味と限界を
理解させる。さらに、信号処理を導入した種々の制御方法について、その長所、
短所を認識し、個々の事例に対して最も適した制御方法を選択できるようにす
る。特に、適応的なアルゴリズムに関して、原理と具体的な記述手法に関して示
す。
全体を通して、単なる制御のテクニックではなく、これが有効に働く物理的な原
理に関しての解説に注力する。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音響工学特論

音響工学における幾つかの要素技術について、講義形式にて修得してもらう。具
体的内容は、
(1)単一マイクロホン、ダミーヘッドマイクロホン、近接4点法マイクロホンに
よって、音源信号の録音と、音場の伝送特性（インパルス応答）の収録を行い、
(2)高速 1bit AD変換によって、高能率符号化し、
(3)一般調和解析などを用いた先進的な信号処理によって、雑音や余計な残響を
除去した、クリアなドライ音源信号（響の付いていない音源）を作成し、
(4)音場の数値計算によって、音場の伝送特性（インパルス応答）を予測し、
(5)ドライ音源信号と、音場の伝送特性（インパルス応答）のたたみ込み演算を
行い、それを高能率伝送し、
(6)トランスオーラルシステムを用いて個人用の三次元音空間再生を行い、
(7)近接4点法で抽出された仮想音源分布、または、Kirchhoff-Huygensの公式に
基づいた方法によって、多人数用の三次元音空間再生を行う、
という、音場再生技術のend to end、の技術である。
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コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

計算音響学

物理・工学システムの支配方程式たる偏微分方程式（Partial Differential
Equations: PDEs）の数値解析手法を、講義形式にて修得させる。
PDEsを数値的に解くテクニックの"Big Three"：
1950s : 有限差分法（Finite Difference Method: FDM）
1960s : 有限要素法（Finite Element Method: FEM）
1980s : 境界要素法（Boundary Element Method: BEM）
そして、工学分野ではなぜか忘れさられてしまっている
1970s : Spectral Method
について、3次元弾性体、はり、シェル振動場を題材として解説する。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

福祉音響学

高齢化社会が進んでいく中で、我々のQoLを高めることが可能な福祉技術の開発
は喫緊の課題である。視覚や運動生理に関する福祉技術は、例えばメガネや車い
すなど、我々の日常生活に欠かすことが出来ない。それに比べ、補聴器などの音
に関する福祉技術は広く浸透しているとは言えない。本講義では、まず音に関す
る福祉の諸問題を説明する。そして、なぜ音に関する福祉技術が浸透しないのか
を議論することで、どのようにすれば福祉技術を活用することが出来るのかをま
とめていく。

講義15時間
演習15時間

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音響イメージング特論

音と画像は信号処理の基礎では次元の違いとしてとらえられるが、音と画像のク
ロスメディア処理などの応用処理では時間と空間の違いや計測手段の違いを考慮
する必要がある。特に実空間の画像計測においてはレンズ光学系による次元変換
および伝達特性が以後の処理に大きく影響する。本講義では時系列信号処理の基
礎を持つものを対象に、画像計測の基礎である撮像光学系の基礎および伝達特性
から空間周波数処理などの画像処理の基礎理論や応用について講義する。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音響信号処理特論

音メディアを用いたコミュニケーションは、人間が有する最も基本的な能力の一
つである。さらに、音メディアに基づく情報処理は、ヒューマンインターフェイ
スに関する学術・技術分野において非常に重要な位置をしめている。本授業で
は、音メディア処理の基盤技術を修得するため、音声や一般音響信号(騒音や楽
音も含む)を取り扱う音響信号処理技術に焦点をあて、その基礎理論や応用に関
して解説を行う。
特に、本講義では、音響システムの性能評価の基本となる、インパルス応答の測
定手法について、古典的手法と現代的手法を論文の輪読により理解を深める。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音響環境学特論

音環境デザインを考えるとき、その物理的な状態と人間がどのように捉えている
のかという視点が重要で、これまでに多くの取組みがなされてきた。この授業で
は、こういった従来の捉え方にとどまらない、音環境に対する様々な視点を紹介
する。具体的には、授業の前半に、音環境の物理特性と聞こえや身体的反応と
いった従来的な知見に加え、交通、経済、バリアフリーといったさまざまな視点
から音環境を考察した知見を講義形式で紹介する。授業の後半は、音環境評価や
音環境デザインに関する研究論文を輪読する形式をとる。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音環境評価特論

音環境の測定および評価の方法について、物理的側面と心理的側面の双方を定量
的に評価する手法を学ぶ。物理的測定については、ISO 1996 「環境騒音の記
述、測定および評価」をはじめとする技術規格によって定められる技術的知見や
国際規格の動向および設計思想について解説する。心理的側面については、主観
評価法およびサウンドスケープに関する知識を解説する。その上で、授業後半で
は、具体的な対象について音環境デザインの立案を行う。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

音響芸術特論

今日に至るまでの音をその媒体として用いた芸術の実践を、美学と技術の双方の
側面から概観する。ぺーター・ヴァイベル『Sound
Art』等の学術資料に基づき、過去の代表的な作品を調査・分析する。あわせ
て、それら調査・分析の結果を踏まえた作品の再現をおこない、その制作を通じ
て音響芸術とは何かということについて各人なりの理解を促す。通常の授業に加
え、外部施設の見学、制作した作品の展示、およびゲストによる講評を予定して
いる。

コ
ア
科
目

音
響
設
計
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

作曲学特論

世界中でよく知られた現代音楽作品、加えてアンダーグラウンドな、局地的な現
代音楽のスタイルをも調査し、ディープ・リスニング、ディスカッション、作曲
実践によって、芸術音楽の中で重要なジャンルと作曲家、作品を分析する。様々
な解釈概念−−−−例えば、演奏の具現化、政治的（フェミニスト、クィア）な視
点、及び美学・精神的なアプローチ−−−−も検討する。ここ30年間で作られたア
コースティック楽器のための音楽、またはアコースティック楽器と電子音楽の間
の相互影響についても考察する。セミナー形式で学ぶ。Materials in both
English and Japanese will be used in this seminar.
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目

音
響
設
計
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サウンドデザイン特論

サウンドデザインのための、知識・技術・事例を、科学・工学・芸術の側面から
総合的に学び、サウンドデザインの実習を実践的に行う。授業の前半では、サウ
ンドデザインの基礎について各担当教員から2週ずつ、それぞれ、視聴覚の科学
的知見（レメイン）、工学的技術や規格・法制度（山内）、芸術的な実践の事例
（城）について講義を行う。授業7回目以降は、具体的な対象を設定し、学んだ
知識・技術・事例を活用したサウンドデザインの実践を行い、成果について相互
に講評する。

共同

講義12時間
演習18時間
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民族音楽学特論

自国や西洋由来の音楽だけでなく、世界における民族音楽や伝統音楽や民俗芸能
について理解し考えるために必要となる概念や研究方法を学び、さまざまな文化
や音楽活動の差異や多様性をフラットに理解する態度を身につける。具体的に
は、世界音楽、パフォーマンスと身体、声と身体、個人と集団、楽器学、フィー
ルドワークの方法、アーカイヴなどの観点から近年の理論や研究動向を押さえつ
つ、研究実践を試み、発表や議論を行う。

共同
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目
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響
設
計
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ー

ス

コ
ア
科
目

音楽社会文化特論

現在の音楽コンテンツの基盤となっている音楽のうち、ヨーロッパに源流をもつ
音楽について、コンテンツ面ならびに文化的・社会的・歴史的側面から理解を深
める。それをとおして、現今に至るさまざまな音楽作品や音楽活動について、論
理的・感性的視点から考える技術を身につける。具体的には以下の通りである
（音楽経験は特に必要としない）。
1）欧米や日本における音楽や楽器の発展を理解する。
2）映画音楽などさまざまなメディアを通した音楽の実態を知る。
3）日本における音楽をめぐる発信・受容や活用方法について理解を深める。
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響
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計
コ
ー

ス
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ア
科
目

聴覚文化論特論

この授業では、19世紀から現代に至るまでの聴取の技法・文化の歴史を、主に音
を記録・再生するメディアの成立という観点から、具体的な事例を確認し通覧す
る。音楽を含むある時代における音の文化というものは、その時点に存在してい
る技術により何らかの規定を受けている。一方で、その時代の人々による音の聴
き方が技術の変化を促すことにもなる。授業内では、この聴取の技法と文化との
密接な関わりを、様々な視聴覚資料やゲストによる講演を通じて考察する。
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言語学特論

日本語や英語をはじめとした諸言語を対象に、音や音楽とのかかわりから「こと
ば」を科学的・歴史的・社会的・思想的観点から分析する方法を修得する。具体
的には、音・音楽と言語の基本特性（音声学や音韻論）を確認したうえで、音と
言語、リズムと言語、音楽と言語、統語論や意味論、メディアと言語、言語コ
ミュニケーション論、社会との関係、相互行為分析の近年の研究を概観し、それ
ぞれの履修者が購読しつつ研究実践を試みてプレゼンテーション等を行う。

共同
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目

音
響
設
計
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ス

コ
ア
科
目

音響設計特別講話

音響設計に関わる研究教育、技術開発、製品設計、作品制作など、様々な分野の
実践的な展開について実例を学ぶ。例えば、著名なコンサートホールの音響設計
者、国際的に活躍する録音エンジニア、公共空間の音響環境デザイナー、音声聴
覚分野の研究者などをゲスト講師として招聘する。コース担当教員が持ち回りで
それぞれ一〜二名のゲストを紹介するこの授業では、オンラインでの実施も積極
的に取り込むことで、国内外の第一線で活躍する講師によるレクチャーを実現す
る。

共同
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響
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計
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輪講

論文輪講の発展形の授業形態である。受講者は各自、自分が興味を持つ研究につ
いて、既発表の研究論文の紹介を行う。発表の前半は、紹介する研究論文の背景
となる事項や論文の理解のために必要な基礎理論などを説明し、後半で論文の内
容を要約して発表する。全学生・教員が参加することで、音響設計の中でも専門
の異なる人々に対して理解してもらえるような説明力を養うと共に、音響設計に
関わる分野間での議論や交流を活性化させる。
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応用人間工学

高度テクノロジー社会および少子高齢化社会における人間工学の役割を展望し、
人間工学を社会に活かすための実践方法を学ぶ。そのために人間の特性や個々の
特性を理解しながら、製品や生活様式の提案につなげるまで、またそれらを科学
的に検証するの一連のプロセスについて例を紹介しながら解説する。特に人口高
齢化に起因する諸課題に対してテクノロジーにより解決を試みる場合の人間工学
的アプローチを取り上げる。
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生活機能支援科学特論

1. アシストテクノロジー (Assistive technology) は様々な分野、例えば工
学、デザイン学、または運動学、そして生理学、健康科学などから知識が取り入
れられ成り立っている。
2. ヒトが人工環境に適応する際の生活・仕事とテクノロジーの利用について、
健康の側面からその関連性を解説する。
3. 生理人類学や人間工学の視点から人間と機器が調和する生活環境の実現のた
めに焦点し、それぞれの専門知識と研究方法について知識を高めることを目標と
する。
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環境人間工学特論

人間を取り巻く環境は、科学技術の発展に伴い変化し、快適かつ安全となる一方
で、様々な健康問題を引き起こしている。様々な健康問題を予防するだけでな
く、人間にとって真に「健康」、「快適」、「適応的」な環境を構築するために
は、ヒトの様々な特性を考慮することは必要不可欠である。本科目では、人間が
生物として持つ特性を正しく理解し、その特性のうち特に生理的特性が生活習慣
や生活環境にどのような影響を受けるのか？その影響は適応的なのか？につい
て、講義・演習を通して主体的に学ぶ。習得した基礎・専門知識を基に、人に
とって健康・快適・適応的な生活環境を研究し、実社会に応用できる能力を身に
着けることを目的とする。

講義8時間
演習7時間
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生理人類学特論

人あるいはヒトにとって望ましい生活環境とは何かを理解するためには、生理人
類学的観点からのアプローチが必要である。そこで、まずヒトの進化、適応に注
目する。進化、適応は生物の宿命であり、適応の是非が生物に生き残りの命運を
与えてきた。ある生物種がどんな環境圧にどのように適応し生き残れてきたか、
これこそがその生物のアイデンティティであり、その生物の資質を決定する。ま
た同じ視点から文化の形成過程にも目を向け、”生物学的なヒト”及び”文化に
生きる人”のアイデンティティや資質を理解していく。このような人・ヒトの理
解から、現在そして未来の生活環境のあり方を考える基礎力、そこからデザイン
提案に至るまでの応用力を養うことを目的とする。
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脳・行動生理学特論A

脳は行動のための器官であり、ヒトの認知、運動、情動、睡眠など多岐にわたる
機能をつかさどっている。脳は多数の神経細胞からなる神経回路で構成されてお
り、個々の神経回路や神経核のふるまいがヒトの行動の基盤となっている。本講
義では個々の神経細胞、神経回路の基礎的知識から、五感の機能、あらゆる行動
に関連する脳と神経のメカニズムまでを学び専門知識を習得するとともに、得ら
れた知識から研究方法の提案に応用できる力を身に着けることを目的とする。

共同
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脳・行動生理学特論B

脳は行動のための器官であり、ヒトの認知、運動、情動、睡眠など多岐にわたる
機能をつかさどっている。脳は多数の神経細胞からなる神経回路で構成されてお
り、個々の神経回路や神経核のふるまいがヒトの行動の基盤となっている。本講
義では記憶や情動などの精神機能やその異常である精神疾患の神経メカニズムを
学び専門知識を習得するとともに、得られた知識から研究方法の提案に応用でき
る力を身に着けることを目的とする。

共同
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感性科学特論

人間性の基盤となる感性を科学的に探究するための方法とその応用について学
ぶ。人間生活の中で生じる感性に関わる様々な感覚、感情、行動を脳科学、生理
学、心理学、内分泌学などの方法を用いて客観的に明らかにする手法を習得す
る。また、感性に関わる科学的研究の最新の学術論文や書籍を読み解きながら、
これらの研究が社会課題の解決や、モノ作りとどのように関係するかを実例など
通して習得し、感性科学をデザインに応用する能力も含めて身に着けることを目
的とする。
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統計情報学

統計的仮説検定の基礎と実践を学ぶ。まず、統計的仮説検定の仕組みと意義を理
解し、その有用性を理解する。その後、次の代表的ケースの具体的検定手法につ
いて学ぶ：母分散未知の母平均の検定、対応関係がある２標本の平均の差の検定
（t検定、Sign test、 Wilcoxon signed-ranks test）、 対応関係がない２標本
の平均の差の検定（F検定、t検定、Mann-Whitney U-test）、３つ以上の標本の
平均の差に関する検定(ANOVA、 Kruskal-Wallis test)と多重検定の補正
（Bonferroni法）。さらに、ヒトの主観テストのための仮説検定も学ぶ。
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デザイン認知論

個や集団の創造性について、認知科学・社会心理学・知識科学の観点から概観
し、様々なデザインの文脈へと展開する。また、創造性を促す場やプロセスに焦
点をあてた近年のデザイン研究や事例を検討することを通じて、個や集団の創造
性のメカニズムを理解する。創造性の多義性を踏まえ、当該授業で扱われる創造
性の側面を的確に把握するため、また、応用に繋がる知識へと理解を深めるた
め、適宜演習をとりいれる。
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人間情報工学

本講義では、脳や神経系の挙動を記述する数理モデルについて学ぶ。神経系の数
理モデルは、主としてトップダウン的なものとボトムアップ的なものに分類され
る。トップダウンモデルは人の知覚や行動の特性を模擬し、ボトムアップモデル
は生理学的知見をもとにした神経細胞の挙動を表す。ここでは、この双方の概説
とともに、それぞれの具体的な数理モデルをいくつか紹介する。これらの数理モ
デルの理解を通じて人の神経系の情報処理に関する幅広い視点を学ぶとともに、
実現象に対する数理的な視点の導入方法、数理的知識の応用力等を習得すること
を目的とする。
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機能工学デザイン

科学技術の発展により生み出されたさまざまな革新的デザインは、人々の生活を
豊かにしてきた。これらの革新的デザインを実現するためには、高度な科学技術
をモノやサービスに適用するための技術開発能力を身につける必要がある。本科
目では、最先端の科学技術の理解に欠かせない工学的専門知識を修得させるとと
もに、演習を通して、機能・性能・安全を追求したモノやサービスをデザインす
るために必要な工学的センスを育成する。

講義8時間
演習7時間
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生体模倣工学

完全な炭素循環型社会を実現している生物の生き残り戦略に学ぶことは、持続可
能な社会を実現する強力なアプローチである。最新成果を基に生体模倣工学が如
何にしてイノベーションを起こしてきたのかを解説する。更に、生物の構造と機
能を観察する、数理的、理論的にモデル化する、人工物で模倣する、という生体
模倣工学の3つのプロセスにおいて必要となる知識と各種ツールの活用法を学ぶ
とともに、プロダクトや建築物の設計演習を通じて、生体模倣工学を実践する方
法論について解説する。
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パブリックデザイン

人々の生活を心身ともに豊かにするための手段としてデザインを位置づけ、その
重要性や考え方をパブリックデザイン領域をフィールドに解説する。
社会情勢や都市のあり方等の環境変化に伴うこれまでのパブリックデザインの変
化や具体事例によるデザイン検討の際の価値の位置付け、多様な立場から見た際
の価値の変容などについて説明し、デザインを行うために実施する調査方法につ
いての紹介も行うことで実際のデザインの際に活かせる講義内容とする。簡単な
演習を行うことで、パブリックデザインやデザイン価値の創出、調査方法などの
理解についての習熟をはかる。

講義13時間
演習2時間
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コンテクストデザイン

コンテクストとは、デザインする対象を取り巻く周囲の文脈や状況や背景であ
り、それはデザインした事物によって変容するものでもある。本講義では、多く
の人が同じように解釈できる意味と人により異なる解釈や異なるものがたりが生
まれる余地を意図的に創り出すためのものづくりの方法やユーザーがコンテクス
トを創造する現象について、プラグマティズムの創始者である哲学者チャール
ズ・サンダース・パースの記号論の観点から解説する。議論や演習を行うこと
で、コンテクストをデザインするためのものづくりの方法やあるべき記号過程の
連鎖をデザインする方法について理解し、社会実装に応用可能な力を身に着ける
ことを目的とする。
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レジリエンスデザイン

人間が物理的負荷、心理的負荷を受けた場合にそれを跳ね返そうとする動きが働
く。それがレジリエンスであり、それを適切に働かせようとすることがレジリエ
ンスデザインである。これらに関わる人間の行動の観察方法や分析方法を、行動
的・物理的・心理的、更には生理的な側面から考える。それらを融合させる具体
的な事例を検討し、実験方法のデザインなどを行う。またそれを実施し、仮説を
形成し、さらなる本人権の設計を行い、エビデンスを現場でどう作っていくかの
評価と設計の関係を学ぶ。
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コミュニケーションデザ
イン論

わたしたちを取り巻く、さまざまなメディア表現・文化事象（広告表現、ミュー
ジアム、映像・映画、アート作品、サブカルチャー、その他コンテンツ等）を通
じて、社会を支えるコミュニケーションの成り立ちを俯瞰する。広告表現の事例
を多くとりあげるが、あくまでひとつの素材に過ぎない。社会を支えるコミュニ
ケーションの有り様を問い直し、コミュニケーションのデザインを考え、人びと
の意味活動を考察する。クリエイティブな着想の元、表現が「伝わる」ことの意
味を考え、従来の枠にとらわれることなく、モノ・コト・ヒトを再構成・再定義
し、広義のデザイン視座を得ることを目指す。
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ライフスケープデザイン

ライフスケープデザイン領域の将来的な社会での位置づけや役割について、生活
の中のあらゆる事象を対象とした各自の気づきや問題提起に基づいた演習を行
う。各自の提示するテーマを共有し、ディスカッションを行い、具体的な方向性
や結論を導出することで、私たちの生活に近い領域において主体性をもって課題
発見をする能力やそれらを他者を巻き込みながら検討・プロジェクト化する能力
などを育成する。

コ
ア
科
目

（概要）
生活の在り方を構想し、人間の特性や最新の科学技術を、安心安全で魅力的なラ
イフスケープの創造に向けて応用ないし統合するために必要な導入講義を行う。

（オムニバス方式／全8回）

オムニバス方式

（21　村木　里志／1回）
超高齢社会における人間工学の役割

（78　LOH PING YEAP／1回）
オフィスエルゴノミクス

（20　前田　享史／1回）
人間と環境

（52　松前　あかね／1回）
個の創造性と社会的創造性

（60　西村　貴孝／0.5回）
現生人類の環境適応とその多様性
過去、現在、未来のヒトの健康問題

（84　曽我部　春香／0.5回）
社会におけるライフスケープデザインの役割や価値について、パブリック
デザインフィールドを中心に解説

（87　元村　祐貴／0.5回）
感性と情動の神経科学

（68　澤井　賢一／0.5回）
楽器演奏における数理最適化

（49　藤　智亮／0.5回）
機能とデザイン

（61　秋田　直繁／0.5回）
ライフスケープデザインとインテリア・プロダクトデザイン

（35　齋藤 俊文／0.5回）
ライフスケープデザイン、コミュニケーションのデザイン、
クリエイティブディレクション

（81　樋口　重和／0.5回）
人の行動と脳科学

コ
ア
科
目

メ
デ
ィ

ア
デ
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イ
ン

コ
ー

ス
コ
ア
科
目

視覚心理学特論

視覚心理学について、発展的内容を学ぶ。人間の視覚情報処理システムについ
て、眼や脳の仕組みと、錯視などの視覚現象の対応関係を中心に、実験心理学的
観点から解説する。また、受講者は、視覚心理学のメディアデザインへの応用に
ついて考えるための資料をもとに、レポートを作成する。本講義を通じて、人間
の視覚の能力、特性に関する知識を身に着けるだけでなく、それらに配慮した視
覚デザインを自ら考え実践する態度をやしなうことを目指す。

人間生活デザイン特論

人
間
生
活
デ
ザ
イ
ン

コ
ー

ス
コ
ア
科
目
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色彩科学特論

英語で執筆された色彩科学に関するテキストを輪読形式で読んでいき、色彩科学
の基礎である色覚、さらに、その応用である色彩工学や色彩デザインに至る知識
を修得する。受講者は、担当として割り振られた箇所を前以て予習しておくこと
が必要となる。年度によってテキストを変えているが、とりわけ、色覚、または
色彩情報処理、色彩と芸術や工学との関係に関するものを選んでいる。また、テ
キストを理解するにあたり、基礎的な数学が必要とされ、学部の「色彩学」、
「色彩学演習」を履修していることも望まれる。

コ
ア
科
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ィ
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ザ
イ
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コ
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ス
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ア
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目

心理学的思考法特別演習

実験心理学の論文を読み解くことで、心理学実験の計画方法を学ぶ。多視点的な
モノの見方を心理学を通して身につける。少人数による個別指導と座学を並列し
て行う。最終的には、オリジナルの心理実験の計画をプレゼンしてもらう。心理
学に関連する重要な実験事例、重要な著作物を多数読みながら、心理学の基礎的
な理解を高める。毎週、かなりの課題をこなしてもらう。自前の実験計画を全体
に発表するなど、授業時間中の課題も多く存在する。毎週のレポートを課す予定
である。全体として、大変に厳しくハードな指導となるが、ついてこれれば他大
学や他学部の心理を専門にした学科やコースの教育以上のものが得られるはずで
ある。

コ
ア
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ィ
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ザ
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コ
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ス
コ
ア
科
目

コンピュータサイエンス
特論

コンピュータ・サイエンスにおけるコンピュータ・グラフィックスおよび周辺分
野（ヒューマン・コンピュータ・インタラクション、コンピューター・ビジョ
ン、ユーザー・インターフェース、VR/MR/AR、メディア・アート、その他）にお
いて、これらの研究、活用や応用事例、論文の調査方法、学会等のイベント、実
装の手段、等を紹介する。年によっては外部から関連する講師を招く。また課題
として受講者は、該当分野の論文や応用事例を調査し、発表する。
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ア
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ィ
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ザ
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視覚メディア設計特論

本講義・演習では、まずコンピュータビジョンの考え方や技法を効果的に活用す
るため、より上位に位置するコンピュータビジョンの基本戦略について解説す
る。次に、コンピュータビジョン、コンピュータグラフィクス、画像処理、パ
ターン認識など画像工学に関連する諸分野の英語文献をいくつか輪読・解説し、
画像関連分野について理解を深めるとともに、学術文献を正確に読解し、先行研
究を批判的に吟味しながら論理的かつ客観的に議論を展開する能力を養う。
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画像情報処理システム設
計特論

画像情報を扱うためには様々な画像処理に関する知見が必要である。本授業で
は、画像情報工学に関する研究をする上で基盤となる種々の画像処理に関して理
論的な理解を深める。それらをもとに画像情報工学分野の最近の動向を内外の文
献から学ぶ。これらを通して、それぞれの研究分野に関する知識を深めると共に
各分野の関連性について考察する。更に、複数の画像処理を実際にプログラミン
グすることで、様々な情報工学技術の関係とそれら技術のシステム化について理
解を進める。
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ア
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ィ
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視覚環境知能設計特論

本演習では、画像処理、パターン認識、ノンフォトリアリスティック（非写実
的）レンダリングに関する最近の研究成果を紹介する。また、視覚環境知能設計
への活用が期待される最新の関連技術の中から、特に興味深いテーマを選び、そ
れらについても解説・考察するとともに、新規アルゴリズム開発の道を模索す
る。テーマによっては、プログラミング言語PythonやMATLABなどを用いてアルゴ
リズムを実装し、より深い理解を目指す。
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ア
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コンピュータグラフィッ
クス特論

「空間、物体、光、動き、人、その他をすべてコンピュータの中に再現する技
術」として、ＣＧを考え、そのための背景となる基礎理論から映像完成までの流
れを、物理学や数学をベースにコンピュータの内部処理の視点から解説してい
く。
全体の構成として、三次元CG技法の概観、最近の研究、映像作品、モデリング、
レンダリング、アニメーション、手続き型手法、物理ベースシミュレーション、
ノンフォトリアリスティックレンダリング、フォトリアリスティックレンダリン
グ、インタラクティブシステム、など、各種の技術の考え方、最新の研究の紹介
を予定している。
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メカニクスデザイン特論

幾何形状や機構が創生する運動、力学的に制御される挙動の基本や方程式での表
現、シミュレーションなどを解説するともに、それらを活用してSTEAMアクティ
ビティを体験する演習を行う。前半では、曲線や曲面の数学的表現をもとにした
形と運動の関係、機構の運動、力学的つりあいや姿勢の安定性、力と変形および
連続体の運動・相似則や可視化手法などについて講義と演習とでメカニクスデザ
インの基盤を形成し、参考となる作品の紹介・解説によりその実際的利用につい
て理解を深める。後半では、テーマを選定して、これらの知識を基にクリエー
ティブデザインを展開するグループワークを行う。

コ
ア
科
目

メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
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コ
ー

ス
コ
ア
科
目 メディアサービス特論

デジタル技術を応用した先進的なメディア・サービスに関して、それらの背景と
なる代表的なインターネット技術とAI技術に関して、基本的なアイデアと実現方
式について理解し、それらを利用した新しいサービスを開発する演習を行う。前
半では、インターネット上のメディアサービスの基盤となるWorld Wide Web
(Web) の仕組みを学習し、Webから自動的に情報を取得するクローリングとスク
レイピングについて学ぶ。次に、膨大な情報からユーザが希望する情報を検索す
る手法と、ユーザの志向にあった情報を提供する推薦技術を学習する。次に、AI
を利用したメディア・サービスを実現するために必要な機械学習の基礎、深層学
習の基礎、畳み込みニューラルネットワーク、再帰的ニューラルネットワーク、
トランスフォーマー、敵対的生成ネットワークについて、サンプルプログラムを
用いて学習を行う。後半では、学習した内容を利用して、グループごとにサービ
スをデザインしプロトタイプを開発する演習を行う。
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バーチャルリアリティ特
論

バーチャルリアリティとは、人工的に作られた仮想空間が、我々の住んでいる実
空間とシームレスに繋がっているようにコンピュータを駆使して没入させる技術
である。このためには、人間の視覚や聴覚、触覚などの感覚系の仕組みを生理
的、心理的に把握し、これらのマルチモーダルな感覚を仮想空間内で提示する方
法を検討し、さらに空間内で人間の感覚器官に情報が提示されることから起こる
生理・生体・心理的な反応について計測する必要がある。このような人工的な空
間が生成されると、その空間内で様々な人間の活動についての研究や人間の欲求
への支援が可能になる。バーチャルリアリティが誕生するに至った歴史から、今
日までの研究の歩みを説明し、今後どのような展開になるのかを学習する。
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ア
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メディアアート表現

本講義・演習では、メディアアートおよびメディア表現技術の歴史を概観し、社
会的課題解決を視野にいれ、メディアート表現の枠組みを問い直し、具現化する
力を養う。サウンドデザイン、ウェアラブルコンピュータ、フィジカルコン
ピューティング、インタラクションデザイン等の動向を理解し、AR（拡張現実）
やデバイス表現を応用した社会サービスデザインを実現するためのメディアアー
ト表現スキルを習得する。また、新たな表現内容、技術の考察、開発を志向し、
作品制作を行う。

講義5時間
演習10時間
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視覚記号特論

本講義・演習では、サインとピクトグラムを対象とし、視覚記号に関するデザイ
ンのあり方について考察を深め、その上でデザインとして実装する方法論や思考
過程を理解することを目的とする。講義では、哲学・心理学・脳科学・歴史の各
分野を横断的に外観し、多角的な視点からデザインを捉え、考えを深め、コンセ
プトを構築する過程を習得する。演習では、人を対象としたデザインの評価及び
調査方法を学び、調査結果とコンセプトを踏まえたサインとピクトグラムデザイ
ン制作を行う。

講義7時間
演習8時間
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グラフィックデザイン特
論

グラフィックデザインは、印刷メディアからWebなどの電子メディアまで、ほと
んどのメディアに不可欠なデザインである。グラフィックデザインは、文字、画
像、図、などの視覚的記号を対象としたデザインである。この授業では、メディ
アデザインにおけるこうしたグラフィックデザインの機能について深く理解し、
適切なデザインを遂行する能力の習得をを目的として、コミュニケーションデザ
イン、グラフィック表現、記号作用の３つの観点から多角的に捉えたデザイン記
号論を援用しつつ、グラフィックデザインを論じる。
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映像コンテンツデザイン
特論

映像作品において、コンテンツとテクニックをきちんと融合させなければ、それ
ぞれの分野をバラバラに見せる作品となり、その結果としてテクニックばかりを
誇示するような作品が出来上がってしまうことが多い。本講義では、映画史にお
ける初期の表現テクニック、言わば映像的ストーリーテリング（受け手を物語に
引き込む語り口）を例として、映画史上でも指折りの印象的な名シーンの数々を
取り上げ、鑑賞しながら解説する。映像の基本原理（映像の連続性、空間の同一
性、テンポとリズム、視覚と聴覚）やフレーム内方向性の意味（対立、視点移
動、時間枠の分離）などの関連知識を深めながら業界屈指の監督たちが、どのよ
うにして形式と機能を融合させ、映画史上最も印象的な場面の数々を作り上げて
きたのか、それを分かりやすく解説する。
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シリアスゲームデザイン1

シリアスゲームとは社会問題の解決を目的に据えたゲームである。本講義では、
教育や健康、訓練といった社会的な課題と、デジタルゲームが有する明快なイン
タフェイス、積極性、持続性を向上させる要素を組み合わせたデザインについて
理解し、対象とするテーマの先行事例調査や行った上で企画案を作成する。企画
案をもとに、紙ベースからデジタルモックアップ、実際のデジタル機器で利用可
能なプロトタイプの作成をおこなう。作成後、想定される現場にて実地検証をお
こない、改良、検証を繰り返しながら社会実装可能な質まで高めていく。また、
社会に対してどのよう伝えていくかについての考察も併せて実施する。
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映像表現史特論

1億総カメラマン時代と言われる現代において、映像における表現手法に関する
知識の習得は重要である。本講義では、写真（静止画）の誕生をはじめ、世界各
国における映像表現の歴史を紐解きながら、100年以上の映像の歴史の中で確立
されてきた表現手法について解説する。また現代のメディアテクノロジーの進展
とともに展開されてきたコンピュータグラフィックスなどのデジタル映像を中心
とした芸術表現やコンテンツデザインへの応用について解説する。また「拡張映
像表現」と呼ばれるスクリーンやモニタの「枠」を超えた、現代における映像技
術の進展による表現技法や、提示技法についても、作例を紹介しながら解説す
る。
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造形芸術特論

本講義・演習は、現代に求められている造形性や創造性とは何かを問う。現代社
会の影響に対して身体的・感情的・実践的に反応し、社会と個人の関係を考える
様々な造形芸術のあり方について学ぶ。造形芸術の歴史、創造と脳の関係、身体
性やマイノリティーへの視座などを、造形を主軸に概観する。さらに身体性への
知識を造形的に発展させるためのワークショップを行う。受講者が創造する立場
から芸術作品を理解し、社会や人間への意識を深め、新しい価値観を創造する力
を養うよう促す。

講義8時間
演習7時間
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演劇学特論

シェイクスピア受容史研究を主軸として能・狂言・歌舞伎・新劇・大衆演劇・小
劇場演劇等の現代日本の多様な演劇形態(俳優・劇作家・演出家・劇団・劇場・
演出等)の発達と展開を取り上げ、時代・社会の中で変化する演劇の課題・問
題・存在意義について、鈴木忠志・浅利慶太・蜷川幸雄・野田秀樹・栗山民也等
の演出家の演劇論・演出方法を事例分析により検討することによって、演劇学研
究手法とともに創造的感性や表現・演出方法を習得する。特に近年注目されてい
る地域性を活かして世界に発信していくグローカルな演出手法について焦点をあ
てるとともに、実際に劇場に足を運び、観劇を体験することによって現代社会に
おける演劇の力や可能性や必要性について立体的・総合的に理解することを目指
す。
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ア
科
目

メ
デ
ィ

ア
デ
ザ
イ
ン

コ
ー

ス
コ
ア
科
目 マルチモーダル・コミュ

ニケーション特論

本講義・演習では、人間のコミュニケーションをマルチモーダルコーパスおよび
マルチモーダル分析の観点から研究するための先行研究を概観し、分析に必要な
ソフトウェアの使用方法を実践的に扱う。
（オムニバス方式／全8回）

（74　冬野美晴／6回）
マルチモーダル分析の入門書（洋書）を輪読し、関連する論文を講読する。ELAN
等のマルチモーダル分析に必要となるソフトウェアの実習を行う。

（77　吉村理一／2回）
モダリティ(Modality)に関する言語学の論文（和洋書）を輪読し、理論言語学の
立場からマルチモーダル分析についての理解を深める。

オムニバス方式

講義8時間
演習7時間

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

統計情報学

統計的仮説検定の基礎と実践を学ぶ。まず、統計的仮説検定の仕組みと意義を理
解し、その有用性を理解する。その後、次の代表的ケースの具体的検定手法につ
いて学ぶ：母分散未知の母平均の検定、対応関係がある２標本の平均の差の検定
（t検定、Sign test、 Wilcoxon signed-ranks test）、 対応関係がない２標本
の平均の差の検定（F検定、t検定、Mann-Whitney U-test）、３つ以上の標本の
平均の差に関する検定(ANOVA、 Kruskal-Wallis test)と多重検定の補正
（Bonferroni法）。さらに、ヒトの主観テストのための仮説検定も学ぶ。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

時間生物学

生命現象の中には24時間周期で繰り返しおこる現象が知られており、概日リズム
とよばれる。例えば寝起きのリズムやセミが夏の時期に毎朝羽化することがあげ
られる。概日リズムを扱う学問分野は時間生物学（Chronobiology)と呼ばれてい
る。概日リズムという捉えがたい現象に対して現代の生物学と数理科学がどのよ
うに迫ってきたかを眺めることを通して、複雑な現象をどのようにとらえ解析す
るのか、その技法を学ぶ。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

数理モデリングA

社会現象を記述する数理モデルを構築する際の基本理念を学び、数理モデルの具
体的構築方法、解析方法、および解析結果の解釈作法を習得する。さらに社会現
象を記述した古典的な数理モデルについて知る。具体的には囚人のジレンマと社
会的ジレンマ（公共財ゲーム、軍拡競争）、繰り返し囚人のジレンマと人間関係
ネットワークモデル、罰則や評判のモデル、持続可能な開発、感染症のモデルな
どを取り上げる。大学初年次レベルの数学を前提とし、より高度な数学的手法に
ついて授業中に解説する。

隔年

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

分子生物学

核酸やタンパク質等の生体分子の性質を講義で学び、DNA抽出、DNAのPCR増幅、
塩基配列決定、ゲノム編集、遺伝子組換、タンパク質発現等の分子生物学の手法
を複数の演習を通じて実践的に習得する。目的の遺伝情報を取り出し、遺伝子多
型や後成的変化を解析することで多様性を生み出す生物学的基盤を学ぶ。遺伝子
工学や合成生物学的手法から、バイオテクノロジーの原理を理解する。講義と演
習を交互におこなうことの相乗効果により、知識と技術の確実な定着を狙う。

講義４時間
演習20時間

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

Design in General
Education

Design in Education explore the possibilities of design education as a
form of general education. Design in general education has been
extensively explained by Nigel Cross in the book Designerly Ways of
Knowing. In this subject, students will explore prototype design
learning programs for children as a form of general education.

Design in Educationは、一般教育の一形態としてのデザイン教育の可能性を探
る。一般教育におけるデザインについては、ナイジェル・クロスが著書
『Designerly Ways of Knowing』の中で広く解説している。この科目では、一般
教育の一形態としての子どもたちのためのプロトタイプのデザイン学習プログラ
ムを探る。

隔年

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

生体模倣工学

完全な炭素循環型社会を実現している生物の生き残り戦略に学ぶことは、持続可
能な社会を実現する強力なアプローチである。最新成果を基に生体模倣工学が如
何にしてイノベーションを起こしてきたのかを解説する。更に、生物の構造と機
能を観察する、数理的、理論的にモデル化する、人工物で模倣する、という生体
模倣工学の3つのプロセスにおいて必要となる知識と各種ツールの活用法を学ぶ
とともに、プロダクトや建築物の設計演習を通じて、生体模倣工学を実践する方
法論について解説する。
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コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

バイオマテリアルエンジ
ニアリング

生体システムは核酸やペプチド、タンパク質からなる高性能な生体分子機械から
構成されている。これらの生体分子機械は自然がデザインした機械であり、自発
的な形成プロセスを経て作り出される(自己組織化)。近年では、生体分子機械の
優れた機能や形成プロセスは工学や医療、デザイン分野でも注目されており、そ
の応用に向けた取り組みがなされている。本講義では、生体分子機械を構築する
DNAやRNA、ペプチド、タンパク質の特徴を十分に理解し、これらをベースとした
近年のナノテクノロジーおよび自然界のデザインプロセスの基礎を学ぶ。講義の
最後には、習得した知識を基に、生体分子機械の将来的な応用についてグループ
発表を行う。

講義11時間
演習5時間

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

現代アート実践

近現代のアートを主軸としながら、分野横断的な知見を取り入れ、既存の枠にと
らわれない表現のあり方を模索する。近年、目覚ましい発展や変化を遂げている
美術やデザインの領域において重要と思われる表現について知識や理解を深め、
自身の課題や興味を見つけ出し、それらを独自の方法で表現することを体得す
る。また、この授業では、作品制作だけではなく、作品をどのような場所でどの
ように展示するのか、展覧会自体の企画や運営（キュレーション）にも意欲的に
取り組むことが求められる。独自の視点から展覧会のあり方を再考し、自身の表
現を社会へ向けて発信することを実践的に試みる。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

情報編集デザイン

「編集」を「世の中に散在する物事を観察、収集し、独自の視点をもって分類・
整理・再構築することにより新たな文脈を見出し価値を作り出す一連の作業」と
定義することで、あらゆるものごとが編集活動の対象となる。この授業では、書
籍やウェブサイトなどの従来の編集だけでなく、編集の考え方に基づくサービス
デザイン、組織やコミュニティなどのデザイン、キューレーションなどに対象範
囲を広げ、成果の表現までを学ぶ。このように広義の編集の方法論を学ぶととも
に、応用可能性を追求し、演習を通してそれを実践するためのデザインスキルも
身に付け、さらに帰納的に編集理論を理解することで、理論と実践力の両方を活
用できるようになることを目標とする。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

レジリエンスデザイン

人間が物理的負荷、心理的負荷を受けた場合にそれを跳ね返そうとする動きが働
く。それがレジリエンスであり、それを適切に働かせようとすることがレジリエ
ンスデザインである。これらに関わる人間の行動の観察方法や分析方法を、行動
的・物理的・心理的、更には生理的な側面から考える。それらを融合させる具体
的な事例を検討し、実験方法のデザインなどを行う。またそれを実施し、仮説を
形成し、さらなる本人権の設計を行い、エビデンスを現場でどう作っていくかの
評価と設計の関係を学ぶ。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

サスティナブルデザイン

貧困、飢餓、環境保全など、人類が直面している社会的な課題に対しデザインは
どのような貢献ができるのだろうか？ この授業では、SDGsの目標達成のために
取り組まれている経済、社会、環境のバランスのとれた持続可能な開発の国内外
の事例を学び、デザインで社会課題を解決するためのワークショップを実施す
る。課題を解決するためのアイデアの生み出し方、デザイン制作のプロセスを体
験することで、学生自らが社会課題を解決するための具体的スキルを学ぶ。（集
中講義方式）

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

アート＆リサーチ

芸術の研究というと、従来は作品の研究、あるいは作品の歴史的背景の研究が主
流だったが、近年では、芸術の実践に目を向けた研究が広く行われるようになっ
ている。本科目では、アートやデザインの実践を研究・評価する際に役立つ方法
を学ぶ。アートベースリサーチやアクションリサーチなどの新しい方法、量的研
究と質的研究のハイブリッド型（混合研究法）を知ると同時に、アンケートやイ
ンタビューといった基本的な技法についても深く理解し、研究目的にあった効果
的な方法を実践できるようにする。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

アーツマネジメント

アーツマネジメントとは、さまざまなジャンルの芸術実践と社会とのつなぎ手に
関わる分野である。地域や社会の諸課題に対して芸術が果たす役割に対して注目
が集まっている実情がある。このことを背景にし、この授業では、劇場・音楽
堂、美術館、博物館などの芸術の場のみならず、障害者や高齢者などの抱える多
様な社会的課題にアートがどのように関わっているのかを概観し、理想的なアー
ツマネジメントのあり方を検討する。座学のほか、実際のアーツマネジメントの
現場に足を運ぶなどの実践的な教員も実施する予定である。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

共生社会デザイン論

人と人、環境と人が持続的に共生していく上での現代社会の課題について検討を
加え、それらを解決していく人間行動とそれをはぐくむ社会デザインを明らかに
し、それを導くための政策的な課題を述べる。具体的な課題として、有機性資源
の循環と自然エネルギーを取り上げる。それらが地域産業として成立できる地域
の仕組み作りと企業と市民と自治体の行動と相互の連携について論じるととも
に、その環境的社会的経済的な影響を明らかにしそれらを大きくしていくための
課題を検討する。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

環境リスクマネジメント

Students will learn about the importance of environment risk management
to provide them with a base to formulate and implement projects with
proper risk assesments and action plans to protect individuals,
enterprises and society from costly legal actions and damages associated
with natural disasters.

この授業では、費用のかかる訴訟問題や自然災害に関連する損害から、個人、企
業、社会を守るための適切なリスク評価と行動計画を備えたプロジェクトを策定
および実施するための基礎を考える環境リスクマネジメントの重要性について学
ぶこととする。
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ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

デザイン哲学

真理と倫理と美を実現するデザインが学として成立する基礎について、哲学史に
おける古典的な議論から最新の議論まで取り上げ、未来のデザインのあり方を展
望する。新実証主義、サイバネティックス、ポスト構造主義、批判理論、リサー
チ・スルー・デザインなどの理論について深く学び、現在自分が取り組んでいる
デザイン課題が、学問の歴史やデザイン全体のうちでいかなる位置を占め、いか
なる限界と可能性を持つのかを理解できるようにする。

コ
ア
科
目

未
来
共
生
コ
ー

ス

コ
ア
科
目

イメージ感性論

写真や映画から音響装置まで、視聴覚文化を横断するイメージについて理解を深
めるため、古典ないし最新の理論についての読解や解説から出発し、それらをも
とにメディアアートやデザインの作品分析を進める。ここで感性論と呼ぶ分野
は、人文学的な立場から人間の身体や感覚に及ぼす作用を考察する立場を指す。
それらに関連するテキストを批判的に読解し、具体的なデザインやアートの作品
分析へと応用できるようになることが目的である。テキストは日本語ないし英語
の文献を想定しているが、受講者の関心に合わせて調整する予定である。

スタジオプロジェクトI-A

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 
スタジオプロジェクトI-Aでは、設計・制作、および社会・文化デザインの方法
を中心として、実践的な協働プロジェクトに取り組む。

スタジオプロジェクトI-B

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 
スタジオプロジェクトI-Bでは、デザインの設計・制作、社会や文化デザインの
方法に、デザイン科学、デザイン工学の方法を組み合わせた実践プロジェクトを
実施する。また説得のためのプレゼンテーション（視覚化）の技術を取得する。

スタジオプロジェクトⅡ-
A

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 
スタジオプロジェクトII-Aでは、設計・制作、および社会・文化デザインの方法
を中心として、特に、企業や自治体などとの社会的協働研究プロジェクトに取り
組む。

スタジオプロジェクトⅡ-
B

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 スタジオプロジェクトII-Bでは、設計・制作、およ
び社会・文化デザインの方法に、デザイン科学やデザイン工学の方法を組み合わ
せ、特に、企業や自治体などとの社会的協働研究プロジェクトに取り組む。ま
た、セミスターの最後に外部に向けての公開展示を計画する。外部に向けての公
開展示を計画する。

ス
タ
ジ
オ

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

ス
タ
ジ
オ

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

ス
タ
ジ
オ

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

ス
タ
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オ
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ロ
ジ
ェ
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科
目
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スタジオプロジェクトⅢ-
A

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 
スタジオプロジェクトIII-Aでは、デザイン科学、デザイン工学の方法を中心と
して、実践的な協働プロジェクトに取り組む。

スタジオプロジェクトⅢ-
B

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 
スタジオプロジェクトIII-Bでは、デザイン科学やデザイン工学の方法に、設
計・制作、社会・文化デザインの方法を組み合わせ、実践的協働プロジェクトに
取り組む。また、公開のための高度なプレゼンテーション（視覚化）の技術を取
得する。

スタジオプロジェクトⅣ-
A

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 
スタジオプロジェクトIV-Aでは、デザイン科学やデザイン工学の方法を中心とし
て、特に、企業や自治体などとの社会的協働研究プロジェクトに取り組む。

スタジオプロジェクトⅣ-
B

「スタジオプロジェクト科目」は、PBL形式の演習科目であり、演習課題は専門
分野を横断したコース横断型としての特色を持つ。その演習を通して、学生は実
践的コンテクストにおいて必要とされる複数の専門リテラシーを獲得しつつ、そ
のなかで自らの専門性をいっそう高める機会を持つ。実践的な課題に専門の異な
る学生がグループで関わることによって、専門的な実践能力、問題探求能力、問
題解決能力とともに、より高度なコミュニケーション能力の修得をねらいとす
る。 そのため、スタジオプロジェクト科目は、複数のプロジェクトが集合した
科目の形態をとっている。 
スタジオプロジェクトIV-Bでは、デザイン科学やデザイン工学の方法に、設計・
制作、社会・文化デザインの方法を組み合わせ、総合的かつ実践的協働プロジェ
クトに取り組む。また、セミスターの最後に外部に向けての公開展示を計画す
る。

機能工学デザイン

科学技術の発展により生み出されたさまざまな革新的デザインは、人々の生活を
豊かにしてきた。これらの革新的デザインを実現するためには、高度な科学技術
をモノやサービスに適用するための技術開発能力を身につける必要がある。本科
目では、最先端の科学技術の理解に欠かせない工学的専門知識を修得させるとと
もに、演習を通して、機能・性能・安全を追求したモノやサービスをデザインす
るために必要な工学的センスを育成する。

講義8時間
演習7時間

シリアスゲームデザイン1

シリアスゲームとは社会問題の解決を目的に据えたゲームである。本講義では、
教育や健康、訓練といった社会的な課題と、デジタルゲームが有する明快なイン
タフェイス、積極性、持続性を向上させる要素を組み合わせたデザインについて
理解し、対象とするテーマの先行事例調査や行った上で企画案を作成する。テー
マについては各自による選定を基本とするが、あらかじめ用意する場合もある。
また、調査は現地に赴いてのフィールドワーク実施を原則とする。

シリアスゲームデザイン2

シリアスゲームデザイン1の継続として実施する。1で作成した企画案をもとに、
紙ベースからデジタルモックアップ等によるプロトタイピングをおこない、最終
的に実際のデジタル機器で利用可能な作品制作をおこなう。作成後、テーマに
沿った現場にて実地検証をおこない、改良を繰り返しながら課題解決としてのエ
ビデンスとコンテンツとしての質を社会実装可能な段階まで高めていく。また、
制作したものを社会に対してどのよう伝えていくかについての考察も併せておこ
なう。
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コネクティッドデザイン

社会や経済、地球環境の激動、それに伴う人々の価値観の多様化など不確実な未
来をどう扱うか課題となっているため、デザインにおいてもこれまで以上に分野
や領域を超えた発想や活動が求められる。そして、創出した製品・サービスが利
益相反（使用価値・経済価値・社会価値）を招くこともあり、コンセプト立案・
プロトタイプ・実証実験・社会実装に一貫して関与し、最適化する力が求められ
ている。また、ICT・IoT技術の進展により多くの製品はワンストップサービスに
組み込まれる事から、マクロ・ミクロ両面の視点でデザイン開発することが重要
になってきている。
そこで本授業では、コネクティッドデザインの先進事例の概説と演習を通じて、
コネクティッドデザインの理解と方法論を修得する。

デザインイノベーション

デザインとは多様な分野の活動や情報を統合、編集、応用し、新たな価値を創造
する行為であり、ますます複雑化するこれからの社会でイノベーションをもたら
すためには、これまで以上に分野や領域を超えた発想や活動が求められる。さら
に、魅力的なデザインやサービスをクリエイトするだけでなく、それを実際に商
品化、実現化しビジネスとして成立させることが必要である。
そこで本授業では、イノベーションを起こすために必要となるデザインの実践的
な考え方や手法について、デザイン開発現場で実践されている取り組み事例など
を用いた講義と、様々な専門家の講演や実践的なワークショップを通じて修得す
る。

ストラテジック・サービ
ス・デザイン

本講義は、企業、あるいは、自治体が主体となり、顧客あるいは従業員に対して
提供するサービスをデザインするために求められるスキルおよびナレッジの提供
を目的とする。サービスをデザインする場合、そのデザインの対象は、顧客体験
のみならず、顧客体験を成立させるバックエンドのシステム、パートナーで構成
されるエコシステム、ビジネスモデルまでをデザインの対象とする。これらをデ
ザインするために必要な理論を、様々なツールやメソッドを用いながら、講義お
よび演習を通じて修得する。

講義8時間
演習8時間

HCIデザイン

本講義演習は、先行研究のリサーチを踏まえたインタラクティブ・システムの企
画開発、ならびに、評価手法の習得を目的とする。具体的には、チームを組織
し、インタラクティブ・システムをデザインし、HCI分野のトップカンファレン
スである国際会議(CHI)向けのポスター用原稿を作成する。この過程で、先行研
究のリサーチ、インタラクティブ・システムの企画・設計・開発、英語での
ショートペーパー執筆、英語でのポスター作成を学修する。

エキスペリエンス（UX）
デザイン

本講義演習は、顧客体験・ユーザ体験・従業員体験など、サービスにおけるタッ
チポイントごとの体験のデザインを目的として、様々なデザインツール・デザイ
ンメソッド・デザインプロセスの習得を目的とする。具体的には、フィールド
ワークを実施し、コンテキストを理解し、デザイン機会を同定した上で、サービ
ス体験のプロトタイプのデザインおよび評価を行う。この過程で、観察法、イン
タビュー法、分析法に加えて、各種モデリング手法を学修する。

アート・シンキング

本講義演習は、アーティストならではの認知プロセス(art thinking)を理解し、
イノベーションへの応用(Art Thinking)を学ぶ。具体的には、Jacob(2018)らの
定義するMetacognition、Use of resource banks, Prolonged research,
Problem-creation、User of constraints and generation、Conversation with
the work、Delaying Closure、Reflection and evaluation of thematic
coherenceといったアーティストの思考プロセスの学習に加えて、実際にアート
作品の制作演習を通じて、アーティストの認知プロセスの疑似体験を行う。

インクルーシブデザイン

インクルーシブデザインとは、これまで除外されてきた（エクスクルード）ユー
ザー層を包含し（インクルード）、かつビジネスとして成り立つデザインを目指
す考え方である。障がいを、人と人の間にある社会の課題ととらえ、日常の「気
づき」から発想する方法をとる。本授業では、インクルーシブデザインの概念、
方法論、事例の理解と実践力の習得を目的とする。具体的な学生に身につけさせ
る知識・能力としては、多様なユーザーの理解、社会排除の理解などの課題発
見、「ともに」デザインするコデザイン手法の展開能力を想定している。

ソサエタルデザイン

ソサエタルデザインのカタチは多岐にわたっている。本授業は、社会とは直接設
計するものではなく、多様な参画者の対話を通じて創発されるものである。超包
摂的な社会に向けて参画型のプロセスを通じた戦略的デザイン案の制作を行う。
社会に向けて参画型のプロセスや多様な参加者とのコミュニケーション手法など
を含めた戦略的なデザインの手法を身につける。
キーワード:
デザインを通じた研究( Research through Design) , Inclusive Design,
Participatory Design, Strategic Design, Dark matter)

（59　張　彦芳）
ユニバーサルデザインの視点から、多様な参画のあり方のデザインに関する指導
を行う。
（62　稲村　徳州）
人間社会を超えた生態系までを視野に広げたポスト人間中心デザインの視点から
指導を行う。
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ソーシャル・システム・
デザイン

本授業は、現代社会の環境、エネルギー、高齢社会、地方都市等の諸問題を解決
するための新たな統合的デザイン視点として、社会を複数の機能システムが並
列・分散的に存在し、それらの各システムが自己生成し、自律しながらも相互に
依存、協調しあっている社会、つまり自律分散協調社会システム（以下、社会シ
ステム）と定義し、その社会システムの計画・設計手法等を修得する。具体的に
は、社会から機能システムを発見・抽出・分析する方法論及び持続可能性な社会
システムを創造（あるいは再構築）する実践的デザイン方法論やツール、技法等
を、事例研究を通じて修得する。

プロデューサー原論

プロデューサーとは、民間企業・公共団体等を問わず事業戦略策定や新製品・新
サービス開発、流通、販売、広告、財務、法務、施設開発・運営、環境対策等さ
まざまな領域において、それぞれの目的を達成するために必要なヒト・モノ・カ
ネ・情報を統合し、新たな価値を創造するデザイン能力を兼ね備えたジェネラリ
スト型人材のことをいう。そして、多様化し複雑化する現在社会において、プロ
デューサーは最も必要とされている人材の一つである。 しかし、各業界で使わ
れているプロデューサーやプロデュースという言葉について明確な役割やスキル
などの定義がない場合が多い。 そこで、各業界のプロデューサーや事例を考察
しながら、プロデューサーの役割やデザイン能力、技能、行動規範等を理解する
ことに主眼を置き、講義・演習を通じて自らの気づき、意志による選択力、提案
力、判断力等を育む。

講義8時間
演習8時間

デザインマネジメント

今日、デザインは企業等における価値創造の仕組みとして広くとらえられ、製品
やサービスの創出、イノベーションへの応用、企業と市場と社会との関わりにデ
ザインを応用するなど、その対象や役割は拡大している。そこで本科目では、論
文・文献、事例などをもとに、企業内デザインの起こりから、その変遷を時系列
的に辿りつつ、デザインの対象の広がりや、デザイナーの役割の拡大、今後の展
望について理解し、今後のデザインおよびデザイナーに求められるあり方につい
て考察、活用できるようにする。

デザインマーケティング

市場性や競争力のあるデザイン開発のためには、生活者のニーズ、企業の動向、
市場の状況などを把握するとともに、デザインの対象はもとより、デザインプロ
セスなどにも関係する諸要素をシステムとして把握し、上記の目的を達成するた
めの的確なアプローチによりデザインプロセスを展開させていくことが必要であ
る。そこで本科目では、論文・文献、事例などを用いて解説するとともに、簡単
な演習などを通して、デザインに関連する調査・分析の考え方や手法を修得し、
今後において活用できるようにする。

デザインプロジェクトマ
ネジメント

感性価値を創造し、社会に適用していくためには、(1)社会課題の探索、(2)戦略
の創造と選択、(3)実行の三つの要素が重要である。(1)と(2)はプロジェクトマ
ネジメントの立ち上げに相当し、(3)はプロジェクトマネジメントの計画・実
行・終結プロセスに相当する。本科目では、プロジェクトマネジメントに関する
理論やツール・技法を概説するとともに、プロジェクトの立ち上げから計画・実
行・終結といった一連のプロセスについて社会との関わりを体験する演習を通じ
て、プロジェクトを進める上で有効な主要ツール・技法を修得する。

講義８時間
演習８時間

ブランドビジネスデザイ
ン

企業・事業・地域・製品などのブランド及びブランドビルディングをビジネスに
組み込むことで、飽和状態にある顧客ニーズの掘り起こしや商品やサービスの差
別化が可能になる。本科目では、それぞれのビジネスレベルに応じたデザイン方
法論・戦術を検討し、具体的な実例に基づいた講義・演習を行う。具体的には、
ブランドデザインにおける機能的便益性や情緒的便益性にもとづいてデザインを
切り口にして、対象となる商品・施設・事業を事例として、具体的なケーススタ
ディやフィールドワークをもとに感性ブランドデザインの方法論やプロセス化を
修得する。

講義８時間
演習８時間

デザイン産業事情1

21世紀に入り、デザインの活用のされ方は20世紀の産業型社会とは大きく異なる
局面を迎えつつある。本科目では、持続可能な社会の構築を目指すデザイン、既
存のメディアを統合する新しいメディアデザインなど、最新のグッドデザイン賞
の受賞作や、デザインを主軸にした企業活動、従来とは異なるデザイナーの活動
を通して、新たな時代を拓きつつある国内・国外の新しいデザイン動向の事例研
究を用いながら講義することにより、時代への対応力とデザインビジネスの創出
力を高める。

デザイン産業事情2

本科目では、デザインによる生活価値の創造を核とするビジネスのスタイル、特
に価値を生活者と共有し、その支持をもとに製造者、販売者を組み合わせて自ら
事業を実施するスタイルの先行事例として産業界で注目を集めているサービスデ
ザインなどを取り上げ、ビジネスの実現方法を学ぶとともに、生活者との価値共
有の仕方、生産者・販売者間の連携ビジネスの仕方、事業としての採算の取り方
などについて、講義と具体的な手法を体験する簡単な演習を通じて修得する。

知的財産法1

知的財産法は、デザインの保護法制として重要のみならず、ビジネスを展開する
上でも非常に重要である。
そのため、まずは知的財産法の基礎を習得し、その後実際の登録状況や裁判例に
ついて確認していく。経営的に創作を秘密として保護するのか、知的財産権とし
て保護するのかをどのように判断するのか、そうしたクローズ戦略だけでなく
オープン戦略についても確認していく。また、裁判例は、どのようなデザインに
ついて保護が欲せられているかが把握できるものであり、非常に重要であること
からできる限り詳しく扱う。
知的財産法１では主に意匠法と不正競争防止法を扱う。
なお、特許法は知的財産法の基礎法とも言えることから、できる限り取り扱う。

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-32 基本計画書－57



知的財産法2

知的財産法は、デザインの保護法制として重要のみならず、ビジネスを展開する
上でも非常に重要である。
そのため、まずは知的財産法の基礎を習得し、その後実際の登録状況や裁判例に
ついて確認していく。経営的に創作を秘密として保護するのか、知的財産権とし
て保護するのかをどのように判断するのか、そうしたクローズ戦略だけでなく
オープン戦略についても確認していく。また、裁判例は、どのようなデザインに
ついて保護が欲せられているかが把握できるものであり、非常に重要であること
からできる限り詳しく扱う。
知的財産法２では主に商標法と著作権法を扱う。
なお、特許法は知的財産法の基礎法とも言えることから、できる限り取り扱う。

リーダーシップ論

組織におけるリーダーシップの発露の仕方には、目には見えない構造があり、そ
れを理解することで、いつ、どのような状況で、どのようにして、どんな類の
リーダーシップを発揮できるか（そして、できないか）を意識的に制御したり、
予測したりすることができる。
本授業は、この命題にもとづいて、「リーダーシップ」に関する主な理論を解説
する。各回の授業では、当該理論や概念に関する理解を深めるために、講師によ
る解説だけではなく、ワークショップやアクティビティ及び受講生グループによ
るプレゼンテーションを行う。

講義25時間
演習5時間

デザイン思考

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、多様なステークホルダーを巻き込んだゼロワンのアイデア創造のためのク
リエイティブなリテラシーが必要である。本講義では、その優れた技法として注
目を集める「デザイン思考」の基礎を学ぶ。課題発見から社会実装のための提案
まで、学生のイノベーション実現能力向上を目指すことを授業の目標とする。具
体的な学生に身につけさせる知識・能力としては、デザイン思考についての基本
的知識、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセスに
関する技法を能力として身につけさせる。

リーンスタートアップ演
習1

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習２のテーマは
デザイン思考からビジネスモデルへの展開で、学生の身につける力は、ビジネス
面の基礎的理解が中心となる。

（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同

リーンスタートアップ演
習2

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習2のテーマは
デザイン思考からビジネスモデルへの展開で、学生が身につける能力としては、
ビジネスとアントレプレナーシップに関する基礎的理解が中心となる。それらの
知識を理解した上で、ビジネスモデルキャンパスなどの演習を行う。

（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同

リーンスタートアップ演
習3

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習3のテーマは
プロトタイピングである。学生の身につける能力は、ビジネスやアントレプレー
ナーシップの知識をもとに、演習１、２で創造したアイデアを社会実装・起業の
ためのプロトタイプとして精度を高める実現力である。
（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同

リーンスタートアップ演
習4

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同
時に、課題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価に至るプロセス技法
が必要である。本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の
基礎を学び、受講者のイノベーション実現能力向上を目指す。演習4のテーマ
は、ビジネスの専門的知識から知的財産として活用するまでのメソッドを学び、
その方法論を説明する能力を培うことである。それらをもとにプロトタイピング
とビジネスモデルを融合した提案をVCや企業へ最終プレゼンテーションする。

（82　平井　康之）
全体の企画、ディレクション、およびメインファシリテーション

（62　稲村　徳州）
各チームのファシリテーションを補佐し、デザインプロセスの習得を指導する。

共同
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SD特別プロジェクトⅠ

本プロジェクトでは、SD特別プロジェクトⅡ～Ⅳの基礎として、民間企業や行政
などの協力のもと、幾つかのテーマを提示し、履修学生は希望するテーマを選
択、プロジェクト形式で実施する。具体的には、デザイナーとしての基本的な資
質に加え、高度デザイン能力として、デザインコンセプトを決める構想力・個別
課題対応能力を持ちながら、その企画、生産、知的財産化、流通、販売までのデ
ザインビジネス過程の推進・支援に関する基礎的な能力を育成する。

SD特別プロジェクトⅡ(ス
トラテジックデザイン)

担当教員がそれぞれテーマを提示し、履修学生は希望するテーマを選択、プロ
ジェクト形式で実施する。選択したテーマに関連する先行研究などの基礎調査、
関連領域の基礎的な調査を通じて、問題の洗い出し（課題の探索）を行う。その
後、注目すべき問題の絞り込み（課題の定義）を行う。解決策の洗い出し（解決
の展開）を行う。その後、解決策の絞り込み（解決の提供）を行う。取り纏めを
行い、プレゼンテーション・合評を行うとともに、最終成果物を制作する。

SD特別プロジェクトⅢ
(ソーシャルデザイン)

ソーシャルデザインは、これまでのパブリックやコミュニティデザインから、近
年その範囲を行政デザインやSDGsまで広げている。
本プロジェクトでは、ソーシャルデザインの理解を元に、グループワークによる
実践的なプロセスを通じたソーシャルデザインの課題解決策の提案開発を授業の
目的とする。
具体的には、ソーシャルデザイン担当教員がそれぞれテーマを提示し、履修学生
は希望するテーマを選択、プロジェクト形式で実施する。
具体的な学生に身につけさせる知識・能力としては、多様なステークホルダーと
のワークショップによる課題発見能力から、課題解決策を最終成果物として制作
する能力、そして提案のプレゼンテーション能力を想定している。

SD特別プロジェクトⅣ(ア
ントレプレナー)

SD特別プロジェクトⅥは、他部局連携によるプロジェクトベースドラーニングの
一環として実施され、外部パートナーの提供する課題に対して、限られた期間の
中で、創造的かつ実践性に優れた価値提案を行う方法論を学ぶ。
本演習は、九州大学ビジネススクール(QBS)、およびアントレプレナーシップセ
ンター（QREC）の学生とともにプロジェクトを組織し、専攻/専門知識・経験が
異なる他者との共創スキルを高めることを目的とする。

環境化学特論

環境中の農薬およびダイオキシン類などの残留性有機汚染物質（POPs）および食
品や洗剤などあらゆる日常品に含まれる香料などの化学物質が健康や成長にもた
らす影響は、世界的な関心を集めている。また、近年、爆発物や神経ガス等によ
るテロ活動が頻発し、安全に関する懸念が高まっている。これらの化学物質を正
しく計測することは、それらの環境中での挙動を知り、リスクを評価する上で重
要である。本講義では開発中の環境分析法、及びそれに必要な理論、予測方法等
について紹介する。

熱環境学特論

現代は地球規模の温暖化（気候変動）と都市部のヒートアイランド現象（都市気
候）の2つの異なるスケールの温暖化の影響に晒されている。世界の約50%の人が
都市に暮らしており、都市環境を適切に保つ事は重要な課題である。本講義で
は、気候変動の科学的知見について、理解を深める事を目指す。授業の中では文
献を読んで抄録を作成し、発表を行う。またその発表内容に対してディスカッ
ションを行う事で、文献の理解を深めていく。

建築構造学特論

この講義では、鉄筋コンクリート構造の建物が大地震に対し倒壊しない性能を付
与するための耐震構造計画、各種構造計算の進め方、さらには既存不適格建築物
の耐震改修事例などについて、最新の研究成果に基づき解説する。授業担当教員
による解説を主とした形態であり、時折、学生との問答を通じて、関連の知識を
深めていく。ただし、特定の課題等に対する自身の意見や考えを取りまとめ、複
数の学生の前で発表し、質疑応答をする形式の授業も複数回行う。

環境材料学特論

この講義では、建築の構造材料(木材・コンクリート・鋼材）の基礎的理解を前
提に、部位構成材料・機能材料、そして地域資源としての材料について解説す
る。建築物の設計において建築材料選定の良否は、建築物のデザインのみで無
く、居住性、耐久性、安全性などに大きな影響を及ぼす。環境材料学特論では、
建築材料の基礎と、建築物における「適材適所」を学ぶ。様々な機能を有する最
新の材料や、材料のリサイクルについて知るとともに、地域資源としての材料を
活かした建築・景観づくりの事例から持続可能な社会への貢献を考える。

環境心理学特論

この講義では設計の本質を知り、人間主体の環境デザインを行うために、環境心
理学の知見について講義するとともに、最新の人間環境系研究事例を題材とした
授業を行う。人間による環境の知覚とそれに基づく環境の設計、さらには場所の
認知と記憶、住環境、オフィス環境等のトピックについて事例を紹介しながら解
説する。受講生は与えられた課題に対し、教科書を熟読して予習し、授業中には
ディスカッションを通してお互いの理解を深める。

建築計画特論

現代の住宅地や地域施設は、どのような計画プロセスにより構築されているの
か、またそのプロセスに参加するのは誰で、これらは本当に社会的な要請に従っ
て構築されているのか。また、計画者や設計者はどのような役割を果たし、エン
ドユーザーはどう評価しているのか。
ここでは、現代社会において建築デザイン計画を行う上で必要となる諸条件のア
ナリシス（調査・分析方法等）とコンパイル（実践的デザイン計画手法等）につ
いて、関連文献・研究論文・実際の計画設計事例を通して学習する。

建築構法計画特論

この講義では、日本の建築構法計画・建築生産システムがどのような仕組みに
なっているかを、諸外国の現状と比較しながら学んでいく。
建築の世界で研究者や技術者として活躍する際必要な、その世界の専門家として
必要最小限の知識、技術、考え方を習得すること目標とし、建築構法計画・生産
システムを取り巻く環境の変化に柔軟に対応できる素養と適応力を身につける。
さらに、建築構法に関連する分野について、国家資格「一級建築士」に要求され
る水準の学問的知識と実務上の知識を習得することも目指す。

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-34 基本計画書－59



環境保全学特論

本授業は講義形式を中心とし、自然の保護と保全、特に農山村、森林環境を中心
にテーマを設け進めることとする。これらに関わる法規制、キーワードの説明と
共に、植生の調査方法、および、講師の関わるフィールドを事例に講義を進め、
学生の理解を深める。また、小研究課題を課し、提案レポートを制作し、発表を
行う。都市への人口集中と農山村の過疎化の進行、災害の増加、生産環境、自然
環境の課題に対し、学生自らが考えを深め、それぞれの分野で活かす動機となる
ことを本講義の目的とする。

景観生態学特論

この講義では、都市部、田園部、森林部それぞれにおいて、生態的プロセスや社
会的プロセスが、景観の構造や機能にどのような影響を及ぼしてきたかを理解す
ることを目的とする。そのために、現在、土地利用上の利害対立や生態的基盤の
劣化が急速に顕在化しつつあることも踏まえながら、エコロジカル･プランニン
グに基づいた土地利用計画や地域環境計画の方法論、生態系管理技術などの動向
を最新の研究成果にもとづいて学習していく。

ランドスケープデザイン
特論

豊かな自然の存在する地域では、自然環境を計画的に保全するとともに、ランド
スケープの資源として積極的に管理・活用するためのマネジメントが求められ
る。また、都市や都市周辺の農村地域などでは、人々の日常的な生活行動支援に
かかわる緑地・公園などのオーブンスペースや諸施設などの構成要素を関連付
け、優れたランドスケープとして創出するためのマネジメントが必要となる。そ
こで本講義では、自然の営みや都市活動と人間との相互依存関係を理解し、様々
な生活環境の持続的発展に寄与するランドスケープのあり方について理解を深め
てもらう。そのため、基礎的事項を解説するとともに、各種の事例を教材として
とりあげ、計画的課題の設定や調査・分析方法、計画手順、時間管理などについ
て言及する。

日本建築史特論

この講義では、建築史研究の方法論および基礎的技法を学ぶことを目標として、
日本建築史・都市史に関する講義および文献・史料の読解等を行う。基本的な用
語・概念の理解や歴史的変遷の理解の根底をなす史料や先行研究を読み解き、そ
の解釈の妥当性などを検討する。具体的な対象は、茶室、宮殿、神社、あるいは
近代の建築学など、さまざまに設定し、対象によっては建物・町並み等の実地見
学や修理工事の見学などを組み込む場合もある。

西洋建築史特論

この講義では、西洋の歴史的都市を、古代から現代にいたるまでのプロジェクト
の集積ととらえ、それぞれのプロジェクトの基本戦略、手法、理念などを説明す
る。また、西洋建築史・都市史研究の基本的な手法についても説明する。全球的
視野にたって非西洋との比較・対照も念頭におきながらも、近代建築・近代都市
を生み出す母体となった西洋の伝統的な都市・建築について深く学ぶことで、都
市や建築についてさまざまな観点から解釈できるようになることを目標とする。

文化財学特論

欧州に端を欲する近代保存運動のなかで文化財概念がどのように形成されてきた
のかを概観する。それらがどのように現代においては解釈されているのかを理解
するため、文化財に関する国際憲章を講読する。アテネ憲章、ベニス憲章、ユネ
スコ世界遺産条約、オーセンティシティに関する奈良ドキュメント、バラ憲章な
どを読みながら、文化財保存修復概念の諸相を示す具体事例を紹介しつつ、ディ
スカッションをおこなう。学外見学をおこなう場合もある。

国際環境政策特論

本講義では、気候変動における国際枠組みの歴史的経緯と現状、温室効果ガス排
出量算定方法論の解説を行う。具体的には、国連気候変動枠組条約における京都
議定書からパリ協定への国際枠組みの変遷と国家間意思決定プロセス、また、国
際的に削減や提出を求められている二酸化炭素等の温室効果ガスはどのように計
算されているのか、排出量の計算方法とそのデータの読み解き方、政策的活用や
国際評価について概説する。気候変動における国際的環境政策について、科学と
政策の両面から習得することを目的とする。

環境人類学特論

国際協力は多くの場合、世界各国の経済格差（「南北問題」）を背景にして、先
進国による発展途上国に対する開発援助という形で行われる。開発援助は第２次
世界大戦後、アメリカを中心とする戦勝国によって、世界の貧困を経済発展で解
決する目的で始まった。しかし、近年グローバル化が進展し、多くの発展途上国
が世界資本主義体制に組み込まれたことから、開発援助の見直しが必要となって
きた。また、別の見方では、グローバル化の進展によって、世界の格差が拡大
し、貧困の解消を目的とする開発援助はますます必要になってきたという見方も
ある。
この授業では、開発援助という国際協力に焦点を当て、「グローバル化した世界
における開発援助の在り方」を考えることを目的とし、履修者にはこの「グロー
バル化した世界における開発援助の在り方」というタイトルで最終レポートの提
出を求める。

環境文化特論

この講義では、地域における環境と文化の関係について、とりわけ芸術を用いた
都市再生・地域再生や社会再生の実例を検証しながら社会的関心を高めて行くた
め、社会に対して働きかける方法について解説する。とくに芸術文化の魅力や力
を用いて都市再生・地域再生や社会再生に挑んできたヨーロッパの事例などを多
彩に分析検討しながら、ブラウンフィールドが再生されていくダイナミズム、そ
こから創出される創造都市＝クリエイティブ・シティの原理に関する内容を理解
すると同時に、昨今の疲弊する地域社会の再生へ向け実践的な提案プログラムを
創出することを目標としている。
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環境デザインプロジェク
トA

環境デザインに関する方法論や知識を演習を通じて修得し、応用する力を身につ
けるためのプロジェクト科目である。プロジェクトのテーマは環境設計コースの
コア科目をベースに、主に建築学分野に含まれる環境心理学、建築計画、建築構
法計画、建築史などの分野から設定され、学生が選択して履修する。初回にその
年度に設定されたテーマについての説明を受けた後、選択したテーマごとに別れ
て調査・制作を行い、最後に合評会が行われる。

環境デザインプロジェク
トB

環境デザインに関する方法論や知識を演習を通じて修得し、応用する力を身につ
けるためのプロジェクト科目である。プロジェクトのテーマは環境設計コースの
コア科目をベースに、主に都市・ランドスケープ分野に含まれる環境保全学、景
観生態学、空間情報学などの分野から設定され、学生が選択して履修する。初回
にその年度に設定されたテーマについての説明を受けた後、選択したテーマごと
に別れて調査・制作を行い、最後に合評会が行われる。

ランドスケープデザイン
プロジェクト

ランドスケープデザインに関する演習を通じて、調査、計画、設計に関する高度
な知見と技術を習得し、応用する力を身につける。
自然‐都市的な環境における調査（サーベイ）・計画（プランニング）の演習を
通して、地域環境の自然的、社会的、空間的、時間的特性と人々の利用行動との
関係を基調としたランドスケープの形成プロセスを理解し、ランドスケープの保
全・活用・創造に資する里山・都市緑地・都市施設等を総合的に調査・計画・設
計する能力を養成する。

共同

ストラテジックアーキテ
クトプロジェクトA

建築設計等の実務経験を有する一級建築士である学内教員が、少人数のスタジオ
形式にて実践的プロジェクト等を課題として計画・設計実務演習を行う。特に、
建築デザインに関する専門知識や技能を背景に、デザイン領域を融合した先導的
な建築プロジェクトに参画し、企画立案・事業計画策定、基本構想、基本設計レ
ベルの設計図書作成を学ぶ。
本科目はJABEE認定(UNESCO-UIA準拠）のグローバル・アーキテクト・プログラム
の主要科目および一級建築士試験に関わる実務認定科目である。

ストラテジックアーキテ
クトプロジェクトB

建築設計等の実務経験を有する一級建築士である学内教員が、少人数のスタジオ
形式にて実践的プロジェクト等を課題として実務演習を行う。ストラテジック
アーキテクトプロジェクトAで獲得した、建築デザイン実務に関する基礎的専門
知識や技能を土台として、さらなる設計図書作成、設計監理の方法等を学ぶ。
本科目はJABEE認定(UNESCO-UIA準拠）のグローバル・アーキテクト・プログラム
の主要科目および一級建築士試験に関わる実務認定科目である。

グローバル・アーキテク
ト・プロジェクト

主に海外のフィールドを対象とした設計演習を行う。実際の敷地と具体的な設計
条件を設定し、フィールドリサーチおよびプロポーザル的な検討内容および成果
物を要求される設計課題に取り組む。また、海外の交流・連携締結大学を中心と
して、短期間の国際デザインワークショップ等を共催し、国際的経験と実務的知
識等を修得する。演習の指導を担当する教員は設計実務に精通した有資格者(一
級建築士)とする。
本科目はJABEE認定(UNESCO-UIA準拠）のグローバル・アーキテクト・プログラム
の主要科目である。

アーキテクト・インター
ンシップⅠ

登録資格である一級建築士資格において実務経験2年に相当する要件として指定
されるインターンシップ科目の前半部分である。建築設計を行う一級建築事務所
に出向き、建築士の指導の下、プロジェクトマネジメント、建築設計図書の作
成、設計・工事監理、工費積算等の建築設計の補助業務を行う。
原則として1年次夏季に履修するものとし、初回に事前ガイダンスが行われた
後、3週間（90時間以上）のインターンシップを行い、最後に成果報告会を実施
する。

アーキテクト・インター
ンシップⅡ

登録資格である一級建築士資格において実務経験2年に相当する要件として指定
されるインターンシップ科目の後半部分である。建築設計を行う一級建築事務所
に出向き、建築士の指導の下、プロジェクトマネジメント、建築設計図書の作
成、設計・工事監理、工費積算等の建築設計の補助業務を行う。
原則として2年次夏季に履修するものとし、初回に事前ガイダンスが行われた
後、3週間（90時間以上）のインターンシップを行い、最後に成果報告会を実施
する。

建築インターンシップ

登録資格である一級建築士資格において実務経験1年に相当する要件として指定
されるインターンシップ科目である。建築設計を行う一級建築事務所に出向き、
建築士の指導の下、プロジェクトマネジメント、建築設計図書の作成、設計・工
事監理、工費積算等の建築設計の補助業務を行う。
原則として2年次夏季に履修するものとし、初回に事前ガイダンスが行われた
後、4週間（120時間以上）のインターンシップを行い、最後に成果報告会を実施
する。

聴覚心理学特論

This is a seminar-style class discussing how human beings perceive, 
construct, and understand the outer world through the auditory system.  
Every student has to read through a textbook in English and present 
summary of the book.

ヒトが聴覚を通じていかに外界の様子を知覚、構成、理解するかについてセミ
ナー形式で学び、討論する。英語で書かれた聴覚に関する専門書を一冊読み、そ
の内容について発表を行うことがそれぞれの学生に課される課題である。
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聴覚生理学特論

キーワード:時間、聴覚、視覚、視聴覚デモンストレーション、知覚実験。 
Keywords: time, audition, vision, audio-visual demonstrations, 
perceptual experiments.
全ての知覚の枠組みを形作る時間について、学生が最近の面白い研究を見つけて
発表し、それに関連する視聴覚デモンストレーションの制作あるいは簡易な知覚
実験を行い、発表する。 Classes are in English / Japanese.

時間知覚特論

キーワード：感覚生理学、聴覚生理学、脳科学、聴覚心理学、EEG、 MEG、 
NIRS、 fMRI。Keywords: sensory physiology, auditory physiology, brain 
research, auditory perception, EEG, MEG, NIRS, fMRI. 変化の検知やコミュ
ニケーションに重要な役割を果たす聴覚生理学について、最近の面白い研究を見
つけて発表する。Classes are in Japanese / English.

音声生成特論

音声は、人と人とがコミュニケーションを行う際の最も基本的なツールである。
その音声を人が発話する際の音声生成の過程について詳しく解説する。具体的に
は、喉頭部の声帯、声道部の舌、軟口蓋、口唇、顎といった発話器官の役割や、
発話器官の運動観測手段、実際の発話運動のようす、それらの運動に対応した音
声やその波形、得られた音声の音響分析結果等について解説する。後半では、音
声生成に関する論文を輪読することにより理解を深める。

音声情報学特論

音声言語の構成要素である音韻と韻律の表出過程を、音声生成の音源フィルタ理
論に基づいて、音響学ならびに発話機構の生理学・物理学の観点から詳しく解説
する。具体的には、呼吸系、喉頭、声道からなる人の発話システムを概観したう
えで、声道については音響共鳴によるフォルマントの形成と言語情報の生成につ
いて説明する。喉頭に関しては、流体と弾性体の相互作用による声帯の自励振動
メカニズムに重点をおき、その発音機構が音声信号に見られる特徴的なスペクト
ルの生起要因であることを理解させる。さらに、音声を知覚する聴覚系や言語中
枢の働きをふまえることで、人の音声コミュニケーションの成立過程を体系的に
理解させる。講義で得た知識をより深く身につけるため、授業後半ではグループ
ワークによる音声分析を行う。

講義15時間
演習15時間

音響制御特論

不要な音を付加的な音によって低減する技術である能動制御を題材にして、音の
物理的制御手法とそのための信号処理の手法を学ぶ。
まず音場を解析的な視点で考察し、制御の効果が得られる物理的な意味と限界を
理解させる。さらに、信号処理を導入した種々の制御方法について、その長所、
短所を認識し、個々の事例に対して最も適した制御方法を選択できるようにす
る。特に、適応的なアルゴリズムに関して、原理と具体的な記述手法に関して示
す。
全体を通して、単なる制御のテクニックではなく、これが有効に働く物理的な原
理に関しての解説に注力する。

音響工学特論

音響工学における幾つかの要素技術について、講義形式にて修得してもらう。具
体的内容は、
(1)単一マイクロホン、ダミーヘッドマイクロホン、近接4点法マイクロホンに
よって、音源信号の録音と、音場の伝送特性（インパルス応答）の収録を行い、
(2)高速 1bit AD変換によって、高能率符号化し、
(3)一般調和解析などを用いた先進的な信号処理によって、雑音や余計な残響を
除去した、クリアなドライ音源信号（響の付いていない音源）を作成し、
(4)音場の数値計算によって、音場の伝送特性（インパルス応答）を予測し、
(5)ドライ音源信号と、音場の伝送特性（インパルス応答）のたたみ込み演算を
行い、それを高能率伝送し、
(6)トランスオーラルシステムを用いて個人用の三次元音空間再生を行い、
(7)近接4点法で抽出された仮想音源分布、または、Kirchhoff-Huygensの公式に
基づいた方法によって、多人数用の三次元音空間再生を行う、
という、音場再生技術のend to end,の技術である。

計算音響学

物理・工学システムの支配方程式たる偏微分方程式（Partial Differential 
Equations: PDEs）の数値解析手法を、講義形式にて修得させる。
PDEsを数値的に解くテクニックの"Big Three"：
1950s : 有限差分法（Finite Difference Method: FDM）
1960s : 有限要素法（Finite Element Method: FEM）
1980s : 境界要素法（Boundary Element Method: BEM）
そして、工学分野ではなぜか忘れさられてしまっている
1970s : Spectral Method
について、3次元弾性体、はり、シェル振動場を題材として解説する。

福祉音響学

高齢化社会が進んでいく中で、我々のQoLを高めることが可能な福祉技術の開発
は喫緊の課題である。視覚や運動生理に関する福祉技術は、例えばメガネや車い
すなど、我々の日常生活に欠かすことが出来ない。それに比べ、補聴器などの音
に関する福祉技術は広く浸透しているとは言えない。本講義では、まず音に関す
る福祉の諸問題を説明する。そして、なぜ音に関する福祉技術が浸透しないのか
を議論することで、どのようにすれば福祉技術を活用することが出来るのかをま
とめていく。

講義15時間
演習15時間
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音響イメージング特論

音と画像は信号処理の基礎では次元の違いとしてとらえられるが、音と画像のク
ロスメディア処理などの応用処理では時間と空間の違いや計測手段の違いを考慮
する必要がある。特に実空間の画像計測においてはレンズ光学系による次元変換
および伝達特性が以後の処理に大きく影響する。本講義では時系列信号処理の基
礎を持つものを対象に、画像計測の基礎である撮像光学系の基礎および伝達特性
から空間周波数処理などの画像処理の基礎理論や応用について講義する。

音響信号処理特論

音メディアを用いたコミュニケーションは、人間が有する最も基本的な能力の一
つである。さらに、音メディアに基づく情報処理は、ヒューマンインターフェイ
スに関する学術・技術分野において非常に重要な位置をしめている。本授業で
は、音メディア処理の基盤技術を修得するため、音声や一般音響信号(騒音や楽
音も含む)を取り扱う音響信号処理技術に焦点をあて、その基礎理論や応用に関
して解説を行う。
特に、本講義では、音響システムの性能評価の基本となる、インパルス応答の測
定手法について、古典的手法と現代的手法を論文の輪読により理解を深める。

音響環境学特論

音環境デザインを考えるとき、その物理的な状態と人間がどのように捉えている
のかという視点が重要で、これまでに多くの取組みがなされてきた。この授業で
は、こういった従来の捉え方にとどまらない、音環境に対する様々な視点を紹介
する。具体的には、授業の前半に、音環境の物理特性と聞こえや身体的反応と
いった従来的な知見に加え、交通、経済、バリアフリーといったさまざまな視点
から音環境を考察した知見を講義形式で紹介する。授業の後半は、音環境評価や
音環境デザインに関する研究論文を輪読する形式をとる。

音環境評価特論

音環境の測定および評価の方法について、物理的側面と心理的側面の双方を定量
的に評価する手法を学ぶ。物理的測定については、ISO 1996 「環境騒音の記
述、測定および評価」をはじめとする技術規格によって定められる技術的知見や
国際規格の動向および設計思想について解説する。心理的側面については、主観
評価法およびサウンドスケープに関する知識を解説する。その上で、授業後半で
は、具体的な対象について音環境デザインの立案を行う。

音響芸術特論

今日に至るまでの音をその媒体として用いた芸術の実践を、美学と技術の双方の
側面から概観する。ぺーター・ヴァイベル『Sound
Art』等の学術資料に基づき、過去の代表的な作品を調査・分析する。あわせ
て、それら調査・分析の結果を踏まえた作品の再現をおこない、その制作を通じ
て音響芸術とは何かということについて各人なりの理解を促す。通常の授業に加
え、外部施設の見学、制作した作品の展示、およびゲストによる講評を予定して
いる。

作曲学特論

世界中でよく知られた現代音楽作品、加えてアンダーグラウンドな、局地的な現
代音楽のスタイルをも調査し、ディープ・リスニング、ディスカッション、作曲
実践によって、芸術音楽の中で重要なジャンルと作曲家、作品を分析する。様々
な解釈概念−−−−例えば、演奏の具現化、政治的（フェミニスト、クィア）な視
点、及び美学・精神的なアプローチ−−−−も検討する。ここ30年間で作られたア
コースティック楽器のための音楽、またはアコースティック楽器と電子音楽の間
の相互影響についても考察する。セミナー形式で学ぶ。Materials in both 
English and Japanese will be used in this seminar.

サウンドデザイン特論

サウンドデザインのための、知識・技術・事例を、科学・工学・芸術の側面から
総合的に学び、サウンドデザインの実習を実践的に行う。授業の前半では、サウ
ンドデザインの基礎について各担当教員から2週ずつ、それぞれ、視聴覚の科学
的知見（レメイン）、工学的技術や規格・法制度（山内）、芸術的な実践の事例
（城）について講義を行う。授業7回目以降は、具体的な対象を設定し、学んだ
知識・技術・事例を活用したサウンドデザインの実践を行い、成果について相互
に講評する。

共同

講義12時間
演習18時間

民族音楽学特論

自国や西洋由来の音楽だけでなく、世界における民族音楽や伝統音楽や民俗芸能
について理解し考えるために必要となる概念や研究方法を学び、さまざまな文化
や音楽活動の差異や多様性をフラットに理解する態度を身につける。具体的に
は、世界音楽、パフォーマンスと身体、声と身体、個人と集団、楽器学、フィー
ルドワークの方法、アーカイヴなどの観点から近年の理論や研究動向を押さえつ
つ、研究実践を試み、発表や議論を行う。

共同

音楽社会文化特論

現在の音楽コンテンツの基盤となっている音楽のうち、ヨーロッパに源流をもつ
音楽について、コンテンツ面ならびに文化的・社会的・歴史的側面から理解を深
める。それをとおして、現今に至るさまざまな音楽作品や音楽活動について、論
理的・感性的視点から考える技術を身につける。具体的には以下の通りである
（音楽経験は特に必要としない）。
1）欧米や日本における音楽や楽器の発展を理解する。
2）映画音楽などさまざまなメディアを通した音楽の実態を知る。
3）日本における音楽をめぐる発信・受容や活用方法について理解を深める。

聴覚文化論特論

この授業では、19世紀から現代に至るまでの聴取の技法・文化の歴史を、主に音
を記録・再生するメディアの成立という観点から、具体的な事例を確認し通覧す
る。音楽を含むある時代における音の文化というものは、その時点に存在してい
る技術により何らかの規定を受けている。一方で、その時代の人々による音の聴
き方が技術の変化を促すことにもなる。授業内では、この聴取の技法と文化との
密接な関わりを、様々な視聴覚資料やゲストによる講演を通じて考察する。
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言語学特論

日本語や英語をはじめとした諸言語を対象に、音や音楽とのかかわりから「こと
ば」を科学的・歴史的・社会的・思想的観点から分析する方法を修得する。具体
的には、音・音楽と言語の基本特性（音声学や音韻論）を確認したうえで、音と
言語、リズムと言語、音楽と言語、統語論や意味論、メディアと言語、言語コ
ミュニケーション論、社会との関係、相互行為分析の近年の研究を概観し、それ
ぞれの履修者が購読しつつ研究実践を試みてプレゼンテーション等を行う。

共同

音響設計特別講話

音響設計に関わる研究教育、技術開発、製品設計、作品制作など、様々な分野の
実践的な展開について実例を学ぶ。例えば、著名なコンサートホールの音響設計
者、国際的に活躍する録音エンジニア、公共空間の音響環境デザイナー、音声聴
覚分野の研究者などをゲスト講師として招聘する。コース担当教員が持ち回りで
それぞれ一〜二名のゲストを紹介するこの授業では、オンラインでの実施も積極
的に取り込むことで、国内外の第一線で活躍する講師によるレクチャーを実現す
る。

共同

輪講

論文輪講の発展形の授業形態である。受講者は各自、自分が興味を持つ研究につ
いて、既発表の研究論文の紹介を行う。発表の前半は、紹介する研究論文の背景
となる事項や論文の理解のために必要な基礎理論などを説明し、後半で論文の内
容を要約して発表する。全学生・教員が参加することで、音響設計の中でも専門
の異なる人々に対して理解してもらえるような説明力を養うと共に、音響設計に
関わる分野間での議論や交流を活性化させる。

ホール工学技術特論

劇場やホールの管理運営に必要な、基本的な工学的知識を学んでもらうことを教
育目標とした、講義形式の科目である。

（オムニバス方式／全14回）
（36　鮫島　俊哉／7回）
劇場・ホールの歴史から概説し、劇場・ホールを管理運営する場合に必要と考え
られる、音響工学、照明工学、および材料・構造力学の基礎的な事項を説明す
る。
（8　尾本　章／7回）
さらに、履修者数人でグループを構成し、仮想の設計事務所として自分たちが利
用したい空間の音響（残響）設計を行う。同時に年度ごとに最新の話題提供や実
践的演習項目を設定して実施する。

オムニバス方式

ホール工学技術演習

ホールや劇場等、公共文化施設などにおける公演の実施に関して、その運営から
音響、照明、舞台機構の実際の運用方法などに関して、インターンシップ形式で
学ぶ。
具体的な取り組みの内容は受け入れ先との協議により決定されるが、例として
は、実際の公演の準備段階からの参画によって様々な機材の運用方法を学ぶ場
合、機材や設備に関する技術的な知見に関する講義を受けながら特定の公演実施
までを補助するもの、ホールにおけるバックステージツアーの補助など、マネジ
メント的側面も含む場合まで、広範囲に設定することができる。

応用人間工学

高度テクノロジー社会および少子高齢化社会における人間工学の役割を展望し、
人間工学を社会に活かすための実践方法を学ぶ。そのために人間の特性や個々の
特性を理解しながら、製品や生活様式の提案につなげるまで、またそれらを科学
的に検証するの一連のプロセスについて例を紹介しながら解説する。特に人口高
齢化に起因する諸課題に対してテクノロジーにより解決を試みる場合の人間工学
的アプローチを取り上げる。

生活機能支援科学特論

1. アシストテクノロジー (Assistive technology) は様々な分野、例えば工
学、デザイン学、または運動学、そして生理学、健康科学などから知識が取り入
れられ成り立っている。
2. ヒトが人工環境に適応する際の生活・仕事とテクノロジーの利用について、
健康の側面からその関連性を解説する。
3. 生理人類学や人間工学の視点から人間と機器が調和する生活環境の実現のた
めに焦点し、それぞれの専門知識と研究方法について知識を高めることを目標と
する。

環境人間工学特論

人間を取り巻く環境は、科学技術の発展に伴い変化し、快適かつ安全となる一方
で、様々な健康問題を引き起こしている。様々な健康問題を予防するだけでな
く、人間にとって真に「健康」、「快適」、「適応的」な環境を構築するために
は、ヒトの様々な特性を考慮することは必要不可欠である。本科目では、人間が
生物として持つ特性を正しく理解し、その特性のうち特に生理的特性が生活習慣
や生活環境にどのような影響を受けるのか？その影響は適応的なのか？につい
て、講義・演習を通して主体的に学ぶ。習得した基礎・専門知識を基に、人に
とって健康・快適・適応的な生活環境を研究し、実社会に応用できる能力を身に
着けることを目的とする。

講義8時間
演習7時間

生理人類学特論

人あるいはヒトにとって望ましい生活環境とは何かを理解するためには、生理人
類学的観点からのアプローチが必要である。そこで、まずヒトの進化、適応に注
目する。進化、適応は生物の宿命であり、適応の是非が生物に生き残りの命運を
与えてきた。ある生物種がどんな環境圧にどのように適応し生き残れてきたか、
これこそがその生物のアイデンティティであり、その生物の資質を決定する。ま
た同じ視点から文化の形成過程にも目を向け、”生物学的なヒト”及び”文化に
生きる人”のアイデンティティや資質を理解していく。このような人・ヒトの理
解から、現在そして未来の生活環境のあり方を考える基礎力、そこからデザイン
提案に至るまでの応用力を養うことを目的とする。
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脳・行動生理学特論A

脳は行動のための器官であり、ヒトの認知、運動、情動、睡眠など多岐にわたる
機能をつかさどっている。脳は多数の神経細胞からなる神経回路で構成されてお
り、個々の神経回路や神経核のふるまいがヒトの行動の基盤となっている。本講
義では個々の神経細胞、神経回路の基礎的知識から、五感の機能、あらゆる行動
に関連する脳と神経のメカニズムまでを学び専門知識を習得するとともに、得ら
れた知識から研究方法の提案に応用できる力を身に着けることを目的とする。

共同

脳・行動生理学特論B

脳は行動のための器官であり、ヒトの認知、運動、情動、睡眠など多岐にわたる
機能をつかさどっている。脳は多数の神経細胞からなる神経回路で構成されてお
り、個々の神経回路や神経核のふるまいがヒトの行動の基盤となっている。本講
義では記憶や情動などの精神機能やその異常である精神疾患の神経メカニズムを
学び専門知識を習得するとともに、得られた知識から研究方法の提案に応用でき
る力を身に着けることを目的とする。

共同

感性科学特論

人間性の基盤となる感性を科学的に探究するための方法とその応用について学
ぶ。人間生活の中で生じる感性に関わる様々な感覚、感情、行動を脳科学、生理
学、心理学、内分泌学などの方法を用いて客観的に明らかにする手法を習得す
る。また、感性に関わる科学的研究の最新の学術論文や書籍を読み解きながら、
これらの研究が社会課題の解決や、モノ作りとどのように関係するかを実例など
通して習得し、感性科学をデザインに応用する能力も含めて身に着けることを目
的とする。

デザイン認知論

個や集団の創造性について、認知科学・社会心理学・知識科学の観点から概観
し、様々なデザインの文脈へと展開する。また、創造性を促す場やプロセスに焦
点をあてた近年のデザイン研究や事例を検討することを通じて、個や集団の創造
性のメカニズムを理解する。創造性の多義性を踏まえ、当該授業で扱われる創造
性の側面を的確に把握するため、また、応用に繋がる知識へと理解を深めるた
め、適宜演習をとりいれる。

人間情報工学

本講義では、脳や神経系の挙動を記述する数理モデルについて学ぶ。神経系の数
理モデルは、主としてトップダウン的なものとボトムアップ的なものに分類され
る。トップダウンモデルは人の知覚や行動の特性を模擬し、ボトムアップモデル
は生理学的知見をもとにした神経細胞の挙動を表す。ここでは、この双方の概説
とともに、それぞれの具体的な数理モデルをいくつか紹介する。これらの数理モ
デルの理解を通じて人の神経系の情報処理に関する幅広い視点を学ぶとともに、
実現象に対する数理的な視点の導入方法、数理的知識の応用力等を習得すること
を目的とする。

機能工学デザイン

科学技術の発展により生み出されたさまざまな革新的デザインは、人々の生活を
豊かにしてきた。これらの革新的デザインを実現するためには、高度な科学技術
をモノやサービスに適用するための技術開発能力を身につける必要がある。本科
目では、最先端の科学技術の理解に欠かせない工学的専門知識を修得させるとと
もに、演習を通して、機能・性能・安全を追求したモノやサービスをデザインす
るために必要な工学的センスを育成する。

講義8時間
演習7時間

生体模倣工学

完全な炭素循環型社会を実現している生物の生き残り戦略に学ぶことは、持続可
能な社会を実現する強力なアプローチである。最新成果を基に生体模倣工学が如
何にしてイノベーションを起こしてきたのかを解説する。更に、生物の構造と機
能を観察する、数理的、理論的にモデル化する、人工物で模倣する、という生体
模倣工学の3つのプロセスにおいて必要となる知識と各種ツールの活用法を学ぶ
とともに、プロダクトや建築物の設計演習を通じて、生体模倣工学を実践する方
法論について解説する。

リーガルデザイン

法は社会的関係性を定義し、社会システムを創出する機能をもつ。個人ないし集
団は日々無数の法律関係を紡ぎ、社会生活においては法が創出するダイナミクス
の影響を絶えず受ける。本科目では、個人ないし集団の行動のデザイン、社会的
関係性のデザインという観点から法のメカニズムを概観し、ケーススタディの検
討を通じて、人々の行動／関係性やコモンズのあり方をナッジするツールとして
の法の可能性を理解する。

パブリックデザイン

人々の生活を心身ともに豊かにするための手段としてデザインを位置づけ、その
重要性や考え方をパブリックデザイン領域をフィールドに解説する。 
社会情勢や都市のあり方等の環境変化に伴うこれまでのパブリックデザインの変
化や具体事例によるデザイン検討の際の価値の位置付け、多様な立場から見た際
の価値の変容などについて説明し、デザインを行うために実施する調査方法につ
いての紹介も行うことで実際のデザインの際に活かせる講義内容とする。簡単な
演習を行うことで、パブリックデザインやデザイン価値の創出、調査方法などの
理解についての習熟をはかる。

講義13時間
演習2時間

コンテクストデザイン

コンテクストとは、デザインする対象を取り巻く周囲の文脈や状況や背景であ
り、それはデザインした事物によって変容するものでもある。本講義では、多く
の人が同じように解釈できる意味と人により異なる解釈や異なるものがたりが生
まれる余地を意図的に創り出すためのものづくりの方法やユーザーがコンテクス
トを創造する現象について、プラグマティズムの創始者である哲学者チャール
ズ・サンダース・パースの記号論の観点から解説する。議論や演習を行うこと
で、コンテクストをデザインするためのものづくりの方法やあるべき記号過程の
連鎖をデザインする方法について理解し、社会実装に応用可能な力を身に着ける
ことを目的とする。
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コミュニケーションデザ
イン論

わたしたちを取り巻く、さまざまなメディア表現・文化事象（広告表現、ミュー
ジアム、映像・映画、アート作品、サブカルチャー、その他コンテンツ等）を通
じて、社会を支えるコミュニケーションの成り立ちを俯瞰します。広告表現の事
例を多くとりあげますが、あくまでひとつの素材に過ぎません。社会を支えるコ
ミュニケーションの有り様を問い直し、コミュニケーションのデザインを考え、
人びとの意味活動を考察します。クリエイティブな着想の元、表現が「伝わる」
ことの意味を考え、従来の枠にとらわれることなく、モノ・コト・ヒトを再構
成・再定義し、広義のデザイン視座を得ることを目指す。

ライフスケープデザイン

ライフスケープデザイン領域の将来的な社会での位置づけや役割について、生活
の中のあらゆる事象を対象とした各自の気づきや問題提起に基づいた演習を行
う。各自の提示するテーマを共有し、ディスカッションを行い、具体的な方向性
や結論を導出することで、私たちの生活に近い領域において主体性をもって課題
発見をする能力やそれらを他者を巻き込みながら検討・プロジェクト化する能力
などを育成する。

人間生活デザイン特論

（概要）
生活の在り方を構想し、人間の特性や最新の科学技術を、安心安全で魅力的なラ
イフスケープの創造に向けて応用ないし統合するために必要な導入講義を行う。

（オムニバス方式／全8回）

オムニバス方式

（21　村木　里志／1回）
超高齢社会における人間工学の役割

（78　LOH PING YEAP／1回）
オフィスエルゴノミクス

（20　前田　享史／1回）
人間と環境

（52　松前　あかね／1回）
個の創造性と社会的創造性

（60　西村　貴孝／0.5回）
現生人類の環境適応とその多様性
過去、現在、未来のヒトの健康問題

（84　曽我部　春香／0.5回）
社会におけるライフスケープデザインの役割や価値について、パブリック
デザインフィールドを中心に解説

（87　元村　祐貴／0.5回）
感性と情動の神経科学

（68　澤井　賢一／0.5回）
楽器演奏における数理最適化

（49　藤　智亮／0.5回）
機能とデザイン

（61　秋田　直繁／0.5回）
ライフスケープデザインとインテリア・プロダクトデザイン

（35　齋藤 俊文／0.5回）
ライフスケープデザイン、コミュニケーションのデザイン、
クリエイティブディレクション

（81　樋口　重和／0.5回）
人の行動と脳科学

視覚心理学特論

視覚心理学について、発展的内容を学ぶ。人間の視覚情報処理システムについ
て、眼や脳の仕組みと、錯視などの視覚現象の対応関係を中心に、実験心理学的
観点から解説する。また、受講者は、視覚心理学のメディアデザインへの応用に
ついて考えるための資料をもとに、レポートを作成する。本講義を通じて、人間
の視覚の能力、特性に関する知識を身に着けるだけでなく、それらに配慮した視
覚デザインを自ら考え実践する態度を養うことを目指す。

色彩科学特論

英語で執筆された色彩科学に関するテキストを輪読形式で読んでいき、色彩科学
の基礎である色覚、さらに、その応用である色彩工学や色彩デザインに至る知識
を修得する。受講者は、担当として割り振られた箇所を前以て予習しておくこと
が必要となる。年度によってテキストを変えているが、とりわけ、色覚、または
色彩情報処理、色彩と芸術や工学との関係に関するものを選んでいる。また、テ
キストを理解するにあたり、基礎的な数学が必要とされ、学部の「色彩学」、
「色彩学演習」を履修していることも望まれる。

心理学的思考法特別演習

実験心理学の論文を読み解くことで、心理学実験の計画方法を学ぶ。多視点的な
モノの見方を心理学を通して身につける。少人数による個別指導と座学を並列し
て行う。最終的には、オリジナルの心理実験の計画をプレゼンしてもらう。心理
学に関連する重要な実験事例、重要な著作物を多数読みながら、心理学の基礎的
な理解を高める。毎週、かなりの課題をこなしてもらう。自前の実験計画を全体
に発表するなど、授業時間中の課題も多く存在する。毎週のレポートを課す予定
である。全体として、大変に厳しくハードな指導となるが、ついてこれれば他大
学や他学部の心理を専門にした学科やコースの教育以上のものが得られるはずで
ある。
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コンピュータサイエンス
特論

コンピュータ・サイエンスにおけるコンピュータ・グラフィックスおよび周辺分
野（ヒューマン・コンピュータ・インタラクション、コンピューター・ビジョ
ン、ユーザー・インターフェース、VR/MR/AR、メディア・アート、その他）にお
いて、これらの研究、活用や応用事例、論文の調査方法、学会等のイベント、実
装の手段、等を紹介する。年によっては外部から関連する講師を招く。また課題
として受講者は、該当分野の論文や応用事例を調査し、発表する。

視覚メディア設計特論

本講義・演習では、まずコンピュータビジョンの考え方や技法を効果的に活用す
るため、より上位に位置するコンピュータビジョンの基本戦略について解説す
る。次に、コンピュータビジョン、コンピュータグラフィクス、画像処理、パ
ターン認識など画像工学に関連する諸分野の英語文献をいくつか輪読・解説し、
画像関連分野について理解を深めるとともに、学術文献を正確に読解し、先行研
究を批判的に吟味しながら論理的かつ客観的に議論を展開する能力を養う。

画像情報処理システム設
計特論

画像情報を扱うためには様々な画像処理に関する知見が必要である。本授業で
は、画像情報工学に関する研究をする上で基盤となる種々の画像処理に関して理
論的な理解を深める。それらをもとに画像情報工学分野の最近の動向を内外の文
献から学ぶ。これらを通して、それぞれの研究分野に関する知識を深めると共に
各分野の関連性について考察する。更に、複数の画像処理を実際にプログラミン
グすることで、様々な情報工学技術の関係とそれら技術のシステム化について理
解を進める。

視覚環境知能設計特論

本演習では、画像処理、パターン認識、ノンフォトリアリスティック（非写実
的）レンダリングに関する最近の研究成果を紹介します。また、視覚環境知能設
計への活用が期待される最新の関連技術の中から、特に興味深いテーマを選び、
それらについても解説・考察するとともに、新規アルゴリズム開発の道を模索し
ます。テーマによっては、プログラミング言語PythonやMATLABなどを用いてアル
ゴリズムを実装し、より深い理解を目指す。

コンピュータグラフィッ
クス特論

「空間、物体、光、動き、人、その他をすべてコンピュータの中に再現する技
術」として、ＣＧを考え、そのための背景となる基礎理論から映像完成までの流
れを、物理学や数学をベースにコンピュータの内部処理の視点から解説してい
く。
全体の構成として、三次元CG技法の概観、最近の研究、映像作品、モデリング、
レンダリング、アニメーション、手続き型手法、物理ベースシミュレーション、
ノンフォトリアリスティックレンダリング、フォトリアリスティックレンダリン
グ、インタラクティブシステム、など、各種の技術の考え方、最新の研究の紹介
を予定している。

メカニクスデザイン特論

幾何形状や機構が創生する運動、力学的に制御される挙動の基本や方程式での表
現、シミュレーションなどを解説するともに、それらを活用してSTEAMアクティ
ビティを体験する演習を行う。前半では、曲線や曲面の数学的表現をもとにした
形と運動の関係、機構の運動、力学的つりあいや姿勢の安定性、力と変形および
連続体の運動・相似則や可視化手法などについて講義と演習とでメカニクスデザ
インの基盤を形成し、参考となる作品の紹介・解説によりその実際的利用につい
て理解を深める。後半では、テーマを選定して、これらの知識を基にクリエー
ティブデザインを展開するグループワークを行う。

メディアサービス特論

デジタル技術を応用した先進的なメディア・サービスに関して、それらの背景と
なる代表的なインターネット技術とAI技術に関して、基本的なアイデアと実現方
式について理解し、それらを利用した新しいサービスを開発する演習を行う。前
半では、インターネット上のメディアサービスの基盤となるWorld Wide Web 
(Web) の仕組みを学習し、Webから自動的に情報を取得するクローリングとスク
レイピングについて学ぶ。次に、膨大な情報からユーザが希望する情報を検索す
る手法と、ユーザの志向にあった情報を提供する推薦技術を学習する。次に、AI
を利用したメディア・サービスを実現するために必要な機械学習の基礎、深層学
習の基礎、畳み込みニューラルネットワーク、再帰的ニューラルネットワーク、
トランスフォーマー、敵対的生成ネットワークについて、サンプルプログラムを
用いて学習を行う。後半では、学習した内容を利用して、グループごとにサービ
スをデザインしプロトタイプを開発する演習を行う。

バーチャルリアリティ特
論

バーチャルリアリティとは、人工的に作られた仮想空間が、我々の住んでいる実
空間とシームレスに繋がっているようにコンピュータを駆使して没入させる技術
である。このためには、人間の視覚や聴覚、触覚などの感覚系の仕組みを生理
的、心理的に把握し、これらのマルチモーダルな感覚を仮想空間内で提示する方
法を検討し、さらに空間内で人間の感覚器官に情報が提示されることから起こる
生理・生体・心理的な反応について計測する必要がある。このような人工的な空
間が生成されると、その空間内で様々な人間の活動についての研究や人間の欲求
への支援が可能になる。バーチャルリアリティが誕生するに至った歴史から、今
日までの研究の歩みを説明し、今後どのような展開になるのかを学習する。

メディアアート表現

本講義・演習では、メディアアートおよびメディア表現技術の歴史を概観し、社
会的課題解決を視野にいれ、メディアート表現の枠組みを問い直し、具現化する
力を養う。サウンドデザイン、ウェアラブルコンピュータ、フィジカルコン
ピューティング、インタラクションデザイン等の動向を理解し、AR（拡張現実）
やデバイス表現を応用した社会サービスデザインを実現するためのメディアアー
ト表現スキルを習得する。また、新たな表現内容、技術の考察、開発を志向し、
作品制作を行う。

講義5時間
演習10時間

視覚記号特論

本講義・演習では、サインとピクトグラムを対象とし、視覚記号に関するデザイ
ンのあり方について考察を深め、その上でデザインとして実装する方法論や思考
過程を理解することを目的とする。講義では、哲学・心理学・脳科学・歴史の各
分野を横断的に外観し、多角的な視点からデザインを捉え、考えを深め、コンセ
プトを構築する過程を習得する。演習では、人を対象としたデザインの評価及び
調査方法を学び、調査結果とコンセプトを踏まえたサインとピクトグラムデザイ
ン制作を行う。

講義7時間
演習8時間
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グラフィックデザイン特
論

グラフィックデザインは、印刷メディアからWebなどの電子メディアまで、ほと
んどのメディアに不可欠なデザインである。グラフィックデザインは、文字、画
像、図、などの視覚的記号を対象としたデザインである。この授業では、メディ
アデザインにおけるこうしたグラフィックデザインの機能について深く理解し、
適切なデザインを遂行する能力の習得をを目的として、コミュニケーションデザ
イン、グラフィック表現、記号作用の３つの観点から多角的に捉えたデザイン記
号論を援用しつつ、グラフィックデザインを論じる。

映像コンテンツデザイン
特論

映像作品において、コンテンツとテクニックをきちんと融合させなければ、それ
ぞれの分野をバラバラに見せる作品となり、その結果としてテクニックばかりを
誇示するような作品が出来上がってしまうことが多い。本講義では、映画史にお
ける初期の表現テクニック、言わば映像的ストーリーテリング（受け手を物語に
引き込む語り口）を例として、映画史上でも指折りの印象的な名シーンの数々を
取り上げ、鑑賞しながら解説する。映像の基本原理（映像の連続性、空間の同一
性、テンポとリズム、視覚と聴覚）やフレーム内方向性の意味（対立、視点移
動、時間枠の分離）などの関連知識を深めながら業界屈指の監督たちが、どのよ
うにして形式と機能を融合させ、映画史上最も印象的な場面の数々を作り上げて
きたのか、それを分かりやすく解説する。

映像表現史特論

1億総カメラマン時代と言われる現代において、映像における表現手法に関する
知識の習得は重要である。本講義では、写真（静止画）の誕生をはじめ、世界各
国における映像表現の歴史を紐解きながら、100年以上の映像の歴史の中で確立
されてきた表現手法について解説する。また現代のメディアテクノロジーの進展
とともに展開されてきたコンピュータグラフィックスなどのデジタル映像を中心
とした芸術表現やコンテンツデザインへの応用について解説する。また「拡張映
像表現」と呼ばれるスクリーンやモニタの「枠」を超えた、現代における映像技
術の進展による表現技法や、提示技法についても、作例を紹介しながら解説す
る。

造形芸術特論

本講義・演習は、現代に求められている造形性や創造性とは何かを問う。現代社
会の影響に対して身体的・感情的・実践的に反応し、社会と個人の関係を考える
様々な造形芸術のあり方について学ぶ。造形芸術の歴史、創造と脳の関係、身体
性やマイノリティーへの視座などを、造形を主軸に概観する。さらに身体性への
知識を造形的に発展させるためのワークショップを行う。受講者が創造する立場
から芸術作品を理解し、社会や人間への意識を深め、新しい価値観を創造する力
を養うよう促す。

講義8時間
演習7時間

演劇学特論

シェイクスピア受容史研究を主軸として能・狂言・歌舞伎・新劇・大衆演劇・小
劇場演劇等の現代日本の多様な演劇形態(俳優・劇作家・演出家・劇団・劇場・
演出等)の発達と展開を取り上げ、時代・社会の中で変化する演劇の課題・問
題・存在意義について、鈴木忠志・浅利慶太・蜷川幸雄・野田秀樹・栗山民也等
の演出家の演劇論・演出方法を事例分析により検討することによって、演劇学研
究手法とともに創造的感性や表現・演出方法を習得する。特に近年注目されてい
る地域性を活かして世界に発信していくグローカルな演出手法について焦点をあ
てるとともに、実際に劇場に足を運び、観劇を体験することによって現代社会に
おける演劇の力や可能性や必要性について立体的・総合的に理解することを目指
す。
本講義・演習では、人間のコミュニケーションをマルチモーダルコーパスおよび
マルチモーダル分析の観点から研究するための先行研究を概観し、分析に必要な
ソフトウェアの使用方法を実践的に扱う。

（オムニバス方式／全8回）

オムニバス方式

講義8時間
演習7時間

（74　冬野美晴／6回）
マルチモーダル分析の入門書（洋書）を輪読し、関連する論文を講読する。ELAN
等のマルチモーダル分析に必要となるソフトウェアの実習を行う。

（77　吉村理一／2回）
モダリティ(Modality)に関する言語学の論文（和洋書）を輪読し、理論言語学の
立場からマルチモーダル分析についての理解を深める。

メディアデザインプレゼ
ンテーション演習

各教員が特定の研究テーマを設定する。メディアデザインに関連する先行研究や
文献資料、フィールドワーク等の調査を行い、研究方法を構築する。研究目的、
調査内容、研究方法・計画等をまとめ、中間発表会で発表する。各テーマにおけ
る問題発見・問題解決方法を見出し、自主的に研究を推進する力を養う。研究内
容を他者に分かり易く簡潔に説明する能力、および他者からの質問を理解し、的
確に答える能力を身に付ける。さらに、他者の発表を理解し、疑問点を的確に表
現して質問する能力の育成を目的とする。

統計情報学

統計的仮説検定の基礎と実践を学ぶ。まず、統計的仮説検定の仕組みと意義を理
解し、その有用性を理解する。その後、次の代表的ケースの具体的検定手法につ
いて学ぶ：母分散未知の母平均の検定，対応関係がある２標本の平均の差の検定
（t検定，Sign test, Wilcoxon signed-ranks test）、 対応関係がない２標本
の平均の差の検定（F検定，t検定，Mann-Whitney U-test）、３つ以上の標本の
平均の差に関する検定(ANOVA, Kruskal-Wallis test)と多重検定の補正
（Bonferroni法）。さらに、ヒトの主観テストのための仮説検定も学ぶ。

時間生物学

生命現象の中には24時間周期で繰り返しおこる現象が知られており、概日リズム
とよばれる。例えば寝起きのリズムやセミが夏の時期に毎朝羽化することがあげ
られる。概日リズムを扱う学問分野は時間生物学（Chronobiology)と呼ばれてい
る。概日リズムという捉えがたい現象に対して現代の生物学と数理科学がどのよ
うに迫ってきたかを眺めることを通して、複雑な現象をどのようにとらえ解析す
るのか、その技法を学ぶ。
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芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-43 基本計画書－68



数理モデリングA

社会現象を記述する数理モデルを構築する際の基本理念を学び、数理モデルの具
体的構築方法、解析方法、および解析結果の解釈作法を習得する。さらに社会現
象を記述した古典的な数理モデルについて知る。具体的には囚人のジレンマと社
会的ジレンマ（公共財ゲーム、軍拡競争）、繰り返し囚人のジレンマと人間関係
ネットワークモデル、罰則や評判のモデル、持続可能な開発、感染症のモデルな
どを取り上げる。大学初年次レベルの数学を前提とし、より高度な数学的手法に
ついて授業中に解説する。

隔年

数理モデリングB

生命現象を記述する数理モデルを構築する際の基本理念を学び、数理モデルの具
体的構築方法、解析方法、および解析結果の解釈作法を習得する。さらに生命現
象を記述した古典的な数理モデル・理論について知る。具体的には個体数動態モ
デル（マルサス成長、ロジスティック成長、被食者・捕食者動態）、生物種多様
性の維持機構、外来種侵入のモデル、適応進化と中立進化、女王アリと働きアリ
の分業を説明する血縁選択理論などを取り上げる。大学初年次レベルの数学を前
提とし、より高度な数学的手法について授業で解説する。

隔年

分子生物学

核酸やタンパク質等の生体分子の性質を講義で学び、DNA抽出、DNAのPCR増幅、
塩基配列決定、ゲノム編集、遺伝子組換、タンパク質発現等の分子生物学の手法
を複数の演習を通じて実践的に習得する。目的の遺伝情報を取り出し、遺伝子多
型や後成的変化を解析することで多様性を生み出す生物学的基盤を学ぶ。遺伝子
工学や合成生物学的手法から、バイオテクノロジーの原理を理解する。講義と演
習を交互におこなうことの相乗効果により、知識と技術の確実な定着を狙う。

講義４時間
演習20時間

Curriculum and 
Management for Design 
Education

The aim of this subject is to allow students to reflect, explore and 
plan design education at university level through education theories and 
case studies. The knowledge and skills obtained from this course will be 
applicable for students who aspire to explore new possibilities for 
design education. Students from other specializations are also welcome 
in this course to explore new possibilities in design education to 
create the integrative learning of design.

この科目の目的は、教育理論やケーススタディを通して、大学レベルでのデザイ
ン教育を考察し、探求し、計画することができるようにすることです。本科目で
得られた知識とスキルは、デザイン教育の新たな可能性を探求することを志す学
生にも応用可能である。また、本科目では他の専門分野の学生も歓迎し、デザイ
ンの統合的な学びを創造するためのデザイン教育の新たな可能性を探る。

隔年

Design in General 
Education

Design in Education explore the possibilities of design education as a 
form of general education. Design in general education has been 
extensively explained by Nigel Cross in the book Designerly Ways of 
Knowing. In this subject, students will explore prototype design 
learning programs for children as a form of general education.

Design in Educationは、一般教育の一形態としてのデザイン教育の可能性を探
ります。一般教育におけるデザインについては、ナイジェル・クロスが著書
『Designerly Ways of Knowing』の中で広く解説しています。この科目では、一
般教育の一形態としての子どもたちのためのプロトタイプのデザイン学習プログ
ラムを探る。

隔年

バイオマテリアルエンジ
ニアリング

生体システムは核酸やペプチド、タンパク質からなる高性能な生体分子機械から
構成されている。これらの生体分子機械は自然がデザインした機械であり、自発
的な形成プロセスを経て作り出される(自己組織化)。近年では、生体分子機械の
優れた機能や形成プロセスは工学や医療、デザイン分野でも注目されており、そ
の応用に向けた取り組みがなされている。本講義では、生体分子機械を構築する
DNAやRNA、ペプチド、タンパク質の特徴を十分に理解し、これらをベースとした
近年のナノテクノロジーおよび自然界のデザインプロセスの基礎を学ぶ。講義の
最後には、習得した知識を基に、生体分子機械の将来的な応用についてグループ
発表を行う。

講義11時間
演習5時間

現代アート実践

近現代のアートを主軸としながら、分野横断的な知見を取り入れ、既存の枠にと
らわれない表現のあり方を模索する。近年、目覚ましい発展や変化を遂げている
美術やデザインの領域において重要と思われる表現について知識や理解を深め、
自身の課題や興味を見つけ出し、それらを独自の方法で表現することを体得す
る。また、この授業では、作品制作だけではなく、作品をどのような場所でどの
ように展示するのか、展覧会自体の企画や運営（キュレーション）にも意欲的に
取り組むことが求められる。独自の視点から展覧会のあり方を再考し、自身の表
現を社会へ向けて発信することを実践的に試みる。

生命とアート

芸術は、生命としての動植物や人間のありかたを古来からその主題とし、それを
作品制作の論理のうちに取り入れてきた。また近年では、分子生物学やバイオテ
クノロジーの進展に伴って、新たな表現の素材や表現の手法を芸術は模索してい
る。そうした表現の理論、歴史と可能性について、実際に作品を制作することを
含めて探求する。抽象的な理論と現実の制作、制作する身体を往復することに
よって、表現者・デザイン者に固有な知の在り方を探求する。
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情報編集デザイン

「編集」を「世の中に散在する物事を観察、収集し、独自の視点をもって分類・
整理・再構築することにより新たな文脈を見出し価値を作り出す一連の作業」と
定義することで、あらゆるものごとが編集活動の対象となる。この授業では、書
籍やウェブサイトなどの従来の編集だけでなく、編集の考え方に基づくサービス
デザイン、組織やコミュニティなどのデザイン、キューレーションなどに対象範
囲を広げ、成果の表現までを学ぶ。このように広義の編集の方法論を学ぶととも
に、応用可能性を追求し、演習を通してそれを実践するためのデザインスキルも
身に付け、さらに帰納的に編集理論を理解することで、理論と実践力の両方を活
用できるようになることを目標とする。

レジリエンスデザイン

人間が物理的負荷、心理的負荷を受けた場合にそれを跳ね返そうとする動きが働
く。それがレジリエンスであり、それを適切に働かせようとすることがレジリエ
ンスデザインである。これらに関わる人間の行動の観察方法や分析方法を、行動
的・物理的・心理的、更には生理的な側面から考える。それらを融合させる具体
的な事例を検討し、実験方法のデザインなどを行う。またそれを実施し、仮説を
形成し、さらなる本人権の設計を行い、エビデンスを現場でどう作っていくかの
評価と設計の関係を学ぶ。

スペキュラティブデザイ
ン

スペキュラティブは思索的なデザインであり先端的なデザインである。スペキュ
ラティブデザインは「未来について考えるきっかけを提供する」ことを目的とし
ている。ビション・フィロソフィー・テクノロジー・アウトプットを構成要素と
して、それらの構成により思索的に提案の文脈をつくる演習を行う。具体的な事
例や実践を通し理解を深め、演習的に具体的なスペキュラティブデザイン・ビ
ジョンデザイン。未来強制デザインの実務やその有り様のデザインを行う。

隔年

デザイン・シビック

市民・生活者・消費者・当事者あるいはある一人の人のためのデザインとして、
当事者は誰なのかから考え、問題発見・問題提議・問題解決のプロセスと構築す
る。そのための調査方法や表現方法を実践的に学び、具体的な表現を行う。そし
てその次の実験や理解評価の方法を考え記述する。以上を実践的なデザイン活動
として行う。ソサエタルなデザインとして、社会包摂デザインの方法論として、
社会的処方デザインの方法論の構築も目指す。

隔年

サスティナブルデザイン

貧困、飢餓、環境保全など、人類が直面している社会的な課題に対しデザインは
どのような貢献ができるのだろうか？ この授業では、SDGsの目標達成のために
取り組まれている経済、社会、環境のバランスのとれた持続可能な開発の国内外
の事例を学び、デザインで社会課題を解決するためのワークショップを実施す
る。課題を解決するためのアイデアの生み出し方、デザイン制作のプロセスを体
験することで、学生自らが社会課題を解決するための具体的スキルを学ぶ。（集
中講義方式）

アート＆リサーチ

芸術の研究というと、従来は作品の研究、あるいは作品の歴史的背景の研究が主
流だったが、近年では、芸術の実践に目を向けた研究が広く行われるようになっ
ている。本科目では、アートやデザインの実践を研究・評価する際に役立つ方法
を学ぶ。アートベースリサーチやアクションリサーチなどの新しい方法、量的研
究と質的研究のハイブリッド型（混合研究法）を知ると同時に、アンケートやイ
ンタビューといった基本的な技法についても深く理解し、研究目的にあった効果
的な方法を実践できるようにする。

文化政策

社会の中で実際にアートやデザインの活動に携わる際には、関連する政策の理解
が不可欠である。本授業では、文化政策のしくみや歴史的変遷、海外の状況や日
本の現状などを理解し、社会でアートやデザインのプロジェクトを展開する際に
必要な知識やスキルを身につける。また、経済的価値以外の価値の概念やプロ
ジェクトの様々な評価方法についても学び、政策と価値創造がどのように結びつ
くか、価値創造を重視するプロジェクトをどう評価すべきかを考える。

アーツマネジメント

アーツマネジメントとは、さまざまなジャンルの芸術実践と社会とのつなぎ手に
関わる分野である。地域や社会の諸課題に対して芸術が果たす役割に対して注目
が集まっている実情がある。このことを背景にし、この授業では、劇場・音楽
堂、美術館、博物館などの芸術の場のみならず、障害者や高齢者などの抱える多
様な社会的課題にアートがどのように関わっているのかを概観し、理想的なアー
ツマネジメントのあり方を検討する。座学のほか、実際のアーツマネジメントの
現場に足を運ぶなどの実践的な教員も実施する予定である。

共生社会デザイン論

人と人、環境と人が持続的に共生していく上での現代社会の課題について検討を
加え、それらを解決していく人間行動とそれをはぐくむ社会デザインを明らかに
し、それを導くための政策的な課題を述べる。具体的な課題として、有機性資源
の循環と自然エネルギーを取り上げる。それらが地域産業として成立できる地域
の仕組み作りと企業と市民と自治体の行動と相互の連携について論じるととも
に、その環境的社会的経済的な影響を明らかにしそれらを大きくしていくための
課題を検討する。

環境リスクマネジメント

Students will learn about the importance of environment risk management 
to provide them with a base to formulate and implement projects with 
proper risk assesments and action plans to protect individuals, 
enterprises and society from costly legal actions and damages associated 
with natural disasters.

この授業では、費用のかかる訴訟問題や自然災害に関連する損害から、個人、企
業、社会を守るための適切なリスク評価と行動計画を備えたプロジェクトを策定
および実施するための基礎を考える環境リスクマネジメントの重要性について学
ぶ。

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

展
開
科
目

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-45 基本計画書－70



デザイン哲学

真理と倫理と美を実現するデザインが学として成立する基礎について、哲学史に
おける古典的な議論から最新の議論まで取り上げ、未来のデザインのあり方を展
望する。新実証主義、サイバネティックス、ポスト構造主義、批判理論、リサー
チ・スルー・デザインなどの理論について深く学び、現在自分が取り組んでいる
デザイン課題が、学問の歴史やデザイン全体のうちでいかなる位置を占め、いか
なる限界と可能性を持つのかを理解できるようにする。

美術史

共生可能な未来社会を考えるアプローチとしての美術史についての講義である。
美術における様式の変遷の背後には、社会や産業・社会思想といったより広い、
物質的ともいえる制度の変化がある。ルネサンス、バロック、新古典派、ロマン
主義の時代の古典的な作品を現代の批評家がどのように論じているかを学ぶと同
時に、個々の作品の分析を通じて、作品を支える「制度」を読み解く力、よりよ
い豊かな未来構築の方法を考える力、現代の社会の在り方をふまえて作品や表現
を批評する力を身につける。

イメージ感性論

写真や映画から音響装置まで、視聴覚文化を横断するイメージについて理解を深
めるため、古典ないし最新の理論についての読解や解説から出発し、それらをも
とにメディアアートやデザインの作品分析を進める。ここで感性論と呼ぶ分野
は、人文学的な立場から人間の身体や感覚に及ぼす作用を考察する立場を指す。
それらに関連するテキストを批判的に読解し、具体的なデザインやアートの作品
分析へと応用できるようになることが目的である。テキストは日本語ないし英語
の文献を想定しているが、受講者の関心に合わせて調整する予定である。

デザインと日本A

デザインには国や地域によって個性がある。国際的なデザイン展開を図るために
は、自国のデザインの強みを洞察･発信できることが欠かせない。一方で、他国
のデザインの強みを知ることは視野を広げ、新しい価値の創出につながる。本科
目では、国際的に注目される日本のデザインを取り上げ、その歴史や可能性を解
説する。尚、全ての回において主担当教員が担当するが、様々なデザイン対象が
網羅できるよう、また旬な話題が提供できるように、芸術工学府教員を中心に共
同で講義を行う形式をとる。また、別科目「デザインと日本B」とは授業目的は
同じであるが、取り上げるデザイン対象は異なる。

デザインと日本B

デザインには国や地域によって個性がある。国際的なデザイン展開を図るために
は、自国のデザインの強みを洞察･発信できることが欠かせない。一方で、他国
のデザインの強みを知ることは視野を広げ、新しい価値の創出につながる。本科
目では、国際的に注目される日本のデザインを取り上げ、その歴史や可能性を解
説する。尚、全ての回において主担当教員が担当するが、様々なデザイン対象が
網羅できるよう、また旬な話題が提供できるように、芸術工学府教員を中心に共
同で講義を行う形式をとる。また、別科目「デザインと日本A」とは授業目的は
同じであるが、取り上げるデザイン対象は異なる。

アカデミックイングリッ
シュ

学術界において国際的に活動･活躍するためには国際言語である英語のスキルが
欠かせない。本科目では、将来、研究成果を国際ジャーナルや国際学会
Proceedingsに学術論文を投稿することを想定し、英語による論文執筆に必要な
基礎ライティングスキルを身に付ける。科学･工学系の学術論文の一般的な構成
（題目、抄録、序論、方法、結果、考察、結論、図表など）を例にして、原稿を
書く、見直すを繰り返しながら、適切な学術的文章にて論文が書けるよう訓練す
る。

インターンシップⅠ

企業、行政機関、公益法人、研究機関等において、１週間程度（３０時
間以上）の就業体験を行う。これまでに習得した知識・技術を、企業・
官公庁・研究機関等の現場で実践し、今後において向上させるべきスキ
ルへの気づきやキャリアに対する新たな視点の修得を図ることを目的と
する。主指導教員との相談の上で、研修申請手続きを行う。職務の実
態、職場の人間関係、組織の運営等、実社会のさまざまな側面に自ら触
れた経験を、その後の学習活動や就職活動に有効に活用できるようにす
る。

インターンシップⅡ

インターンシップⅠの履修を前提とする。企業、行政機関、公益法人、
研究機関等において、１週間程度（３０時間以上）の就業体験を行う。
これまでに習得した知識・技術を、企業・官公庁・研究機関等の現場で
実践し、今後において向上させるべきスキルへの気づきやキャリアに対
する新たな視点の修得を図ることを目的とする。主指導教員との相談の
上で、研修申請手続きを行う。職務の実態、職場の人間関係、組織の運
営等、実社会のさまざまな側面に自ら触れた経験を、その後の学習活動
や就職活動に有効に活用できるようにする。

インターンシップⅢ

企業、行政機関、公益法人、研究機関等において、１週間程度（６０時
間以上）の就業体験を行う。これまでに習得した知識・技術を、企業・
官公庁・研究機関等の現場で実践し、今後において向上させるべきスキ
ルへの気づきやキャリアに対する新たな視点の修得を図ることを目的と
する。主指導教員との相談の上で、研修申請手続きを行う。職務の実
態、職場の人間関係、組織の運営等、実社会のさまざまな側面に自ら触
れた経験を、その後の学習活動や就職活動に有効に活用できるようにす
る。
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芸術工学特別プロジェク
トⅠ

人間や社会に対する深い洞察、製品・環境・サービス・テクノロジーなどの多様
なデザインと、ビジネスとアントレプレナーシップを統合するストラテジックデ
ザイン等に関する文献調査やフィールドワーク調査、セミナー・ワークショップ
等への参加・発表・討議を通して、デザインの社会実装・ビジネスに関わる戦略
やそれらを評価・分析して、起業・実践を行うための方法等に関する最新情報を
集約し、社会や国内外の現状を理解するための能力を身につける。

芸術工学特別プロジェク
トⅡ

環境設計の諸分野の専門的知識や調査・研究手法、実践的な課題の解決や創造的
なデザイン、国際的建築家資格の取得に必要な知識等に関する文献調査やフィー
ルドワーク調査、セミナー・ワークショップ等への参加・発表・討議を通して、
建築・景観・社会システムのデザイン、サステナブル・デザインを可能とする安
全性・健康性・機能性・快適性を実現する技術等に関する国内外の最新情報を集
約し、社会や国内外の現状を理解するための能力を身につける。

芸術工学特別プロジェク
トⅢ

音響設計の専門家として必要な、音に対する感性と音に関連する文化、環境、情
報のいずれかの分野に関する専門知識やそれらの具体的な課題やその解決方法等
に関する文献調査やフィールドワーク調査、セミナー・ワークショップ等への参
加・発表・討議を通して、人間に適合した音環境の創出する音響設計、音響情報
の高品質化、音に関する芸術文化等に関する国内外の最新情報を集約し、社会や
国内外の現状を理解するための能力を身につける。

芸術工学特別プロジェク
トⅣ

生活の在り方を構想し、安心安全で魅力的な生活の実現のためのモノ・サービ
ス・システム・生活環境を創造するために必要な、人間の特性、科学技術、ライ
フスケープデザイン等に関する文献調査やフィールドワーク調査、セミナー・
ワークショップ等への参加・発表・討議を通して、人間の生理的・形態的・行動
的・心理的特性、人間の感性・創造性を踏まえた、安全安心で魅力的なモノ・
サービス・システム・生活環境等に関する国内外の最新情報を集約し、社会や国
内外の現状を理解するための能力を身につける。

芸術工学特別プロジェク
トⅤ

人を知るための視覚や心理、表現を知るための芸術、視覚伝達、コンテンツ、人
工環境を知るためのメディアデータサイエンス、インタラクション、コンピュー
タビジョン、メカニクス、伝達と共有を知るためのコミュニケーション、社会科
学に関する文献調査やフィールドワーク調査、セミナー・ワークショップ等への
参加・発表・討議を通して、メディアテクノロジーによるデジタルコミュニケー
ション、データサイエンス、ネットワーク等に関する国内外の最新情報を集約
し、社会や国内外の現状を理解するための能力を身につける。

芸術工学特別プロジェク
トⅥ

さまざまな生命体が共生する社会を構想するための基盤となる生命情報科学・ラ
イフエンジニアリング・社会科学、またはそれらを創造的に展開させる能力を涵
養するアート・デザインの技能、、またはそれらを支える思想哲学等に関する文
献調査やフィールドワーク調査、セミナー・ワークショップ等への参加・発表・
討議を通して、生命情報科学、生命工学、アート・デザイン、デザイン文化等に
関する国内外の最新情報を集約し、社会や国内外の現状を理解するための能力を
身につける。

芸術工学特別プロジェク
トⅦ

海外の大学協定校等との国際共同教育プロジェクトでの文献調査やフィールド
ワーク調査、セミナー・ワークショップ等への参加・発表・討議を通して、デザ
インに関連する物事の原理、仕組み、技術等に関する国内外の先端研究を学び、
自らの専門性を深化するためのデザインスキルや知識の習得、専門分野における
国際的実践力の養成を図る。また、他大学の学生と合同のチームでプロジェクト
に取り組むことで、コミュニケーション及びディスカッション能力の向上を図
る。

芸術工学特別プロジェク
トⅧ

海外の大学協定校等との国際共同教育プロジェクトでの文献調査やフィールド
ワーク調査、セミナー・ワークショップ等への参加・発表・討議を通して、デザ
インに関連する物事の原理、仕組み、技術等に関する国内外の先端研究を学び、
従来のデザイン領域の枠を超えた広範なデザインスキルや知識の習得、専門分野
における国際的実践力の養成を図る。また、他大学の学生と合同のチームでプロ
ジェクトに取り組むことで、コミュニケーション及びディスカッション能力の向
上を図る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

リサーチ研修Ⅰ

自身の研究成果に基づき、国際学術誌への投稿を目指した英語の論文
執筆を行うプロセスを演習形式にて学ぶ。主指導教員を中心とする指
導教員グループによる共同指導により、論文の構成、英語による記述
法でけでなく、既往論文レビューの方法、投稿する雑誌の選択など、
研究成果として発表するための一連のプロセスを学ぶ。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 21　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 22　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 23　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 24　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 25　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 26　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 27　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 28　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 29　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
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（大学院芸術工学府芸術工学専攻　博士後期課程）

科目
区分

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-1  基本計画書－73



（ 30　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 31　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 32　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 33　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 34　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 35　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 36　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 37　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 38　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 39　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 40　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 41　高田　正幸）　音響デザイン学、音響環境学に関連した研究

（ 42　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 44　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメン
ト、

メディア・デザインに関連した研究
（ 45　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 46　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 47　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 48　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 49　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 50　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 51　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 52　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 53　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 54　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研
究
（ 55　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 56　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 57　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 58　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 59　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 60　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 61　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 62　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究
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（ 63　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 64　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 65　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 66　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 67　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 68　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 69　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 70　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 71　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／異文化間
　　　　　　　　　　 コミュニケーションに関連した研究

（ 72　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 73　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、
　　　　　　　　　　 感性科学に関連した研究

（ 74　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 75　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

リサーチ研修Ⅱ

自身の研究分野とは異なる関連分野の複数教員による共同指導を受け
ることにより、論文構成、論文の記述法、研究成果発表のプロセスを
異なる観点から精査し、論文作成のための技術、既往研究レビューの
技術、研究プロポーザルの作成技術等を向上させ、研究成果として発
表するためのプロセスの完成度を高める。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 21　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に関連した
　　　　　　　　　　 研究
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（ 22　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 23　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 24　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 25　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 26　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 27　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 28　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 29　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 30　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 31　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 32　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 33　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 34　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 35　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 36　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 37　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 38　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 39　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 40　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 41　高田　正幸）　音響デザイン学、音響環境学に関連した研究

（ 42　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 44　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメン
ト、

メディア・デザインに関連した研究
（ 45　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 46　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 47　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 48　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 49　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 50　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 51　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 52　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 53　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 54　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研
究
（ 55　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 56　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究
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（ 57　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 58　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 59　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 60　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 61　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 62　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 63　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 64　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 65　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 66　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 67　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 68　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 69　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 70　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 71　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／異文化間
　　　　　　　　　　 コミュニケーションに関連した研究

（ 72　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 73　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、
　　　　　　　　　　 感性科学に関連した研究

（ 74　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 75　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

リサーチ
プロジェクトⅠ

博士論文研究推進のために、自己の分野に関連したテーマ設定、調
査、分析を行い、主指導教員および指導教員グループでのディスカッ
ションにより、研究の深化を図る。また、自らの研究テーマに基づく
調査、解析の結果を整理して、プレゼンテーションの準備を進め、主
指導教員や共同研究者とのディスカッションにより研究の深化を図
る。
（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

　
研
究
指
導
科
目
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（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 21　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 22　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 23　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 24　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 25　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 26　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 27　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 28　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 29　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 30　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 31　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 32　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 33　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 34　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 35　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 36　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 37　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 38　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 39　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 40　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 41　高田　正幸）　音響デザイン学、音響環境学に関連した研究

（ 42　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 44　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメン
ト、

メディア・デザインに関連した研究
（ 45　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 46　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 47　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 48　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 49　福島　綾子）　文化財学に関連した研究
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（ 50　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 51　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 52　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 53　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 54　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研
究
（ 55　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 56　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 57　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 58　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 59　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 60　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 61　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 62　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 63　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 64　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 65　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 66　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 67　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 68　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 69　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 70　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 71　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／異文化間
　　　　　　　　　　 コミュニケーションに関連した研究

（ 72　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 73　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、
　　　　　　　　　　 感性科学に関連した研究

（ 74　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 75　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究

リサーチ
プロジェクトⅡ

博士論文研究と関連しつつも直接的には異なる分野において、テーマ
設定、調査、分析を行い、指導教員グループ並びに異分野の研究者と
のディスカッションにより、研究の深化を図る。また、自らの研究
テーマに基づく調査、解析の結果を整理して、プレゼンテーションの
準備を進め、主指導教員や共同研究者とのディスカッションにより研
究の深化を図る。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

　
研
究
指
導
科
目
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（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 21　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 22　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 23　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 24　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 25　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 26　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 27　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 28　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 29　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 30　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 31　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 32　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 33　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 34　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

（ 35　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 36　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 37　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 38　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 39　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 40　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 41　高田　正幸）　音響デザイン学、音響環境学に関連した研究

（ 42　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究
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（ 43　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 44　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメン
ト、

メディア・デザインに関連した研究
（ 45　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 46　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 47　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 48　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 49　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 50　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 51　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 52　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 53　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 54　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研
究
（ 55　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 56　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 57　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 58　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 59　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 60　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 61　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 62　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 63　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 64　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究

（ 65　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 66　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 67　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 68　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 69　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 70　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 71　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／異文化間
　　　　　　　　　　 コミュニケーションに関連した研究

（ 72　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 73　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、
　　　　　　　　　　 感性科学に関連した研究

（ 74　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 75　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究
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リサーチ
プロジェクトⅢ

リサーチプロジェクトⅠ、リサーチプロジェクトⅠの履修を踏まえ
て、自己に関連する分野と異なる分野におけるテーマ設定、調査、分
析を比較し、主指導教員や指導教員グループとのディスカッションを
通して、研究分野の融合・横断を図る。

（  1　谷　正和）　  環境人類学に関連した研究

（  2　伊藤　裕之）　心理学に関連した研究

（  3　井上　滋樹）　人間中心のデザイン、社会課題を解決するデザイン、
　　　　　　　　　　 SDGsに関連した研究

（  4　伊原　久裕）　グラフィックデザインに関連した研究

（  5　鵜飼　哲矢）　建築設計・デザイン、都市デザインに関連した研究

（  6　大井　尚行）　都市・建築環境学、環境心理学に関連した研究

（  7　尾方　義人）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 デザイン学、デザイン方法に関連した研究

（  8　尾本　章）　　応用音響工学に関連した研究

（  9　包清　博之）　ランドスケープ・マネジメント、緑地環境設計に
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 10　鏑木　時彦）　音声情報処理に関連した研究

（ 11　金　大雄）　　映像コンテンツデザインに関連した研究

（ 12　古賀　徹）　　哲学、倫理学、美学、デザイン原論に関連した研究

（ 13　近藤(笠利)　加代子）　環境政策、環境社会学、環境経済学、
　　　　　　　　　　　　　　 社会思想史に関連した研究

（ 14　須長　正治）　色彩・視覚科学に関連した研究

（ 15　竹之内　和樹）クリエーティブデザイン、メカニクスデザイン、
　　　　　　　　　　 図形科学に関連した研究

（ 16　田上　健一）　建築計画・建築設計に関連した研究

（ 17　鶴野　玲治）　コンピュータグラフィクスに関連した研究

（ 18　知足　美加子）彫刻に関連した研究

（ 19　原　健二）　　視覚情報処理に関連した研究

（ 20　平井　康之）　インクルーシブデザイン、デザイン思考、
　　　　　　　　　　 オフィスデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 インテリアデザインに関連した研究

（ 21　前田　享史）　生理人類学、環境人間工学、温熱生理学に関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 22　村木　里志）　福祉人間工学に関連した研究

（ 23　矢向　正人）　音楽学、音楽美学に関連した研究

（ 24　朝廣　和夫）　緑地保全学に関連した研究

（ 25　麻生　典）　　知的財産法に関連した研究

（ 26　石井　達郎）　映像表現、映像提示デザイン、デジタルコンテンツ
　　　　　　　　　　 デザインに関連した研究

（ 27　伊藤　浩史）　時間生物学、非線形動力学に関連した研究

（ 28　井上　光平）　パターン認識、画像処理、コンピュータビジョンに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 29　井上　朝雄）　建築構法計画、建築生産に関連した研究

（ 30　上田　和夫）　聴覚心理学、聴覚認知心理学、知覚心理学、
　　　　　　　　　　 実験心理学に関連した研究

（ 31　牛尼　剛聡）　サイバー空間デザイン、コンテンツ環境デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 32　大島　久雄）　演劇学に関連した研究

（ 33　小野　直樹）　ディジタル画像の処理と認識に関連した研究

（ 34　加藤　悠希）　日本建築史に関連した研究

　
研
究
指
導
科
目
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（ 35　河原　一彦）　音響システムの性能評価に関する研究に関連した研究

（ 36　齋藤　俊文）　コミュニケーション・デザイン研究、ミュージアム
　　　　　　　　　　 研究、映画表現研究(日本映画ペンクラブ会員)、
　　　　　　　　　　 サブカルチャー研究、広告表現研究、クリエイティブ
　　　　　　　　　　 ディレクション、アート/ソーシャルプロジェクト、
　　　　　　　　　　 Technological Singularity に関連した研究

（ 37　鮫島　俊哉）　音響工学に関連した研究

（ 38　城　一裕）　　メディアアート、パーソナルファブリケーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 39　杉本　美貴）　インダストリアルデザイン、プロダクトデザイン、
　　　　　　　　　　 コンセプチュアルデザイン、日本美に関連した研究

（ 40　妹尾　武治）　心理学に関連した研究

（ 41　高田　正幸）　音響デザイン学、音響環境学に関連した研究

（ 42　髙取　千佳）　ランドスケープ・エコロジー、都市計画、緑地計画、
　　　　　　　　　　 土地利用計画、都市環境計画・デザインに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 43　田村　良一）　デザインマネジメント、デザインシステムに関連した
　　　　　　　　　　 研究

（ 44　徳久　悟）　　サービス・デザイン、イノベーション・マネジメン
ト、

メディア・デザインに関連した研究
（ 45　中村　美亜）　芸術社会学に関連した研究

（ 46　西田（掘）　紘子）　音楽学（音楽理論・分析、西洋音楽史、
　　　　　　　　　　　　　 音楽文化）に関連した研究

（ 47　早渕（古木）　百合子）環境工学に関連した研究

（ 48　平松　千尋）　視覚生理心理学に関連した研究

（ 49　福島　綾子）　文化財学に関連した研究

（ 50　藤　智亮）　　設計工学、機能工学に関連した研究

（ 51　Hall　Michael）　英語、環境リスクマネジメントに関連した研究

（ 52　松隈　浩之）　デジタル映像デザインに関連した研究

（ 53　松前　あかね）創造性、知識科学、社会心理学、場のデザイン、
　　　　　　　　　　 関係性のデザイン、ソーシャルイノベーションに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 54　丸山　修）　　計算生物学、バイオインフォマティクスに関連した研
究
（ 55　山内　勝也）　心理音響学、騒音環境学に関連した研究

（ 56　吉岡　智和）　建築構造に関連した研究

（ 57　吉永　幸靖）　画像処理、パターン認識に関連した研究

（ 58　Remijn　Gerard　Bastiaan）　知覚心理学に関連した研究

（ 59　今坂　智子）　レーザーイオン化質量分析、超短パルス発生、
　　　　　　　　　　 質量分析計の開発に関連した研究

（ 60　張　彦芳）　　ユニバーサルデザイン、ソーシャルデザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 61　西村　貴孝）　生理人類学に関連した研究

（ 62　川本　陽一）　都市環境工学に関連した研究

（ 63　工藤　真生）　視覚伝達デザイン、サイン計画、ピクトグラムに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 64　栗山　斉）　　アート、基礎デザインに関連した研究
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（ 65　澤井　賢一）　数理工学に関連した研究

（ 66　関　元秀）　　数理・統計モデリングに関連した研究

（ 67　Jamison Daryl Steven）　作曲に関連した研究

（ 68　冬野　美晴）　メディアと教育、メディアと言語文化、認知言語学、
　　　　　　　　　　 コーパス言語学、英語教育学に関連した研究

（ 69　村上　泰樹）　聴覚情報処理に関連した研究

（ 70　森本　有紀）　コンピュータグラフィックスに関連した研究

（ 71　吉村　理一）　英語学・言語学 (生成文法)／異文化間
　　　　　　　　　　 コミュニケーションに関連した研究

（ 72　Loh Ping Yeap）　人間工学、作業療法学に関連した研究

（ 73　樋口　重和）　生理人類学、精神生理学、時間生物学、
　　　　　　　　　　 感性科学に関連した研究

（ 74　池田　美奈子）デザイン理論、デザイン史、情報編集デザインに
　　　　　　　　　　 関連した研究

（ 75　曽我部　春香）公共の場や空間に関わるデザインに関連した研究
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※その他のアクセス方法は でご確認ください。http://www.kyushu-u.ac.jp/access/index.php
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環境設計
コース

人間生活
デザインコース

未来共生
デザインコース

メディア
デザインコース

音響設計
コース

ストラテジック
デザインコース

芸術工学府 修士課程　芸術工学専攻

コア科目 コア科目 コア科目 コア科目 コア科目 コア科目

環境化学特論　熱環境学特論　聴覚心理学特論　聴覚生理学特論　時間知覚特論　音声生成特論　

応用人間工学　生活機能支援科学特論　環境人間工学特論　生理人類学特論　脳・行動生理学特論A, B　感性科学特論　統計情報学　
視覚心理学特論　色彩科学特論　心理学的思考法特別演習　コンピュータサイエンス特論　時間生物学　数理モデリングA, B　
分子生物学

芸術工学演習（デザイン科学系統）

ITとスマート行政+社会　サーバサイドプログラミング　メカニカルエンジニアリング　建築構造学特論　環境材料学特論　環境心理学特論
音声情報学特論　音響制御特論　音響工学特論　計算音響学　福祉音響学　音響イメージング特論　音響信号処理特論　音響環境学特論
音環境評価特論

デザイン認知論　人間情報工学　機能工学デザイン　生体模倣工学　リーガルデザイン　視覚メディア設計特論　視覚環境知能設計特論
画像情報伝達システム設計特論　コンピュータグラフィックス特論　メカニクスデザイン特論　メディアサービス特論　
バーチャルリアリティ特論　Curriculum and Management for Design Education （隔年開講）　Design in General Education （隔年開講）
生体模倣工学　バイオマテリアルエンジニアリング

芸術工学演習（デザイン工学系統）

建築計画特論　建築構法計画特論　環境保全学特論　景観生態学特論　ランドスケープデザイン特論　

シリアスゲームデザイン1,2 　コネクティッドデザイン　デザインイノベーション　ストラテジック・サービス・デザイン　HCIデザイン1,2 
エキスペリエンス（UX）デザイン　アート・シンキング　インクルーシブデザイン　ソサエタルデザイン　ソーシャル・システム・デザイン
音響芸術特論　作曲学特論　サウンドデザイン特論　パブリックデザイン　コンテクストデザイン　レジリエンスデザイン
メディアアート表現　視覚記号特論　グラフィックデザイン特論　映像コンテンツデザイン特論　映像表現史特論　造形芸術特論
現代アート実践　生命とアート　情報編集デザイン　スペキュラティブデザイン （隔年）　
デザイン・シビック （隔年）　サスティナブルデザイン

芸術工学演習（設計・制作系統）

知的財産法1,2　日本建築史特論　西洋建築史特論　文化財学特論　環境政策特論　環境人類学特論　環境文化特論　音楽社会文化特論
聴覚文化論特論　言語学特論　環境リスクマネジメント　デザイン哲学　美術史

プロデューサー原論　デザインマネジメント　デザインマーケティング　デザインプロジェクトマネジメント　ブランドビジネスデザイン
デザイン産業事情１，２　(QBS)リーダーシップ論　(QREC)デザイン思考　(QREC)リーンスタートアップ演習1-4
民族音楽学特論　コミュニケーションデザイン論　ライフスケープデザイン　演劇学特論　アート＆リサーチ　
文化政策　マルチモーダル・コミュニケーション特論　アーツマネジメント　共生社会デザイン論　イメージ感性論

芸術工学演習（文化・社会デザイン系統）

講
義

演
習

講
義

演
習

講
義

演
習

講
義

演
習

デ
ザ
イ
ン
科
学
系
統

デ
ザ
イ
ン
工
学
系
統

設
計
・
制
作
系
統

文
化
・
社
会
デ
ザ
イ
ン
系
統

SD特別プロジェクトI-VI　環境デザインプロジェクトA,B　ランドスケープデザインプロジェクト　ストラテジックアーキテクトプロジェクトA, B
グローバル・アーキテクト・プロジェクト　アーキテクト・インターンシップI , II　建築インターンシップ　音響設計特別講話　輪講　
ホール工学技術特論　ホール工学技術演習　ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトI-IV　人間生活デザイン特論　
メディアデザインプレゼンテーション演習

芸術工学特別研究　I-VI　芸術工学プレゼンテーション演習
スタジオプロジェクトI-A, B　スタジオプロジェクトⅡ-A, B　スタジオプロジェクトⅢ-A, B　スタジオプロジェクトⅣ-A, B
デザインと日本A, B　アカデミックイングリッシュ
インターンシップI-III　芸術工学特別プロジェクトI-VIII

共
通
系
科
目

系統別 修士論文中間審査

系統別 修士論文中間審査

系統別 修士論文中間審査

系統別 修士論文中間審査

Ａ）主体的な学び・協働：デザインに関わる深い専門的知識と豊かな教養を背景とし、自ら問題を見出し、創造的・批判的に吟味・検討しながら、幅広い分野の課題に実践的に取り組むことができる。
Ｂ）知識・理解：芸術工学の基盤となる具体的知識や概念、考え方、方法について十分に理解し、コースごとの専門性にとどまらない普遍的なデザインのリテラシー、方法論を説明することができる。
　　　　       アントレプレナーシップやデザイン実務に関する専門知識を理解して説明することができる。
C-1, C-2) 知識・理解の応用と新しい知見の創出：異分野との協働を通して，専門知識を活用しながら，社会の複合的な問題を提起しながら，解決のための実践的な方向性を示すことができる。
D）知識・理解の実践的場面での活用：芸術工学に対する感性と，他分野との融合も視野に入れ，総合的な設計能力でグローバルな世界での豊かな生活の実現に貢献することができる。 
　　　　　　 デザインの社会実装・ビジネス戦略の実践・評価・分析を通して起業や実践を行うための方法論を構築できる。

共
通

共
通

共
通

共
通

ディプロマ・ポリシー : コースの教育課程を通して「芸術工学」の基本・基礎を十分に理解しながら以下の学修目標を達成し，実社会において指導的立場を果たし得る能力を修得する

共
通
　
　
幅
広
い
領
域
へ
視
野
を
広
げ
　
学
修
目
標
 
 
 
の
達
成
に
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C)
・
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講
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・
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自
ら
の
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
専
門
性
を
深
化
さ
せ
　
学
修
目
標
 
 
 
の
達
成
に
対
応

A)
・
B)

芸
術
工
学
府
　
開
設
科
目

自コースのマーカーが
付された科目以外は，
展開科目となる

I.

II.

III.

IV.

コース内で複数の系統に関連する科目・サーティフィケートプログラムに係る科目など

修士研究関係科目・スタジオプロジェクト科目・その他

参考図１：修士課程全科目

Looking forward to seeing you.Looking forward to seeing you.
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

ア．定員充足の見込み 

九州大学大学院芸術工学府は、修士課程及び博士後期課程に既設の芸術工学専攻とデザイン

ストラテジー専攻の 2 専攻を、令和 4 年 4 月より芸術工学専攻の 1 専攻に統合し、「デザイン

領域の拡大」や「社会の変化」に対応しうる、デザインの専門分野に特化した人材、これから

の社会の動きを理解してデザインの方向性をリードする人材、分野横断的な人材、個別のデザ

インの成果を社会実装する人材などを育成するための新しいデザイン教育を実施する。さらに

修士課程には、社会の求める諸分野においてデザインを実践するプロフェッショナルを養成す

るための6コースを置く。 

改組後の芸術工学専攻修士課程の入学定員は、現行の芸術工学専攻とデザインストラテジー

専攻の入学定員を合わせた120名とし（表1参照）、博士後期課程の入学定員も同様に現行の 

2専攻の入学定員を合わせた30名とする（表2参照）。 

表 1：修士課程の入学定員

既設の芸術工学府（修士課程） 新設する芸術工学府（修士課程） 

専  攻 入学定員 専  攻 入学定員 

芸術工学専攻 92 芸術工学専攻 120 

デザインストラテジー専攻 28 

 表 2：博士後期課程の入学定員

既設の芸術工学府（博士後期課程） 新設する芸術工学府（博士後期課程） 

専  攻 入学定員 専  攻 入学定員 

芸術工学専攻 25 芸術工学専攻 30 

デザインストラテジー専攻 5 

修士課程における現行の 2 専攻制での過去 9 年間（平成 24（2012）年度から令和 2（2020）

年度まで）の志願者倍率は、学府全体では平均1.60倍となっている。同様に、過去9年間（平

成24（2012）年度から令和2（2020）年度まで）の入学者数については、一度、平成27（2015）

年度に定員を満たさなかったことがあったものの、次年度には改善され、学府全体の定員充足

率は平均1.17となっている。外国人留学生については、志願者数、入学者数共に、平成28（2016）

年度より増加傾向にあり、令和2年度には志願者数、入学者数の約3割が外国人留学生となっ

ている。また、過去9年間（平成24（2012）年度から令和2（2020）年度）の推移をみた場合、

年度により入学者数の変動はあるものの、毎年度 30 名程度の外国人留学生の入学が見込まれ

る。 

以上の結果を踏まえて、修士課程においては十分に定員（120 名）を確保できる見込みがあ

ると考えられる。 
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博士後期課程については、現行の2専攻制での過去9年間（平成24（2012）年度から令和2

（2020）年度まで）の志願者倍率は学府全体で平均0.73倍、定員充足率については学府全体の

平均は0.86となっており、必ずしも高いとは言えない。 

つまり、新たな博士後期課程で定員（30名）を充足するためには、年間の入学者を5名程度

増加させる必要があるが、以下のような理由で、今回の改組を実施することでほぼ定員を満た

す入学増加が見込まれると考えられる。 

まず、平成 31（2019）年 3 月 29 日の経済産業省による「高度デザイン人材」育成の提言に

現れているように、研究機関のみならず、現代社会における多様で複雑な諸課題を解決するた

めには、領域横断的問題解決能力を持ち、自らデザイン研究をリードする指導的な研究人材が

求められており、その需要は、今後、高まっていくものと思われる。そして、そのような分野

を先導する研究者を育成する博士後期課程への進学者も一定数増えると期待されることがあ

げられる。実際に、企業向けに行ったアンケート調査では、「芸術工学府の修了生を採用する場

合、どのような知識・能力を持つことを期待するか」という質問に対し、最も期待する知識・

能力と回答されたのは「企画・開発力」であり、次に期待する知識・能力とされたのは「複数

分野にまたがる知識」と「課題解決能力」であった。また、芸術工学府の卒業生及び修了生に

対するアンケート調査においても「これからの芸術工学府の学生には、どのような知識・能力

が必要か」という質問を行ったところ、最も期待する知識・能力と回答されたのは「複数分野

にまたがる知識」であり、次に期待する知識・能力とされたのは「課題解決能力」であった。 

    次に、現行体制では英語を使用する課程がデザイン人間科学国際コースに限られていたとこ

ろ、新専攻では国際コースを一般コースに統合し、専攻全体で全科目の英語対応、書類の英語

化など日本語能力を必要とせず課程を修了できる体制を整える。そのため、日本語能力によっ

て制限がかかっていた留学生の出願条件が緩和できることとなり、博士後期課程への留学生の

進学が一定数増えることが期待されることがあげられる。 

具体的に述べると、現在、英語で学位を取れる課程は、芸術工学専攻の4コースのうちデザ

イン人間科学国際コースの 1コースのみであり、過去 11年間（平成 22（2010）年度から令和

2（2020）年度）でデザイン人間科学国際コースには 32 名の入学者があった。今回の改組で、

英語で学位を取れる課程がデザイン人間科学国際コースの1コースのみから現状のデザインス

トラテジー専攻を含む学府全体（芸術工学専攻4コース＋デザインストラテジー専攻）に広が

るため、単純な計算はできないものの、5 倍間口が広がることになる。デザイン人間科学国際

コースで毎年実施している海外におけるリクルーティングには常に 100 名を超える参加があ

り、その中には研究テーマが合致しないために、出願をあきらめた学生も一定数いると考えら

れ、芸術工学府で英語により実施できる研究テーマの幅が広がることによる入学者の増が見込

まれる。 

このことは、芸術工学府の教員に対する海外からの問い合わせを見ても、英語のみで博士学

位が取得できる課程に潜在的な需要があることがわかる。教員への聞き取り調査では、過去 2

～3年のうちに10名が英語のみの学位取得についての問い合わせを受けたと答えており、デザ

イン人間科学国際コースのみの現状では条件に合うコースがないため出願を見合わせたり、最

近の問い合わせでは制度が変わることを期待して待っていたりするという状態である。 

さらに、これまで芸術工学府が開催したワークショップ、短期コース、シンポジウムなどの

国際交流プログラムに参加した海外の大学に所属する（していた）学生に英語のみで学位を取

得できる課程についてアンケートを依頼したところ104名から回答があった。この中で、入試

も含めて日本語能力を問わない学位課程に進学したいかを聞いたところ、104 名中 50 名

（48.1％）が「ぜひ進学したい」、20名（19.2％）が「条件が整えば進学したい」、22名（21.2％）

が「進学に関心がある」と答えており、潜在的な関心の高さがうかがわれる。 
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以上のことから、高度なデザイン研究者のニーズの拡大、英語のみによる学位の取得可能性

による留学生の増加などが見込まれることから、博士後期課程においても定員（30名）を確保

できる見込みである。 

 

 

イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 ○過去9年間における志願者倍率及び定員充足率 

  [修士課程] 

   修士課程における現行の2専攻制での過去9年間（平成24（2012）年度から令和2（2020）

年度まで）の志願者倍率は、学府全体では1.21倍から1.93倍の間で推移し、平均1.60倍と

なっている。（図1参照） 

   同様に、過去9年間（平成24（2012）年度から令和2（2020）年度まで）の定員充足率は

学府全体で0.94から1.26の間で推移し、平均は1.17となっている。（図2参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 芸術工学府修士課程入学者選抜試験の志願状況推移   

（「九州大学IRデータ集2020年度版」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 芸術工学府修士課程入学者数推移 

（「九州大学IRデータ集2020年度版」より） 
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  [博士後期課程] 

   博士後期課程における現行の 2 専攻制での過去 9 年間（平成 24（2012）年度から令和 2

（2020）年度まで）の志願者倍率は、学府全体で0.43倍から0.93倍の間で推移し、平均0.73

倍となっている。（図3参照） 

   同様に、過去9年間（平成24（2012）年度から令和2（2020）年度まで）の定員充足率は

学府全体で0.63から1.07の間で推移し、平均は0.86となっている。（図4参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 芸術工学府博士後期課程入学者選抜試験の志願状況推移 

（「九州大学IRデータ集2020年度版」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 芸術工学府博士後期課程入学者数推移 

（「九州大学IRデータ集2020年度版」より） 

 

 

○在学生に対するアンケート調査 

今回の芸術工学府の改組計画の検討にあたって、資料1のとおり構想している芸術工学府

の概要を示し、同学府に在籍する大学院生（修士課程学生308名、博士後期課程学生88名）

及び他学府の大学院生（修士課程学生30名、博士後期課程学生4名）を対象に改組後の芸術

工学府に関するアンケート調査を行ったところ、91 名（修士課程学生 75 名、博士後期課程

学生16名）から回答が得られた。 

 

「新しい芸術工学専攻の特色に魅力があるか」という質問に対して、「魅力がある」と回答

した者が16名（17.6%）、「やや魅力がある」と回答した者が46名（50.5%）で、約7割弱の

学生が改組後の新しい芸術工学府に魅力を感じている。 
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  回答数 割 合 

魅力がある 16 17.6％ 

やや魅力がある 46 50.5％ 

どちらでもない 13 14.3％ 

あまり魅力がない 10 11.0％ 

全く魅力がない 6 6.6％ 

計 91 100.0％ 

 

 

○企業に対するアンケート調査 

今回の芸術工学府の改組計画の検討にあたって、資料1のとおり構想している芸術工学府

の概要を示し、芸術工学府の卒業生・修了生を採用した実績のある企業を対象に改組後の芸

術工学府に関するアンケート調査を行ったところ、11社から回答が得られた。 

 

「芸術工学府の修了生を採用する場合、どのような知識・能力を期待するか」という質問

（複数回答可）に対して、最も期待されているのが「企画・開発力」（8社）であり、次に期

待されているのが「複数分野にまたがる知識」（6社）と「課題解決能力」（6社）であるとの

結果が得られた。 

改組後の芸術工学専攻では、分野横断的な教育実践のもと幅広い分野の課題に取り組むこ

とで、デザインに関わる深い専門的知識を修得し，これらを活用した柔軟な発想で様々な課

題に取り組む人材、更に新しいモノやコトの企画・開発を実施できる人材を育成することと

しており、企業からの期待に合致していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○卒業生・修了生に対するアンケート調査 

 

今回の芸術工学府の改組計画の検討にあたって、資料1のとおり構想している芸術工学府

の概要を示し、芸術工学府の卒業生・修了生を対象に改組後の芸術工学府に関するアンケー

ト調査を行ったところ、37名から回答が得られた。 

 

「これからの芸術工学府の学生には、どのような知識・能力が必要か」という質問（複数

回答可）に対して、最も期待されているのが「複数分野にまたがる知識」（27名）であり、次

に期待されているのが「課題解決能力」（23名）であるとの結果が得られた。 
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改組後の芸術工学専攻では芸術工学に対する鋭い感性の涵養と、他分野との融合によって

幅広く高度な専門的知識を修得させることを目標としている。このため、カリキュラムの学

修においては、スタジオプロジェクト科目を始めとする幅広い領域の融合を図る演習系科目

で自ら体験し、実践することを重視した構成としており、様々な課題に取り組み、解決する

能力を養成することが期待でき、本アンケート結果の方向性に合致していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○デザイン人間科学国際コースにおけるリクルート活動の実績 

芸術工学専攻デザイン人間科学国際コース（平成22（2010）年度設置）では、平成23（2011）

年度から毎年度、アジア諸国の大学で留学生獲得のためのリクルーティング（大学院説明会、

サマーセミナー等）を実施している。それらに参加した学生が当該コースの入学試験を受け

た、またはコースに入学した実績は、表3のとおりである。 

 

 表 3：デザイン人間科学国際コース受験者数及び入学者数（平成23年度～令和2年度） 

年度 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 計 

人数 

受 験 者  3 2 1 4 1 4 7 4 4 7 37 

入学者数  3 2 1 4 1 4 5 4 2 6 32 

  
うちセミナー等 

参加者 
0 1 1 0 0 3 2 4 2 5 18 

             
 
 

○海外の大学に在籍する学生に対するアンケート調査 

今回の芸術工学府の改組計画の検討にあたって、これまで芸術工学府が開催したワークシ

ョップ、短期コース、シンポジウムなどの国際交流プログラムに参加した海外の大学に所属

する（していた）学生に対しアンケート調査を行ったところ、104名から回答が得られた。 

「入学試験や授業等を全て英語で行い、日本語能力を問わず博士学位が修得できる制度を

導入した場合、芸術工学府の博士後期課程に進学したいと思うか」という質問に対して、「ぜ

ひ進学したい」と回答した者が50名（48.1%）、「条件があえば進学する」と回答した者が20

名（19.2%）であり、約7割の学生が改組後の新しい芸術工学府に進学したいと考えている。 
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  回答数 割 合 

ぜひ進学したい 50 48.1％ 

条件があえば進学する 20 19.2％ 

進学に関心がある 23 22.1％ 

進学しない 11 10.6％ 

計 104 100.0％ 

 

 

ウ．学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は 817,800 円（入学料：282,000 円、授業料年額：535,800 円）であり、

「国立大学等の授業料その他費用に関する省令」第二条に定める標準額と同額に設定している。 

 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

九州大学では、芸術工学府の認知度向上を図り、学生確保につなげるため、様々な取組を行うこ

とを予定している。 

 

ア．大学院説明会の開催 
大学院設置認可申請手続きと並行して、主に学内の学部学生及び修士学生を対象とした大

学院説明会を開催する。改組を予定している令和4（2022）年度は、平成30（2018）年度に

設置された本学共創学部から初めての卒業生が輩出される年度でもあるため、改組後の芸術

工学府が当該学部の大学院進学の受け皿となることが大いに期待される。なお、説明会はオ

ープン参加とし、学外者の参加も受け付け、広く改組後の芸術工学府への理解を深めてもら

う機会とする。 

 

イ．オープンキャンパス及び施設公開 

本学では毎年 8 月に大学全体でのオープンキャンパスを開催しており、芸術工学府では、

コース紹介、実験室等の見学、模擬授業、進学相談、ガイドツアー、学生作品の展示などを

行っている。いずれも参加者から好評を得ており、学生確保のためのPRには絶好の機会とな

っている。 

     また、芸術工学府のキャンパス（福岡市南区大橋）では、毎年5月下旬に地域の小・中・

高校生や一般市民を対象とする施設公開イベント「デザインのフシギ体験」を開催しており、

例年1,500名を超える参加がある。同イベントでは、リサイクルアートや親子でのゲームプ

ログラミング等のものづくり体験や、無響室といった特殊な実験室公開等を通じて、本学府

独自の教育内容を分かりやすく紹介する内容で構成し、幅広い層に芸術工学部の魅力を紹介

するまたとない機会となっており、オープンキャンパス以上に永続的な効果が期待できる。 

 

ウ．WebサイトやSNSを通じた情報提供 

芸術工学府のWebサイトに、今回の改組構想に関する内容を掲載したチラシをPDFデータ

で公開し、理念や概要等について紹介する。加えて、改組構想に関するより具体的な情報を

適切な時期に、大学Webサイトや学部・学府のWebサイトで順次公開し、受験者や保護者に

対して周知を行う。留学生向けには、英語のWebサイトを作成する。 

また、大学や学府が持つFacebook、TwitterといったSNSアカウントを通じて、新しい芸
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術工学府の概要や魅力を発信していくこととする。特に教員の専門分野や新しい学府の教育

内容をわかりやすく紹介することで、効果的な情報提供を図っていく。SNS は大学院を受験

する世代に多く利用されている情報発信ツールであり、高い効果が得られる。 

 

エ．広報媒体による情報提供 
今回の改組構想に関する内容を、進学情報誌や新聞広告等に掲載し、広く国内外にアピー

ルを行い、新専攻の概要と学生募集の内容につき周知を図る。 
また、改組の理念や概要、以前の学府から変わった部分を分かりやすく説明した小冊子を

作成し、学内や大学院入学者の出身大学へ配布することで、学生向けに広く周知を行う。留

学生向けには英語のパンフレットを作成し、学内の国際担当部署や大学の海外オフィスに配

置する。 

 

  オ．海外の大学におけるリクルート活動 

     現行の学府では、海外における人材発掘の取組として、カンボジア、ラオス、ブルネイ、

東ティモール、インドネシア、フィリピンの大学を年1回程度訪問し、博士後期課程国際コ

ースの広報・リクルート活動を実施してきた。その結果、平成 22（2010）年度から平成 25

（2013）年度までの4年間には7名、平成26（2014）年度から平成29（2017）年度までの4

年間には18名というように、国際コースにおける入学者数を増加させてきた。これらリクル

ート活動は全学に占める外国人留学生の割合増大にも大きく貢献している。改組後は、国際

コースを統合して大学院全体を国際化し、日本語の修得が学位取得の条件とならないような

教育体制とするため、今後は芸術工学府全体の広報・リクルート活動をアジア中心に展開し、

海外からの優秀な人材獲得を図る。 

 

 
２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

デザインの領域や、デザイナーの役割が変化し、以前は形や色など「モノ」の意匠的成果を目的

としていたデザインに、近年は「モノ」が使われることを想定したユーザーエクスペリエンス（UX）

や「モノ」を介するサービスや「モノ」の使われ方・仕組みという「コト」の側面もデザインの領

域に含まれるようになった。さらに、そのような「モノ」が使われることで実現されるかもしれな

い将来の社会の在り方などの「ビジョン」さえもデザインの概念に含まれるようになった。このよ

うなデザイン領域の変化に対応するため、「領域を横断する能力を持つ人材」、「社会変化に柔軟に対

応し将来の姿・仕組みを構想できる人材」といった新たなデザイン人材の育成が求められている。 

また、社会全般では、高度情報化、国際化、高付加価値を伴う産業の進展、生活の質の重視、エ

ネルギー問題の深刻化、有害物質の増加と多様化、地球環境に対する危機の先鋭化、文化・伝統の

軽視、高齢化などの急激な変化が続いており、その中で大学の果たすべき役割が問われている。芸

術工学府が掲げる「技術の人間化」という理念のその本来の目的を果たすためには、多方面にわた

る社会の変化に対応するような対策が必要である。 

新しい芸術工学専攻では、学生それぞれが学部において培った専門分野をベースにしつつ、広く

他分野のディシプリンを体験しながら、各自が目指す設計（デザイン）の基盤を多様化、あるいは

深化させることを可能とする教育研究を実施することにより、「技術の人間化」の理念を継承しつ

つ、「モノ・コト・ビジョン」へ拡大するデザイン領域に対する意識・知識を持ち、人類が直面する

課題に真摯に向き合う責任意識と人文、社会、自然にまたがる知識と芸術的感性を基盤とする「高

次のデザイナー」であり、「芸術工学」の基本・基礎を十分に理解し、社会的な要請に応え、創造性

あふれる指導的立場を果たし得る能力をもつ人材の育成を図る。 
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（２）上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

芸術工学府の改組構想の検討にあたって、人材需要の社会的なニーズを明らかにするため、政府・

企業等が公開している関連情報を基に、芸術工学府の役割と求められる人材像についてデータを収

集した（資料2）。 

 

ア．政府の動向 

   ○平成31（2019）年1月 22日 文部科学省 中央教育審議会大学分科会 

     「2040年を見据えた大学院教育のあるべき姿 ～社会を先導する人材の育成に向けた体質

改善の方策～（審議まとめ）」【官①】 

同資料では、「Society 5.0等に向けた社会の変化の中で、大学院は、知の生産、価値創造を

先導する『知のプロフェッショナル』の育成を中心的に担うことが期待される存在である」

とし、2040年度の社会の需要に応えていくためにも早急に「大学院教育の体質改善」が必要

であり、「人材養成目的に即した教育研究組織の柔軟な見直し」、「学修課題を複数の科目等を

通して体系的に履修し、基礎的素養と専門知識の応用力等を培うコースワークの充実」、「高

度・広範な専門的能力と高度の汎用的能力、職業社会で活用可能な実践的研究能力の育成等」、

「博士後期課程における研究指導体制の強化」、「リカレント教育の充実」等に取り組むこと

が重要性であると述べられている。 

 

○平成30（2018）年11月 26日 文部科学省 中央教育審議会答申 

「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」【官②】 

同資料では、「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」の中で、2040年に必要とされ

る人材像を「予測不可能な時代を生きる人材像」、高等教育の目指すべき姿を「学修者本位の

教育への転換」としている。また、「多様性と柔軟性が確保された教育体制」として、「多様

な学生」、「多様な教員」、「多様で柔軟な教育プログラム」等の重要性が述べられている。 

 

○平成29（2017）年6月27日 

文部科学省 大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会 

「大学における工学系教育の在り方について（中間まとめ）」【官③】 

同報告書では、各大学の工学系学部・大学院が輩出すべき人材像を「社会における工学の価

値を理解し、自律的に学ぶ姿勢を具備するとともに、原理･原則を理解する力、構想力、アイ

デア創出能力、問題発見能力、課題設定能力、モデル化能力、課題解決･遂行能力を持つ人材」

としている。また、「スペシャリストとしての専門の深い知識と同時に、分野の多様性を理解

し、他者との協調の下、異分野との融合・学際領域の推進も見据えることができるジェネラ

リストとしての幅広い知識・俯瞰的視野を持つ人材」を育成することも重要であると述べて

いる。 

 

   ○平成31（2019）年3月 29日 経済産業省 高度デザイン人材研究会 

     「高度デザイン人材育成の在り方に関する調査研究報告書（概要版）」【官④】 

同報告書では、あるべき未来を構想し、事業課題を創造的に解決する高度なデザインの重要

性が高まっていること、デザイン(D)のスキルと、ビジネス(B) 、テクノロジー(T)のスキル

が結合した「高度デザイン人材」を求められていることが述べられている。また、「高度デザ

イン人材」を「デザインを基軸にして、リーダーシップを持ってビジネスの中核に立てる人

材」と定義、「高度デザイン人材」の具体像を類型化し、各人材に必要なマインドやスキル、
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カリキュラム等述べている。 

 

○平成29（2017）年 3 月 14日 経済産業省 

「第4次産業革命におけるデザイン等のクリエイティブの重要性及び施策検討 

に係る調査研究報告書」【官⑤】 

同報告書では、デザインの定義を「狭義のデザイン」、「広義のデザイン」、「経営のデザイン」

の3階層に分類し、企業が自社の製品・サービスについて、実際に「広義のデザイン」の視

点で検討する場合、高度デザイン人材が必要となると述べられている。また、高度デザイン

人材の能力は、専門性よりも横断的な基礎力に紐付いており、高校生までの基礎的な学習が

有効であり、大学生・大学院生では、企業のリアルなニーズの下でクリエイティブの重要性

を認識する取組みの必要性が述べられている。具体的には、芸術系学生・社会科学系・理工

学系など多様な学問領域の学生が、企業や各種団体が行う実際の開発プロジェクト、インタ

ーンシップ、製品・サービス開発のワークショップを一緒に行い、実際の取組みを通じてク

リエイティブの重要性を認識することが重要とされている。 

 

イ．企業等の動向 

企業等の人材需要の動向として、以下の企業等で具体的な動向・意向が示されている。 

 

   ○株式会社日立製作所【産①】 

     同社研究開発サイト「研究領域-デザイン」の中で「人の行動プロセスを洞察し、社会が直

面している課題を理解しながら、人々が潜在的に期待している将来の姿をビジョンとして描

き、その効果をわかりやすく見える化して共感を得る。そして、お客さまや地域の方々との

協創により新たな価値を創っていくことが、デザインの役割と考えています。」と示している。

加えて、「ビジョンデザイン」をデザイン基盤の一つとし、「社会を支えるシステムの運営に

は複雑に問題が絡み合っていて、ひとつの会社があるべき姿を示せるものではなくなってき

ている、社会を支えるシステムのあるべき姿やその中での役割を探っていくために、議論の

たたき台としての将来像を示すのがビジョンデザインです。」と述べている。 

 

○ダイキン工業株式会社【産②】 

同社 Web サイトに掲載されている、デザイン誌『AXIS』編集長へのインタビュー記事の中

で、「モノからコトのデザインになってきました。私たちはよく"デザインが溶けていく"と言

うのですが、デザインの枠自体がなくなってきています。以前はいわゆるモノのデザインみ

たいなものがあったのですが、だんだんモノのかたちさえなくなって、デザインの主体はシ

ステムや環境になってきています。」、「逆に言うとデザイナーの領域は、以前よりもかえって

広がっていると思います。もうモノだけではなくてトータルに環境も含めて関わることがで

きる。というかやらざるをえない状況だと思います。大学での教育も、単純に絵を描いてい

ればいいというわけではなくて、川上から川下までどのようにしてトータルで考えていくこ

とができるかが課題になっています。」と述べられている。 

 

○ソニー株式会社【産③】 

  同社Webサイト「ソニーのデザインリサーチプロジェクト『DESIGN VISION』」には、「技術

の進展や世界の情勢がめまぐるしく変化していくなかで、社会における企業のあり方や使命

について考え、新たな方向性を導くには、どうすればいいか。「DESIGN VISION」はこの問題

に対し、デザインの力を活用して世の中の潮流や感性価値の動向をいち早く捉え、領域や部

門を超えて新たな視点やヒントを提示するために、クリエイティブセンター内で発足したプ
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ロジェクトです。」と示されている。また、同サイト内に、「デザイン領域を広げる『DESIGN 

VISION』の展望として、「デザインリサーチで得られたビジョンを、どのように具体的なアク

ションへとつなげていくか。デザイナー自らが体験の中から紡いだストーリーを、新たなプ

ロダクトやサービス、コミュニケーションなど、具体的なデザインワークへと落とし込んで

いく道筋が求められます。」と述べられている。 

 

   ○富士通株式会社【産④】 
     同社 Web サイト「FUJITSU Co-creating Program Experience Design Service」では、

「FEATURE（特徴）」を「テクノロジーによる解決にとどまらないデザイン思考をベースにし

た共創デザインサービス」とし、その「Process」として「人や社会、技術を理解し、人の経

験や行動原理をベースにビジョンを描き、それを実現する仕組みを考え、必要なサービスや

プロダクト、空間まで一貫して開発する総合的なデザイン活動を実践」、「ユーザーにとって

のより良いエクスペリエンスに関わる全てのデザイン要素を、総合的かつ一貫して考え、新

たなビジネスを描くデザイン活動をHuman Centric Experience Design（HXD）と呼び、その

ためのデザイン方法論を構築」していると述べている。 

 

   ○LINE株式会社 【産⑤】 

     同社Webサイト、2020年度の採用情報に「LINEが求める人材像」として、「本質課題の解

決のためのより良いアイデアを生み出し続け、挑戦を楽しむことができる人」と示している。

また、同社のデザイン組織に求められることは、「問題を解決するためのより良いデザインを

追求すること、そして、普遍的なデザインの解決策を提示することです。」とも述べられてい

る。 

 

   ○NEC株式会社 【産⑥】 

     同社がWebサイト上で連載している「business leaders square wisdom」のインタビュー

記事「日本を変える『デザインの力』とは。未来を創造するための処方箋」にて、「近年注目

されているのが、「デザイン」の活用である。ここでいう「デザイン」とは「モノのデザイン」

ではなく、ユーザー視点で課題を解決し、仕組みや枠組みを作る「コトのデザイン」のこと

だ。」と述べられている。 

また、「デザインが得意とするのは、『見えないことを見えるようにする』ことです。まだ

顕在化していない課題を見つけて1つのパッケージにし、多くの企業が参画できるようにす

ることが、デザインが果たすべき重要な役割の1つ。デザイン的な発想を持つ人間が、貧困

や感染症などさまざまな問題に光を当て、企業が持つIP（Intellectual Property：知的財

産）を再利用して、人を救うために役立てる。デザインの力を利用して、より一層SDGs的な

考え方を実装していくことが、今は求められているのです」とも述べられている。 

 
以上のように、政府や企業等が示す将来像や人材需要の動向の中で、拡大するデザイン領域に

対する意識・知識を持ち、人類が直面する課題に真摯に向き合う責任意識と人文、社会、自然に

またがる知識と芸術的感性を基盤とする「高次のデザイナー」として、次の時代に活躍できる人

材を育成することが強く求められており、社会的な人材需要は十分にあると判断できる。 
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「モノ」から「コト」へ、さらに「ビジョン」へ
地球環境問題の顕在化、格差や貧困の拡大の問題、新型コロナウィルス感染流行によって浮き彫りとなった

これまでとは異なる社会の形へのシフトなど、私たちはいま地球レベルの課題に直面しています。

こうした事態に対応するためには、従来の改良型・課題解決型の思考だけでなく、大胆に価値観を転換し、

あるべき未来のビションを模索し、そこから個別の技術のありかたを思考することが不可欠です。

こうした社会的な変化に伴い、デザイン領域、デザイナーの役割も大きく変化しています。

デザインの対象は「モノ」から「コト」へ、さらに「ビジョン」へと拡大し、現状の課題解決に限らず、

将来のあり得る、またそうありたい社会のビジョン、「未来はこうもあり得るのではないか」という問いの創造までを

デザイン概念が含むようになりました。

以上のデザインの拡張と変容をふまえて、想定する対象を人間そのものから人間を含む地球へと広げ、

各分野の先端を縦割り型で追求する体制からビジョンのイニシアティブに基づき、モノやコトの具体性を追求し、

社会変革を実現する新たな教育組織の構築に挑戦します。
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1. 拡大するデザイン領域へ対応します。

2. デザインの総合化を促進し、社会的要請の高い横断的
デザインを可能とするカリキュラムを提供します。

3. 専門に特化したサーティフィケイト・
プログラムを提供します。

4. 学生の文化的多様性を高めるため、国際化を推進しま
す。

5. 博士後期課程の高度の融合的研究を推進します。

芸術工学府・芸術工学専攻の特色

＜修士課程＞
◉新しい社会の構想から具体的な社会実践までを一本化し、よりよく
デザインを活用するために現行の芸術工学専攻とデザインストラテ
ジー専攻の２専攻を１専攻に統合します。

◉すべての授業科目をコースごとではなく専攻として提供し、コース
の指定する科目によって分野の軸を形成しつつ、研究の志向に従って
全専攻科目（展開科目）から自らの専門性を構築できるカリキュラム
を導入します。

◉特色ある授業として、コース横断型のデザインプロジェクト演習科
目である「スタジオプロジェクト科目」を提供し、実践的な演習課題
により「モノ」、「コト」、「ビジョン」の要素を総合するデザインを学
びます。

◉英語による授業を充実させ、多様性を包摂する柔軟性に富み、国際
通用性のある学術リテラシーを涵養します。

＜博士後期課程＞
◉学生の自由な意志を尊重し、柔軟な運用を図るために、芸術工学専
攻とデザインストラテジー専攻を統合した 1コース制を採用します。

◉従来型の一指導教員追尾型ではなく、博士課程院生個々の視点を尊
重し、また、意欲を引き出し、自信を与えるために、自由で柔軟な博
士課程院生みずからの個別研究を推進します。

◉研究の質を担保し、幅広い知的基盤を獲得する体系的な教育機能と、
先端的・専門的学術研究機能の両者を備えた環境を構築するために、
複数・多分野からな最適な指導教員グループによる体制を整えます。

カリキュラムの特色

育成する人材像

新しい専攻、新しいデザイン教育

社会･仕組み・ビジョンコト・サービスモノ
拡大する
デザイン領域

ストラテジック
デザインコース

音響設計コース

環境設計コース
未来共生デザイン
コース

メディアデザイン
コース

人間生活
デザインコース

改組後の九州大学大学院芸術工学府では、「個別のデザイン分野」、「拡大するデザイン領域」、

「明確な社会実装のための戦略」̶ ̶これらがいっそう横断融合できるカリキュラムを提供することにより、

領域を横断する能力を持ち、社会変化に柔軟に対応、将来の姿や仕組みを構想し、

それを実現に導くことのできる「高次のデザイナー」を育成します。
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1専攻 6コース編成によるカリキュラム

ストラテジックデザインコース
芸術工学専攻とデザインストラテジー専攻の一本化により、デザイン × ビジ
ネスによる社会実装までを扱います。
具体的には、製品・環境・サービスなど多様なデザイン専門知識をもとに、ビ
ジネス、アントレプレナーシップを統合するデザインストラテジーを学べるだ
けではなく、QBS・QREC 連携科目、企業・自治体連携による実践的な授業を
履修できます。これらにより、企業や組織でのデザイン・マネジメント、未来
型経済社会のデザイン戦略構築能力を習得できます。

環境設計コース
人間周囲の環境すなわち建築・都市・地域・ランドスケープを主な対象として、
高度な調査・研究と創造的なデザインの実践を行います。
空間的・時間的な広がりや社会の多様性を念頭に、現代において顕在化する諸
問題に真摯に向き合うとともに、人間と環境の関係のありかたを根源的に考察
し、国際的な建築家教育課程として認定された内容（グローバル・アーキテクト・
プログラム）を含む、より豊かな環境デザインの実現に寄与する教育が提供さ
れます。

人間生活デザインコース
人間の特性や高度な科学技術に基づくモノ・サービス・システム・生活環境の
創造について学び、研究することができます。
具体的には、生活の在り方を構想し、感性・創造性を含む、人間の生理的・形態的・
行動的・心理的特性の探求や工学的方法論の適用、ライフスケープデザインに
関する教育科目を通じて、専門知識・スキルを深化させることができます。
修了後は、安心・安全で魅力的な生活（ヒューマンライフ）の実現に貢献する
ことが期待されます。

未来共生デザインコース
生命体や他者、環境と共生する「あってほしい未来」を構想し、それを実現
するもの・こと・しくみをデザインします。
生命情報科学、生命工学、アート・デザイン、文化や社会に関する授業を履修し、
学外のアーティストや NPO の実践者、様々な生活者とともに考え実践する演
習を通じて、これからの社会に対するヴィジョンを構想し、対立し異なるも
のをともに活かす提案を具体的にかたちにする能力を身に付けることができ
ます。

メディアデザインコース
人と人、感性と表現、感覚と空間、仮想と現実をつなぐメディアコミュニケー
ションデザインの未来を創造します。
科学的知識と思考力、美的感性、創造力、表現力の涵養を通じて、最先端の
メディアテクノロジーによるデジタルコミュニケーション、データサイエン
ス、ネットワークから、人間の視覚科学、心理学、芸術表現、人間社会コミュ
ニケーションなど「繋ぐ」「伝える」「共有する」メディアデザインの探求と
実践を行うことができます。

音響設計コース
音に関連する芸術、科学、技術の幅広い分野を対象として、総合的な課題解
決能力を身につけます。
専門科目や演習科目を通じて、音に関する芸術工学的感性、人間に適合した
音環境を創出する音響設計、音響情報の高品質化、音に関する芸術文化の創
造を実現する能力などについて、専門知識を修得，深化させます。
音に関する文化、環境、情報の視点からデザイン対象に多面的にアプローチし、
音に関わる新しいデザインの分野を切り開く力を身につけます。

専攻開設科目

芸術工学特別プロジェクト科目、他学府開設科目など

スタジオプロジェクト科目群コース横断実践型
プロジェクト科目

系統ごとに開設

展開科目

スタジオ
プロジェクト科目

芸術工学演習

芸術工学特別研究 I～IV

修士研究関連科目

サーティフィケイト・プログラム

デザイン科学系統

コ
ー
ス
コ
ア
科
目

デザイン工学系統

設計・制作系統

文化・社会デザイン系統

環境化学特論
熱環境学特論
ほか

応用人間工学
生理人類学特論
ほか

時間生物学
分子生物学
ほか

視覚心理学特論
色彩科学特論
ほか

聴覚心理学特論
時間知覚特論
ほか

環境構造学特論
環境心理学特論
ほか

環境計画特論
ランドスケープデザイン
特論
ほか

日本建築史特論
文化財学特論
ほか

人間情報工学
デザイン認知論
機能工学デザイン
ほか

パブリックデザイン
コンテクストデザイン
レジリエンスデザイン
ほか

コミュニケーション
デザイン論
ライフスケープ
デザイン
ほか

人間情報工学
生体模倣工学
ほか

生命とアート
スペキュラティブ
デザイン ほか

アーツマネジメント
デザイン哲学
ほか

コンピュータ
グラフィックス特論
バーチャルリアリティ
特論
ほか

メディアアート表現
映像コンテンツ
デザイン特論
ほか

サウンドデザイン特論
音響芸術特論
ほか

演劇学特論
マルチモーダル
コミュニケーション特論
ほか

音楽社会文化特論
民俗音楽学特論
ほか

音声情報学特論
音響工学特論
ほか

機能工学デザイン
ほか

デザインイノベーション
インクルーシブデザイン
ほか

知的財産論 I、II
デザインマネジメント
ほか

環境設計
コース

人間生活デザイン
コース

メディアデザイン
コース

未来共生デザイン
コース

音響設計
コース

ストラテジック
デザインコース

クリエーティブリーダーシップ・プログラム ホールマネジメント・エンジニア・育成プログラムグローバル・アーキテクト・プログラム

修士課程学位 修士（芸術工学） 修士（デザインストラテジー）
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専門に特化したサーティフィケイト・プログラム

クリエーティブリーダーシップ
プログラム

ホールマネジメント・エンジニア
育成プログラム

グローバル・アーキテクト
プログラム

入試

お問い合わせ

【博士後期課程】
◉入学時期は年 2回（4月・10月）。
◉試験区分（一般入試、社会人入試、国際コース入試）を一
本化して実施。

◉志願者は入試出願時に希望する予定主指導教員を指定。
◉試験科目：面接（対面面接またはオンライン面接。英語で
の面接も可）。

◉定員：30名

【修士課程】
◉留学生入試、社会人入試を廃止し、自己推薦入試と一般
入試の２つの入試を実施する。

◉いずれの入試も英語での受験が可能。
◉定員：各コース　20名　合計 120名

自己推薦入試
◉書類選考
◉面接

一般入試
◉専門科目試験
◉面接

本プログラムは、デザイン、アート、ビジネス、リー
ダーシップの 4 要件からなる「高度デザイン人材」
の育成を目的としたプログラムです。具体的には、
創造的思考力にもとづく社会・文化の長期的なビ
ジョンを構想でき、深い人間・環境理解にもとづ
く価値を提案でき、提案しようとする価値を社会
に実装するために多様な他者への共感力・協働力
を備え、イノベーション・プロジェクトを遂行す
る能力を持つ人材の育成を目指します。

本プログラムでは、劇場・音楽堂等の公共施設を主
たる対象とし、ハードとしてのホール機能の理解
と、そこで上演されるコンテンツの芸術文化の理
解、加えてそれを実際に企画運用するための企画・
実践能力を兼ね備えた人材の育成を目指します。

Accredited by UNESCO-UIA Validation Council
このプログラムは、建築・環境設計に関する工学
的知識及び文化芸術に関する知識を備えた、総合
的設計能力を有する人材を育成するものです。芸
術工学科のアーキテクトプログラムの修了と合わ
せ、 「UNESCO-UIA 建築教育憲章」に基づく国際
的な建築家教育課程としての認証を受けている，
日本では数少ないプログラムのひとつです。

九州大学芸術工学部事務部総務課
〒815-8540　福岡市南区塩原4-9-1
Tel: 092-553-4442
Email: gkjimubu@design.kyushu-u.ac.jp

クリエイティブ・リーダーシップ (CL)
 プログラム

欧米等の 5年制
建築学科

UNESCO-UIA
建築教育憲章

アーキテクト
プログラム
（芸術工学科）

九州大学・環境設計プロクラム (JABEE)

グローバル・アーキテクト・
プログラム（芸術工学府）

日本の少数の建築
設計教育プログラム

国際的建築家教育の枠組み芸術工学府 経済学府　
産業マネジメント専攻（QBS）

九州大学　ロバート･ファン／
アントレプレナーシップ･センター（QREC）

芸術

工学

マネジメント ホールマネジメントエンジニア (HME) 育成

授業＋プロジェクト＋外部との連携

ホール芸術科目群
ホールマネジメント科目群
ホール工学科目群

ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクト
30単位修得およびプロジェクト実施による修了認定

取組の概要
芸術・工学・マネジメントの知見に基づいた
アートマネジメント人材育成

芸術工学専攻を中心とした大学院生

ホールマネジメントエンジニア育成ユニット
2007 - 2011: 25 名の修了生を輩出

ホールマネジメントエンジニア育成プログラム
2012-：継続的に大学院生を迎えて実施中
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

- 学長
ｲｼﾊﾞｼ　ﾀﾂﾛｳ
石橋　達朗

＜令和2年10月＞
医学博士

九州大学学長
（令和2.10～令和8.9）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

教員名簿－1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境人類学特論 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

視覚心理学特論 1前② 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

サスティナブルデザイン 1後③ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

グラフィックデザイン特論 1前② 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

4 専 教授
ｲﾊﾗ　ﾋｻﾔｽ
伊原　久裕

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平29.4.1）

5日

教授
ｲﾄｳ ﾋﾛﾕｷ

伊藤　裕之
＜令和4年4月＞

博士
（文学）

※

Doctor of
Philosophy
(ｱﾒﾘｶ）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

 配当年次
担　当
単位数

保有
学位等

職位

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

別記様式第３号(その２の１)

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（ 大学院芸術工学府芸術工学専攻 修士課程）

月額
基本給

（千円）

専任等
区分

年　間
開講数

調書
番号

年齢
現　職

（就任年月）
担当授業科目の名称

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

1 専 教授
（学府長）

　ﾀﾆ　ﾏｻｶｽﾞ
 谷　正和

＜令和4年4月＞

3 専 教授
ｲﾉｳｴ  ｼｹﾞｷ
 井上　滋樹

＜令和4年4月＞

2 専

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-1
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

ストラテジックアーキテクトプロジェクトA 1前①～② 4 1

ストラテジックアーキテクトプロジェクトB 1後③～④ 4 1

グローバル・アーキテクト・プロジェクト 2前①～② 4 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境心理学特論 1前② 1 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

インターンシップⅠ 1前① 4 4

インターンシップⅡ 1前② 4 4

インターンシップⅢ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅠ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅡ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅢ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅣ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅤ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅥ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅦ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅧ 1前① 8 4

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

レジリエンスデザイン 1後④ 1 1

スペキュラティブデザイン　【隔年】 1前① 1 1

デザイン・シビック　【隔年】 1前② 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音響制御特論 1前①～② 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

ホール工学技術特論　※ 1後③～④ 1 1

ホール工学技術演習 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

7 専 教授
ｵｶﾞﾀ ﾖｼﾄ

尾方　義人
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平20.4）

5日

修士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平21.8）

5日5 専 教授
ｳｶｲ　ﾃﾂﾔ

鵜飼　哲矢
＜令和4年4月＞

工学博士

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日8 専 教授
ｵﾓﾄ ｱｷﾗ
尾本　章

＜令和4年4月＞

6 専 教授
ｵｵｲ　ﾅｵﾕｷ
大井　尚行

＜令和4年4月＞
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芸術工学特別研究Ⅰ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

ランドスケープデザイン特論 1前② 1 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音声情報学特論 1前①～② 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

インターンシップⅠ 1前① 4 4

インターンシップⅡ 1前② 4 4

インターンシップⅢ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅠ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅡ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅢ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅣ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅤ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅥ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅦ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅧ 1前① 8 4

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1
芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1
芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

映像コンテンツデザイン特論 1前② 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

デザイン哲学 1後③ 1 1

美術史 1後④ 1 1

イメージ感性論 1前② 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

インターンシップⅠ 1前① 4 4

インターンシップⅡ 1前② 4 4

インターンシップⅢ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅠ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅡ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅢ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅣ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅤ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅥ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅦ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅧ 1前① 8 4

9 専 教授
ｶﾈｷﾖ ﾋﾛﾕｷ
包清　博之

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

博士
（文学）

※

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日12 専 教授
ｺｶﾞ　ﾄｵﾙ
古賀　徹

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

10 専 教授
ｶﾌﾞﾗｷﾞ ﾄｷﾋｺ
鏑木　時彦

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

11 専 教授
ｷﾑ　ﾃﾞｳﾝ
金　大雄

＜令和4年4月＞
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

共生社会デザイン論 1前① 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

色彩科学特論 1後③ 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

メカニクスデザイン特論 1前① 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

建築計画特論 1前① 1 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

ストラテジックアーキテクトプロジェクトA 1前①～② 4 1

ストラテジックアーキテクトプロジェクトB 1後③～④ 4 1

 グローバル・アーキテクト・プロジェクト 2前①～② 4 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

コンピュータグラフィックス特論 1後③ 1 1

バーチャルリアリティ特論 2前① 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日17 専 教授
ﾂﾙﾉ　ﾚｲｼﾞ
鶴野　玲治

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

16 専 教授
ﾀﾉｳｴ ｹﾝｲﾁ
田上　健一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

14 専 教授
ｽﾅｶﾞ　ｼｮｳｼﾞ
須長　正治

＜令和4年4月＞

15 専 教授
ﾀｹﾉｳﾁ　ｶｽﾞｷ
竹之内　和樹

＜令和4年4月＞

工学博士
※

13 専 教授
ｺﾝﾄﾞｳ(ｶｻﾘ)　ｶﾖｺ

近藤(笠利)　加代子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

※

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

メディアアート表現 1後④ 1 1

造形芸術特論 1前② 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

インターンシップⅠ 1前① 4 4

インターンシップⅡ 1前② 4 4

インターンシップⅢ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅠ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅡ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅢ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅣ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅤ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅥ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅦ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅧ 1前① 8 4

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

視覚メディア設計特論 1後④ 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境人間工学特論 1前① 1 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.3 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

応用人間工学 1前① 1 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.3 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平27.4）

5日

21 専 教授
ﾑﾗｷ　ｻﾄｼ

村木　里志
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

20 専 教授

18 専 教授
ﾄﾓﾀﾘ　ﾐｶｺ

知足　美加子
＜令和4年4月＞

博士
（芸術学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

19 専 教授
ﾊﾗ　ｹﾝｼﾞ
原　健二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ﾏｴﾀﾞ　ﾀｶﾌﾐ
前田　享史

＜令和4年4月＞

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平16.1）

5日

博士
（医学）

博士
（芸術工学）
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

民族音楽学特論 1後③～④ 0.7 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境保全学特論 1後④ 1 1

ランドスケープデザイン特論 1前② 1 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

ランドスケープデザインプロジェクト 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

知的財産法1 1前② 1 1

知的財産法2 1後③ 1 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

映像表現史特論 1前① 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

博士
（学術）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日22 専 教授
ﾔｺｳ ﾏｻﾄ

矢向　正人
＜令和４年4月＞

24 専 准教授
ｱｿｳ　ﾂｶｻ
麻生　典

＜令和4年4月＞

25 専 准教授
ｲｼｲ　ﾀﾂﾛｳ
石井　達郎

＜令和4年4月＞

23 専

修士
（芸術工学）

※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

博士
（法学）

准教授
ｱｻﾋﾛ　ｶｽﾞｵ
朝廣　和夫

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平25.4）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

時間生物学 1前① 1 1

バイオマテリアルエンジニアリング 1前② 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

視覚環境知能設計特論 1後④ 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

建築構法計画特論 1前② 1 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

聴覚心理学特論 1後③～④ 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

メディアサービス特論 1後③ 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

准教授
ｳｴﾀﾞ　ｶｽﾞｵ
上田　和夫

＜令和4年4月＞

博士
（文学）

※

28

30 専 准教授
ｳｼｱﾏ　ﾀｹﾄｼ
牛尼　剛聡

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

博士
（工学）

※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.12）

5日

29 専

5日

27 専 准教授
ｲﾉｳｴ　ｺｳﾍｲ
井上　光平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

26 専 准教授
ｲﾄｳ　ﾋﾛｼ

伊藤　浩史
＜令和4年4月＞

専 准教授
ｲﾉｳｴ　ﾄﾓｵ
井上　朝雄

＜令和4年4月＞

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

博士
（理学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平23.10）
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

演劇学特論 1前① 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

画像情報処理システム設計特論 1後③ 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

日本建築史特論 1後③ 1 1

西洋建築史特論 1後④ 1 1

環境文化特論 1後③～④ 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音響信号処理特論 1前①～② 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

コミュニケーションデザイン論 1前① 1 1

ライフスケープデザイン 1前①～② 4 2

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

35 専 准教授
ｻｲﾄｳ ﾄｼﾌﾐ
齋藤　俊文

＜令和4年4月＞

修士
（数学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平18.4）

5日

34 専 准教授
ｶﾜﾊﾗ　ｶｽﾞﾋｺ
河原　一彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

33 専 准教授
ｶﾄｳ　ﾕｳｷ

加藤　悠希
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平28.8）

5日

32 専 准教授
ｵﾉ　ﾅｵｷ

小野　直樹
＜令和4年4月＞

文学修士
※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日31 専 准教授
ｵｵｼﾏ ﾋｻｵ

大島　久雄
＜令和4年4月＞
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音響工学特論 1前①～② 2 1

計算音響学 1後③～④ 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

ホール工学技術特論　※ 1後③～④ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音響芸術特論 1前①～② 2 1

サウンドデザイン特論 1後③～④ 0.7 1

聴覚文化論特論 1後③～④ 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

生体模倣工学 1後③ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

コネクティッドデザイン 1後③ 1 1

デザインイノベーション 1後④ 1 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

心理学的思考法特別演習 1後④ 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平24.4）

5日
博士

（学術）
38 専 准教授

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾖｼﾀｶ
杉本　美貴

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

37 専 准教授
ｼﾞｮｳ　ｶｽﾞﾋﾛ
城　一裕

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平28.3）

5日

36 専 准教授
ｻﾒｼﾞﾏ　ﾄｼﾔ
鮫島　俊哉

＜令和4年4月＞

39 専 准教授
ｾﾉｵ ﾀｹﾊﾙ

妹尾　武治
＜令和4年4月＞

博士
（心理学）

※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平24.12）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音響環境学特論 1後③～④ 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

景観生態学特論 1前① 1 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

ランドスケープデザインプロジェクト 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

デザインマネジメント 1前① 1 1

デザインマーケティング 1前② 1 1

デザインプロジェクトマネジメント 1後④ 1 1

ブランドビジネスデザイン 1前② 1 1

デザイン産業事情１ 1後③ 1 1

デザイン産業事情２ 1後④ 1 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

HCIデザイン 1後③～④ 2 1

アート・シンキング 1前② 1 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

43 専 准教授
ﾄｸﾋｻ  ｻﾄﾙ
徳久　悟

＜令和4年4月＞

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

博士
(政策･ﾒﾃﾞｨｱ)

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平31.4）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（令元.10）

5日

42 専 准教授
ﾀﾑﾗ　ﾘｮｳｲﾁ
田村　良一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

41 専 准教授
ﾀｶﾄﾘ  ﾁ ｶ
髙取　千佳

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

40 専 准教授
ﾀｶﾀﾞ ﾏｻﾕｷ
高田　正幸

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

アート＆リサーチ 1前① 1 1

文化政策 1後④ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

民族音楽学特論 1後③～④ 0.7 1

音楽社会文化特論 1前①～② 2 1

言語学特論 1前①～② 1 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

国際環境政策特論 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

分子生物学 1後③ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

博士
（生命科学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平25.9）

5日専 准教授
ﾋﾗﾏﾂ　ﾁﾋﾛ
平松　千尋

＜令和4年4月＞
47

博士
（音楽学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平23.4）

5日45 専 准教授
ﾆｼﾀﾞ(ﾎﾘ)　ﾋﾛｺ
西田(掘)　紘子
＜令和4年4月＞

44 専 准教授
ﾅｶﾑﾗ　ﾐｱ

中村　美亜
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平26.4）

5日

博士
（ｴﾈﾙｷﾞｰ科学）

九州大学
グローバル

イノベーション
センター
准教授

（平25.5）

5日46 専 准教授
ﾊﾔﾌﾁ(ﾌﾙｷ)　ﾕ ﾘ ｺ
早渕(古木) 百合子
＜令和4年4月＞

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-11

教員名簿－12



芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

文化財学特論 1前①～② 2 1

環境人類学特論 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

機能工学デザイン 1前② 1 1

ライフスケープデザイン 1前①～② 4 2

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境リスクマネジメント 1前② 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

シリアスゲームデザイン1 1前① 1 1

シリアスゲームデザイン2 1前② 1 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

51 専 准教授
ﾏﾂｸﾞﾏ　ﾋﾛﾕｷ
松隈　浩之

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

50 専 准教授
ﾎｰﾙ　ﾏｲｹﾙ

Hall　Michael
＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平18.4）

5日

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日49 専 准教授
ﾌｼﾞ　ﾄﾓｱｷ
藤　智亮

＜令和4年4月＞

48 専 准教授
ﾌｸｼﾏ　ｱﾔｺ
福島　綾子

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平18.2）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

デザイン認知論 1前② 1 1

リーガルデザイン 1前② 1 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.3 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

統計情報学 1前① 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音環境評価特論 1前①～② 2 1

サウンドデザイン特論 1後③～④ 0.7 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

建築構造学特論 1後③～④ 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日55 専 准教授
ﾖｼｵｶ　ﾄﾓｶｽﾞ
吉岡　智和

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

54 専 准教授
ﾔﾏｳﾁ　ｶﾂﾔ
山内　勝也

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平27.4）

5日

53 専 准教授
ﾏﾙﾔﾏ　ｵｻﾑ
丸山　修

＜令和4年4月＞

准教授
ﾏﾂﾏｴ　ｱｶﾈ

松前　あかね
＜令和4年4月＞

博士
（知識科学）

法務博士
（専門職）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平29.9）

5日52 専
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音響イメージング特論 1後③～④ 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

聴覚生理学特論 1後③～④ 2 1

時間知覚特論 1後③～④ 2 1

サウンドデザイン特論 1後③～④ 0.7 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

アカデミックイングリッシュ 1前① 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境化学特論 1後③～④ 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

ソサエタルデザイン 1後④ 0.5 1

プロデューサー原論 1前① 1 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

講師
（令元.10）

5日59 専 講師
ｼﾞﾔﾝ ｴﾝﾌｱﾝ
張　彦芳

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平26.4）

5日

58 専 講師
ｲﾏｻｶ　ﾄﾓｺ
今坂　智子

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

講師
（平15.10）

5日

57 専 准教授

ﾚﾒｲﾝ ｼﾞｪﾗｰﾄﾞ ﾊﾞｽﾁｱﾝ
Remijn　Gerard

Bastiaan
＜令和4年4月＞

56 専 准教授
ﾖｼﾅｶﾞ ﾕｷﾔｽ
吉永　幸靖

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

生理人類学特論 1後④ 1 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

コンテクストデザイン 1前② 1 1

ライフスケープデザイン 1前①～② 4 2

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

ソサエタルデザイン 1後④ 0.5 1

リーンスタートアップ演習1 1前① 0.5 1

リーンスタートアップ演習2 1前② 0.5 1

リーンスタートアップ演習3 1後③ 0.5 1

リーンスタートアップ演習4 1後④ 0.5 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

 ストラテジックアーキテクトプロジェクトA 1前①～② 4 1

 ストラテジックアーキテクトプロジェクトB 1後③～④ 4 1

 グローバル・アーキテクト・プロジェクト 2前①～② 4 1

アーキテクト・インターンシップⅠ 1通 3 1

アーキテクト・インターンシップⅡ 2通 3 1

建築インターンシップ 2通 4 1

修士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平28.4）

5日63 専 助教
ｲﾜﾓﾄ　ﾏｻｱｷ
岩元　真明

＜令和4年4月＞

修士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平25.4）

5日

62 専 助教
ｲﾅﾑﾗ　ﾄｸｼｭｳ
稲村　徳州

＜令和4年4月＞

Master of
Science

（ｲｷﾞﾘｽ）
Master of

Arts
（ｲｷﾞﾘｽ）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平28.6）

5日

61 専 助教
ｱｷﾀ　ﾅｵｼｹﾞ
秋田　直繁

＜令和4年4月＞

60 専 講師
ﾆｼﾑﾗ  ﾀｶﾕｷ
西村　貴孝

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

講師
（令2.3）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

熱環境学特論 1後③～④ 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

視覚記号特論 1前① 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

現代アート実践 1前① 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

コネクティッドデザイン 1後③ 1 1

デザインイノベーション 1後④ 1 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

修士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平28.8）

5日67 専 助教
ｻｺﾂﾎﾞ　ﾄﾓﾋﾛ
迫坪　知広

＜令和4年4月＞

博士
（ﾃﾞｻﾞｲﾝ学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.4）

5日

66 専 助教
ｸﾘﾔﾏ  ﾋﾄｼ
栗山　斉

＜令和4年4月＞

博士
（美術）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.2）

5日

65 専 助教
ｸﾄﾞｳ  ﾏｵ

工藤　真生
＜令和4年4月＞

64 専 助教
ｶﾜﾓﾄ　ﾖｳｲﾁ
川本　陽一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平24.4）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

人間情報工学 1前① 1 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

デザインと日本A 1前① 2 1

デザインと日本B 1前② 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

数理モデリングA　【隔年】 1前① 1 1

数理モデリングB　【隔年】 1前② 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

作曲学特論 1後③～④ 2 1

民族音楽学特論 1後③～④ 0.7 1

言語学特論 1前①～② 1 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

グラフィックデザイン特論 1前② 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平15.10）

5日72 専 助教
ﾄｳ(ｷﾀｻﾞｷ)　ｷﾘｺ

藤(北崎)　紀里子
＜令和4年4月＞

修士
（芸術工学）

68 専 助教
ｻﾜｲ  ｹﾝｲﾁ
澤井　賢一

＜令和4年4月＞

博士
（情報理工

学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.4）

5日

博士
（理学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平成29.10）

5日

71 専 助教

ｾﾞﾐｿﾝ ﾀﾞﾘﾙ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ
Jamieson Daryl

Steven
＜令和4年4月＞

Doctor of
Philosophy
in Music
（ｲｷﾞﾘｽ）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.3）

5日

70 専 助教
ｾｷ  ﾓﾄﾋﾃﾞ
関　元秀

＜令和4年4月＞

69 専 助教
ｼﾓﾑﾗ ﾓｴ
下村　萌

＜令和4年4月＞

学士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.6）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

アーツマネジメント 1後④ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

マルチモーダル・コミュニケーション特論　※ 1前② 0.8 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

福祉音響学 1後③～④ 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

コンピュータサイエンス特論 1前① 1 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

マルチモーダル・コミュニケーション特論　※ 1前② 0.3 1

メディアデザインプレゼンテーション演習 2後③ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平28.8）

5日

77 専 助教
ﾖｼﾑﾗ　ﾘｲﾁ
吉村　理一

＜令和4年4月＞

修士
（文学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平30.6）

5日

76 専 助教
ﾓﾘﾓﾄ　ﾕｳｷ
森本　有紀

＜令和4年4月＞

博士
（文学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平25.9）

5日

75 専 助教
ﾑﾗｶﾐ  ﾔｽｷ
村上　泰樹

＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.10）

5日

74 専 助教
ﾌﾕﾉ　ﾐﾊﾙ

冬野　美晴
＜令和4年4月＞

73 専 助教
ﾅｶﾞﾂ　ﾕｳｲﾁﾛｳ
長津　結一郎

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平28.4）

5日
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

生活機能支援科学特論 1前② 1 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.3 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

Curriculum and Management for
Design Education 【隔年】

1後③ 1 1

Design in General Education　【隔年】 1後③ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

音声生成特論 1前①～② 2 1

音響設計特別講話 1前①～② 0.1 1

輪講 1前①～② 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

脳・行動生理学特論A 1前① 0.5 1

脳・行動生理学特論B 1前② 0.5 1

感性科学特論 1後③ 1 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

インターンシップⅠ 1前① 4 4

インターンシップⅡ 1前② 4 4

インターンシップⅢ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅠ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅡ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅢ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅣ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅤ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅥ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅦ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅧ 1前① 8 4

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平15.10）

5日

81 兼担 教授
ﾋｸﾞﾁ　ｼｹﾞｶｽﾞ
樋口　重和

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平21.4）

5日

80 専 助教
ﾜｶﾐﾔ　ｺｳﾍｲ
若宮　幸平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平29.9）

5日

79 専 助教
ﾛｳ　ﾜｲ　ﾘｵﾝ

Loh Wei Leong
＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平28.4）

5日

78 専 助教
ﾛｰ　ﾋﾟﾝ　ﾔｯﾌﾟ
Loh Ping Yeap
＜令和4年4月＞
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

ストラテジック・サービス・デザイン 1後③ 1 1

エキスペリエンス（UX）デザイン 1前① 1 1

インクルーシブデザイン 1後③ 1 1

ソーシャル・システム・デザイン 1前② 1 1

デザイン思考 1前① 1 1

リーンスタートアップ演習1 1前① 0.5 1

リーンスタートアップ演習2 1前② 0.5 1

リーンスタートアップ演習3 1後③ 0.5 1

リーンスタートアップ演習4 1後④ 0.5 1

SD特別プロジェクトⅠ 1前①～② 1 1

SD特別プロジェクトⅡ（ストラテジッ
クデザイン）

1後③～④ 1 1

SD特別プロジェクトⅢ（ソーシャルデ
ザイン）

1後③～④ 2 1

SD特別プロジェクトⅣ（アントレプレ
ナー）

1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

インターンシップⅠ 1前① 4 4

インターンシップⅡ 1前② 4 4

インターンシップⅢ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅠ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅡ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅢ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅣ 1前① 4 4

芸術工学特別プロジェクトⅤ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅥ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅦ 1前① 8 4

芸術工学特別プロジェクトⅧ 1前① 8 4

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

情報編集デザイン 1後③ 1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

パブリックデザイン 1前① 1 1

ライフスケープデザイン 1前①～② 4 2

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

85 兼担 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾏｻｷ
松永 正樹

＜令和4年4月＞

博士
（コミュニ
ケーション

学）

リーダーシップ論 1前①～② 2 1

九州大学
経済学研究院

准教授
（令元.5）

5日

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平21.4）

5日84 兼担 准教授
ｿｶﾞﾍﾞ　ﾊﾙｶ

曽我部　春香
＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

83 兼担 准教授
ｲｹﾀﾞ ﾐﾅｺ

池田　美奈子
＜令和4年4月＞

修士
（美術）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

82 兼担 教授
ﾋﾗｲ　ﾔｽﾕｷ
平井　康之

＜令和4年4月＞
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芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

環境材料学特論 1後③～④ 2 1

環境デザインプロジェクトA 1前①～② 2 1

環境デザインプロジェクトB 1後③～④ 2 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

芸術工学特別研究Ⅰ 1前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅱ 1後③～④ 4 1

芸術工学特別研究Ⅲ 2前①～② 4 1

芸術工学特別研究Ⅳ 2後③～④ 4 1

芸術工学演習 1後④ 4 2

脳・行動生理学特論A 1前① 0.5 1

脳・行動生理学特論B 1前② 0.5 1

人間生活デザイン特論　※ 1前① 0.1 1

スタジオプロジェクトI-A 1前① 2 1

スタジオプロジェクトI-B 1前① 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-A 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅡ-B 1前② 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-A 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅢ-B 1後③ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-A 1後④ 2 1

スタジオプロジェクトⅣ-B 1後④ 2 1

博士
（感性学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平29.4）

5日87 兼担 助教
ﾓﾄﾑﾗ　ﾕｳｷ
元村　祐貴

＜令和4年4月＞

86 兼担 講師
ﾂﾁﾔ　ｼﾞｭﾝ
土屋　潤

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

講師
（平30.11）

5日

芸術工学府芸術工学専攻（修士課程）-21

教員名簿－22



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

5日

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

2 教授
ｲﾄｳ ﾋﾛﾕｷ

伊藤　裕之
＜令和4年4月＞

博士
（文学）

※

現　職
（就任年月）

専 教授
（学府長）

　ﾀﾆ　ﾏｻｶｽﾞ
 谷　正和

＜令和4年4月＞

Doctor of
Philosophy
(ｱﾒﾘｶ）

専

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

別記様式第３号(その２の１)

教授
ｲﾉｳｴ  ｼｹﾞｷ
 井上　滋樹

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平29.4.1）

5日専

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（ 大学院芸術工学府芸術工学専攻 博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

1

専 教授
ｲﾊﾗ　ﾋｻﾔｽ
伊原　久裕

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

3

4

5 専 教授
ｳｶｲ　ﾃﾂﾔ

鵜飼　哲矢
＜令和4年4月＞

修士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平21.8）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

6

8

5日

専 教授
ｵｵｲ　ﾅｵﾕｷ
大井　尚行

＜令和4年4月＞
5日

9 専 教授

専 教授
ｵﾓﾄ ｱｷﾗ
尾本　章

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

工学博士

博士
（農学）

5日

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

博士
（工学）

5日

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平20.4）

7 専 教授

10 専 教授
ｶﾌﾞﾗｷﾞ ﾄｷﾋｺ
鏑木　時彦

＜令和4年4月＞

ｶﾈｷﾖ ﾋﾛﾕｷ
包清　博之

＜令和4年4月＞

ｵｶﾞﾀ ﾖｼﾄ
尾方　義人

＜令和4年4月＞

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-2 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

ｺｶﾞ　ﾄｵﾙ
古賀　徹

＜令和4年4月＞

博士
（文学）

※

博士
（工学）

※
13 専 教授

専 教授

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日14

ｷﾑ　ﾃﾞｳﾝ
金　大雄

＜令和4年4月＞

ｺﾝﾄﾞｳ(ｶｻﾘ)　ｶﾖｺ
近藤(笠利)　加代子

＜令和4年4月＞

5日

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

博士
（芸術工学）

5日

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

博士
（工学）

5日

ｽﾅｶﾞ　ｼｮｳｼﾞ
須長　正治

＜令和4年4月＞

15 専 教授
ﾀｹﾉｳﾁ　ｶｽﾞｷ
竹之内　和樹

＜令和4年4月＞

工学博士
※

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

12 専 教授

11 専 教授

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-3 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

20 専 教授
ﾋﾗｲ　ﾔｽﾕｷ
平井　康之

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

専 教授

専 教授
ﾀﾉｳｴ ｹﾝｲﾁ
田上　健一

＜令和4年4月＞
16

専 教授
ﾂﾙﾉ　ﾚｲｼﾞ
鶴野　玲治

＜令和4年4月＞

ﾊﾗ　ｹﾝｼﾞ
原　健二

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

博士
（工学）

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平16.1）

博士
（工学）

5日
博士

（芸術学）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

5日

18 専 教授

19

17

ﾄﾓﾀﾘ　ﾐｶｺ
知足　美加子

＜令和4年4月＞

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-4 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

専

25

教授

専 准教授
ｱｿｳ　ﾂｶｻ
麻生　典

＜令和4年4月＞

ﾏｴﾀﾞ　ﾀｶﾌﾐ
前田　享史

＜令和4年4月＞

ﾑﾗｷ　ｻﾄｼ
村木　里志

＜令和4年4月＞

ｱｻﾋﾛ　ｶｽﾞｵ
朝廣　和夫

＜令和4年4月＞

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

5日

博士
（医学）

博士
（芸術工学）

博士
（学術）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平27.4）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平25.4）

22

23 専 教授
ﾔｺｳ ﾏｻﾄ

矢向　正人
＜令和2年4月＞

24 専 准教授

21

博士
（法学）

博士
（学術）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平15.10）

5日

5日

博士
（芸術工学）

専 教授

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-5 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

26 専 准教授
ｲｼｲ　ﾀﾂﾛｳ
石井　達郎

＜令和4年4月＞

修士
（芸術工学）

※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

27 専 准教授

28

ｲﾄｳ　ﾋﾛｼ
伊藤　浩史

＜令和4年4月＞
5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平23.10）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

5日

ｳｴﾀﾞ　ｶｽﾞｵ
上田　和夫

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

博士
（工学）

※

博士
（理学）

ｲﾉｳｴ　ｺｳﾍｲ
井上　光平

＜令和4年4月＞

博士
（文学）

※
専 准教授

専 准教授

専 准教授

30

29
ｲﾉｳｴ　ﾄﾓｵ
井上　朝雄

＜令和4年4月＞

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.12）

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-6 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

専 准教授

35 専 准教授

准教授

5日

5日

ｵｵｼﾏ ﾋｻｵ
大島　久雄

＜令和4年4月＞

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平28.8）

文学修士
※

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

博士
（工学）

※
31

32 専

ｳｼｱﾏ　ﾀｹﾄｼ
牛尼　剛聡

＜令和4年4月＞

専 准教授
ｶﾄｳ　ﾕｳｷ

加藤　悠希
＜令和4年4月＞

准教授
ｵﾉ　ﾅｵｷ

小野　直樹
＜令和4年4月＞

33 専

34

ｶﾜﾊﾗ　ｶｽﾞﾋｺ
河原　一彦

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

博士
（工学）

博士
（工学）

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-7 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

37 専

36 専 准教授

専 准教授
ｼﾞｮｳ　ｶｽﾞﾋﾛ
城　一裕

＜令和4年4月＞

専

准教授

39 専 准教授

5日
ｻﾒｼﾞﾏ　ﾄｼﾔ
鮫島　俊哉

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平18.4）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

博士
（学術）

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平28.3）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平24.4）

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平24.12）

博士
（心理学）

※

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾖｼﾀｶ
杉本　美貴

＜令和4年4月＞

准教授
ｾﾉｵ ﾀｹﾊﾙ

妹尾　武治
＜令和4年4月＞

ｻｲﾄｳ ﾄｼﾌﾐ
齋藤　俊文

＜令和4年4月＞

40

38

修士
（数学）

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-8 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

41

専 准教授

専

ﾀﾑﾗ　ﾘｮｳｲﾁ
田村　良一

＜令和4年4月＞

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

ﾄｸﾋｻ  ｻﾄﾙ
徳久　悟

＜令和4年4月＞

ﾀｶﾀﾞ ﾏｻﾕｷ
高田　正幸

＜令和4年4月＞

ﾀｶﾄﾘ  ﾁ ｶ
髙取　千佳

＜令和4年4月＞

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
(令元.10)

博士
（学術）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平26.4）

博士
（工学）

博士
（工学）

※

ﾅｶﾑﾗ　ﾐｱ
中村　美亜

＜令和4年4月＞
45

44 専 准教授

准教授

42

専 准教授

43 専 准教授

博士
(政策･ﾒﾃﾞｨｱ)

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平31.4）

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-9 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

48 専 准教授
ﾋﾗﾏﾂ　ﾁﾋﾛ
平松　千尋

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

博士
（音楽学）

博士
（生命科学）

5日

47 専 准教授

49 専 准教授

専

ﾌｸｼﾏ　ｱﾔｺ
福島　綾子

＜令和4年4月＞

ﾊﾔﾌﾁ(ﾌﾙｷ)　ﾕ ﾘ ｺ
早渕(古木) 百合子
＜令和4年4月＞

博士
(ｴﾈﾙｷﾞｰ科学)

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平18.2）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平23.4）

5日

九州大学
グローバル

イノベーション
センター
准教授

（平25.5）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平25.9）

5日

ﾆｼﾀﾞ(ﾎﾘ)　ﾋﾛｺ
西田（掘）　紘子
＜令和4年4月＞

准教授46

50 専 准教授
ﾌｼﾞ　ﾄﾓｱｷ
藤　智亮

＜令和4年4月＞

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-10 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

准教授

ﾏﾂｸﾞﾏ　ﾋﾛﾕｷ
松隈　浩之

＜令和4年4月＞

ﾏﾂﾏｴ　ｱｶﾈ
松前　あかね

＜令和4年4月＞
専

5日
博士

（理学）

博士
（芸術工学）

准教授

52

54

53

専

准教授専

専

55

51 専 准教授

ﾔﾏｳﾁ　ｶﾂﾔ
山内　勝也

＜令和4年4月＞

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平29.9）

博士
（芸術工学）

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

5日

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平27.4）

博士
（知識科学）

法務博士
（専門職）

ﾏﾙﾔﾏ　ｵｻﾑ
丸山　修

＜令和4年4月＞

准教授

ﾎｰﾙ　ﾏｲｹﾙ
Hall　Michael
＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平18.4）

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-11 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

ﾖｼｵｶ　ﾄﾓｶｽﾞ
吉岡　智和

＜令和4年4月＞
5日

准教授専

准教授

専57

5日

ﾚﾒｲﾝ ｼﾞｪﾗｰﾄﾞ ﾊﾞｽﾁｱﾝ
Remijn　Gerard

Bastiaan
＜令和4年4月＞

ｲﾏｻｶ　ﾄﾓｺ
今坂　智子

＜令和4年4月＞

ﾖｼﾅｶﾞ ﾕｷﾔｽ
吉永　幸靖

＜令和4年4月＞

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

博士
（芸術工学）

博士
（工学）

5日

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平26.4）

博士
（工学）

九州大学
芸術工学研究院

講師
（平15.10）

博士
（工学）

ｼﾞﾔﾝ ｴﾝﾌｱﾝ
張　彦芳

＜令和4年4月＞

59 専

56 専

58

准教授

60 専 講師
博士

（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

講師
（令元.10）

講師

芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）-12 
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

62 専 助教

助教

5日

5日

5日

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.2）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.4）

博士
（芸術工学）

ｶﾜﾓﾄ　ﾖｳｲﾁ
川本　陽一

＜令和4年4月＞

ｻﾜｲ  ｹﾝｲﾁ
澤井　賢一

＜令和4年4月＞

ﾆｼﾑﾗ  ﾀｶﾕｷ
西村　貴孝

＜令和4年4月＞

博士
（情報理学）

ｸﾘﾔﾏ  ﾋﾄｼ
栗山　斉

＜令和4年4月＞

ｸﾄﾞｳ  ﾏｵ
工藤　真生

＜令和4年4月＞
63

64 専 助教

専 助教

61 専 講師

65 専

博士
（美術）

博士
（工学）

博士
（ﾃﾞｻﾞｲﾝ学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.4）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平24.4）

九州大学
芸術工学研究院

講師
（令2.3）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

66 専

5日

5日

5日

5日

5日専 助教

博士
（理学）

博士
（文学）

70

69 専 助教
ﾑﾗｶﾐ  ﾔｽｷ
村上　泰樹

＜令和4年4月＞

博士
（情報科学）

助教
ﾌﾕﾉ　ﾐﾊﾙ

冬野　美晴
＜令和4年4月＞

ｾｷ  ﾓﾄﾋﾃﾞ
関　元秀

＜令和4年4月＞

ﾓﾘﾓﾄ　ﾕｳｷ
森本　有紀

＜令和4年4月＞

68 専

ｾﾞﾐｿﾝ ﾀﾞﾘﾙ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ
Jamison Daryl

Steven
＜令和4年4月＞

67 専 助教

助教

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平28.8）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令元.10）

Doctor of
Philosophy
in Music
（ｲｷﾞﾘｽ）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.3）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（令2.10）

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平25.9）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等
の職務に従事する
週当たり平均日数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称  配当年次

担　当
単位数

年　間
開講数

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅰ 1前①～② 2 1

リサーチ研修Ⅱ 1後③～④ 2 1

リサーチプロジェクトⅠ 1前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅡ 2前①～② 2 1

リサーチプロジェクトⅢ 3前①～② 2 1

5日

5日

5日

5日

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平30.6）

博士
（工学）

5日

九州大学
芸術工学研究院

助教
（平29.9）

九州大学
芸術工学研究院

教授
（平21.4）

75 兼担 准教授

74 兼担 准教授

73

71

ｿｶﾞﾍﾞ　ﾊﾙｶ
曽我部　春香

＜令和4年4月＞

72 専

専 助教

助教
ﾛｰ　ﾋﾟﾝ　ﾔｯﾌﾟ
Loh Ping Yeap
＜令和4年4月＞

修士
（美術）

ﾋｸﾞﾁ　ｼｹﾞｶｽﾞ
樋口　重和

＜令和4年4月＞

ﾖｼﾑﾗ　ﾘｲﾁ
吉村　理一

＜令和4年4月＞

博士
（芸術工学）

ｲｹﾀﾞ ﾐﾅｺ
池田　美奈子

＜令和4年4月＞

兼担 教授

博士
（芸術工学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平15.10）

修士
（文学）

九州大学
芸術工学研究院

准教授
（平21.4）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 12人 6人 人 人 18人

修 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 2人 13人 14人 3人 人 人 32人

修 士 人 人 人 2人 1人 人 人 3人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 人 2人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 6人 6人 1人 人 人 人 13人

修 士 人 3人 2人 1人 人 人 人 6人

学 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 9人 19人 29人 9人 人 人 66人

修 士 人 3人 2人 4人 1人 人 人 10人

学 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

大学院　芸術工学府　芸術工学専攻(修士課程)

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 12人 6人 人 人 18人

修 士 人 人 人 1人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 2人 13人 14人 2人 人 人 31人

修 士 人 人 人 2人 1人 人 人 3人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1人 人 2人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 5人 5人 人 人 人 人 10人

修 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 8人 18人 28人 8人 人 人 62人

修 士 人 1人 人 3人 1人 人 人 5人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

大学院　芸術工学府　芸術工学専攻(博士後期課程)

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。
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